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このまちの水の未来を考える
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「ਫ」ੜ໋ͷҡ࣋ʹ͔ܽす͜ͱͷͰ͖ͳいେͳ資ݯͷҰͭͰすɻݱͷຊʹ͓いͯɺਫಓશ

తʹඋ͞Ε͓ͯΓɺ́ࠃ ΅શͯͷॴͰ҆શͳਫ 「͕͋ͨΓ·͑」ʹ ੈքࠃΕͯい·すɻզ͕͞څڙ

Ͱ༗ͷणࠃͰす͕ɺҩྍͷਐาͱΑΓɺੈ քτοϓΫϥεͷߴいٕज़ྗʹΑΓɺਫಓΛ͡Ί

ԼਫಓͳͲͷެऺӴੜͷ্͕ਤΒΕ͖ͯͨ͜ͱ͕ཁҼͷͻͱͭͱ͑ݴ·すɻ

ਧాࢢͷਫಓۀࣄত2ʢ�92�ʣͷۀࣄ։࢝Ҏདྷɺ·ͪͷൃలͱͱʹ͕Γɺ90Ҏ্ʹ

Θͨͬͯࢢຽੜ׆׆ࡁܦಈΛ͖ͯ͑ࢧ·͕ͨ͠ɺࡏݱͰઍཬχϡʔλンͷ։ൃͳͲʹいٸʹ

Λܴ͑ͯい·すɻظ࣌৽ߋʹઃɺ管࿏͕Ұ੪ࢪઃ͞Εͨݐ

ਫಓ෦Ͱɺ͜ ΕΒͷߋ৽େنʹඋ͑ͨԽΛେ͖ͳபͱͨ͠ਫಓγεςϜͷߏ࠶ஙࣄ

ΛਐΊͯいΔͱ͜ΖͰす͕ɺ͜ۀ Εʹଟֹͷඅ༻͕ඞཁͱͳΓ·すɻҰํͰɺຊࢢͰকདྷతͳਓޱ

ΕΔதͰɺ͜·ࠐݟগ͕ݮ Ε·ͰҎ্ʹਫधཁͷݮগ͕Ճͯ͠い͘͜ͱ͕༧͞Εɺࡒঢ়گࠓ

い·すɻͯ͑ߟΛ૿ͯ͠い͘ͷͱ͞͠ݫɺޙ

͜ͷΑ͏ͳதɺ݈ શͳਫಓγεςϜΛকདྷੈʹҾ͖͙ͨܧΊʹɺߋͳΔܦӦج൫ͷڧԽΛਤΔͱ
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͜ͷ「すいすいビジョン2029」ɺ͜ Ε·Ͱͷ「すいすいビジョン2020」ΛҾ͖�0ޙࠓ͙ܧؒͷ

ຊࢢਫಓۀࣄͷجຊܭըͰすɻ͜ Ε·ͰɺҬͷਫಓͱ݈ͯ͠શͳਫಓγεςϜͷߏஙΛ指ͯ͠ࣄ
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ʹ「ΔԽ͑ݟ」 औΓΉͳͲɺΑΓҰۙͳਫಓऀۀࣄͱͯ͠ܦۀࣄӦʹऔΓΜͰ·いΓ·すͷͰɺ

いいͨ͠·すɻئΓ·すΑ͏͓ࣀΛྗڠޚ理ղɺޚຽͷօ༷ͷࢢ



ୈ�ষɹࡦఆͷझࢫɾҐஔ͚ͮͱܭըؒظɹ �

̍ɹ「すいすいビジョン2029」ࡦఆͷझࢫ
̎ɹҐஔ͚ͮɾܭըؒظ
̏ɹجຊ理೦ʙすいͨਫಓ͕指す͖࢟ʙ
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ୈ̐ষɹਫಓۀࣄΛऔΓ͘רঢ়گͱকདྷͷڥۀࣄɾ՝

̍ɹ「すいすいビジョン2020ʙਧాͷਫ標ʙ」ͷऔͱ౸ୡ
̎ɹすいすいビジョン2020ʹ͓͚Δ管理指標ͱ
ɹɹฏ30·Ͱͷਐঢ়گ
̏ɹਧాࢢਫಓۀࣄʹؔすΔࢢຽΞンέʔτௐࠪ݁Ռ
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� ʢ̏ʣٕ ज़ɾٕͷܧঝ

2�
2�
2�
2�
2�
2�
2�
2�
2�
2�

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

29
33
33
3�
3�
39
� �
�3
��
�9
� �
�3
��

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ
ɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾɾ

ୈ̑ষɹجຊ理೦ʹͭ̐ͮ͘جͷجຊํ

ୈ̒ষɹࡦࢪͱਪਐすΔۀࣄ

̍ɹࡦࢪମܥ
̎ɹࡦࢪɾਪਐすΔۀࣄͷ֓ཁ
� ��ҿΈਫͱͯ͠ͷ҆શΛकΔࡦࢪ�ຊํᶗɿ҆શج
� ΛकΓॆ࣮Λݯͷਫͭͨ;��ࡦࢪ�ਟڧຊํᶘɿج
� � ড়ਫॴΛத৺ͱ͠ࢁ2�ยࡦࢪ ͨඋΛਐΊΔ
� � Λ্3�ড়ਫॴɾਫͷඋͱ管理ͷࡦࢪ
� � Λ্��ਫಓ管ͷඋͱ管理ͷࡦࢪ
� � いମ੍Λங͘ڧʹࡂ��ࡦࢪ
� ӦͷΛங͘ܦͳݻڧ��ࡦࢪ�ଓ࣋ຊํᶙɿج
� � い৫Λங͘ڧ2�ਓΛҭͯɺࡦࢪ
� � ΛकΔڥٿ3�ΈΜͳͷࡦࢪ
� ��ࡦࢪ�ຊํᶚɿҬج ਓ͏ʹศརͰշదͳαʔビεΛ
� � Δ͑ߟຽͱいͬ͠ΐʹਫಓΛࢢ�2ࡦࢪ
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）本จதのʮ*ʯҹをした۟ޠは、רのࢿ料ฤʮࢿ料�̐用ूޠʯに用ޠのઆ໌をࡌهしています。
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本市は、平成21年(2009年)12月にʮすいすいϏδϣϯ2020ʙਧాの水標ʙ*（以下
ʮすいすいϏδϣϯ2020ʯ）をࡦ定し、ج本理೦であるʮҬの水道として、お٬༷と
ともに、̓ 定した҆৺・̓ 全の水道ʯを指して事業をਪਐして ま͖した。
ʮすいすいϏδϣϯ2020ʯࡦ定から9年が経աするதで、水道水の҆定ڙ給をڴかす

༷々な事がൃੜしています。平成23年(2011年)には౦日本େࡂが、平成28年(201�年)
には۽本がൃੜし、イϯϑϥのԽ・ٺԽ対ࡦなど、զがࠃのࣾձج൫整備の
ॏ要性が改めてු͖ூりになって͖ました。ͦ のよ͏なத、平成30年（2018年）�月にൃੜ
したେࡕ部では、本市も度ڧ�のڧい༳れに見われました。さらにಉ年9月
には෩21߸により市内のଟ数のҬでఀిやՈのଛյといったਙେなඃがൃੜしま
した。

Ұํで、全ࠃ的に人ݮޱ少やઅ水ࣾܕձがਐΈ、高度経ࡁ成長期にٸに整備された
水道施設がٺԽしଟֹのߋ৽費用が必要となるなど、水道事業をऔりרくはݫしさを
増しています。

ްੜ࿑ಇলは、平成2�年（2013年）3月にこれまでの水道Ϗδϣϯにえて、དྷる͖
時にٻめられる՝にઓするため、̓ 全、ڧਟ、持ଓの3ͭの؍にͮجくʮ৽水道
Ϗδϣϯ*ʯをެ表しました。また、総務লでは水道事業をؚΉ全ࠃのํެ営企業*に
対し、ྩ 2年度（2020年度）までに経営ઓུ*をࡦ定することをٻめています。

さらに、平成30年（2018年）12月の水道๏*の改ਖ਼では、道ݝによるҬ࿈ܞ*の
औ組のڧԽの΄か、ຽ間企業に事業のӡ営ݖをҕͶるίϯηογϣϯํࣜ*ಋ入にあたり
給水任を市ொଜに残したまま࣮施がՄ能となるなど、持ଓՄ能な水道にけた経営ج൫
。がਐめられていますࡦԽをਤるڧ

このよ͏なࣾձのมԽに対応しながら、これからもʮすいたの水道ʯとして健全な
水道γεςϜ*をະདྷにͭないでいくために、施設整備をண࣮にਐめるとともに、効率的な
経営とҬにࠜࠩした事業ӡ営を指して৽たなج本計画をࡦ定するものです。

ʮすいすいϏδϣϯ2029ʯは、ਧా市第4次総合計画*にͮجく本市水道事業における
ް、本計画であるとともにج ੜ࿑ಇলがࡦ定したʮ৽水道Ϗδϣϯʯを౿まえた水道事業
Ϗδϣϯ*となるものです。計画期間は、ྩ 2年度（2020年度）からྩ11年度（2029
年度）までの10年間の計画です。

また、平成2�年（2013年）3月にࡦ定したʮਧా市水道施設Ϛελープϥϯ*ʯ（以下ʮϚε
λープϥϯʯ）でඳくকདྷ૾にけて、10ޙࠓ年間の施設整備のํ性をࣔした施設整備
計画（第3次上水道施設等整備事業*）をแؚするものとします。

さらに、施ࡦのํ性をࣔす計画であるとともに、事業をܧଓしてਪਐしていくために
必要な経営ج൫のڧԽをਤる経営ઓུとしてҐ置ͮけます。

̍ɹ「すいすいビジョン2029」ࡦఆͷझࢫ ̎ɹҐஔ͚ͮɾܭըؒظ

ୈ̍ষɹࡦఆͷझࢫɾҐஔ͚ͮͱܭըؒظ

ʲ͍͍͢͢Ϗδϣϯ2�2�ͷҐஔ͚ͮʳ

すいすいϏδϣϯ2020

第２次上水道施設等整備事業

（平成22年度ʙྩ2年度）

（平成22年度ʙྩ2年度）

͍͍͢͢Ϗδϣϯ����

ΞΫγϣϯϓϥϯ

（ྩ２年度ʙྩ１１年度）

（ྩ２年度ʙྩ̓年度）

経営ઓུ 施設整備計画
（第̏次上水道施設等整備事業）
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Խݱ۩

ਧా市第4次総合計画
（ྩݩ年度ʙྩ10年度）

ްੜ࿑ಇল
৽水道Ϗδϣϯ
（平成2�年ࡦ定）

ʰ҆શ ɹɦh ਟڧ ɹɦh ଓʱ࣋



� �

͍͍͢͢Ϗδϣϯ����ʹ͖ͮجங͍͖ͯͨ
ɹʮ҆ఆͨ͠ɺ̓ ৺ɾ̓ શͷਫಓʯ
ɹɹ ʮ́৴པͷ͍ͨ͢ਫಓʯΛະདྷҾ͖͍ܧͰ͍͖ ·͢

ϥΠϑϥΠϯऀۀࣄͱ͠ ͯ҆શͳਫಓਫΛ͠څڙଓ͚·͢

͢·ஙʹશྗͰऔΓΈߏઃͷࢪਟͳਫಓڧඋ͑ͨʹࡂ

ΑΓҰͷੑۀاΛൃش Δ͢ͱͱʹɺܦӦج൫ͷڧԽΛਤΓ·͢

৬һ͕Ҭʹग़͍ͯਫಓۀࣄʹ͍ͭ ͷͯཧղΛਂΊΔऔΛ
ਪਐ͠ۀࣄͷʮݟ Δ͑ԽʯΛਤΓ·͢

ত��年ͷઘড়ਫॴ

ୈ
̍
ষ

ࡦ　
ఆ
ͷ
झ
ࢫ
ɾ
Ґ
ஔ
ͮ
͚
ͱ
ܭ
ը
ظ
ؒ

ୈ
̎
ষ

　ਫ
ಓ
ࣄ
ۀ
ͷ
֓
ཁ

̏ɹجຊ理೦ʙすいͨਫಓ͕指す͖࢟ʙ ̍ɹۀࣄͷ͋ΏΈ

͜Ε·ͰɺҬͷਫಓͱ͠ ͯங͍͖ͯͨ
ʮ҆ఆͨ͠ɺ̓ ৺ɾ̓ શͷਫಓʯΛɺ

͜Ε͔ΒࢢຽͱେʹकΓҭΈɺະདྷͭͳ͍Ͱ͍ ·͖͢ɻ

ະདྷʹͭͳ͙
ຽͱҭΉࢢ

৴པͷ͍ͨ͢ਫಓ

ୈ̎ষɹਫಓۀࣄͷ֓ཁ

ত2年（1927年）にਧాொ営水道として給水*を։࢝した時の人ޱは2ສ人、給水人ޱ*は�ઍ人で
๛ଜの̐ொଜ܊部ଜ、๛能؛、ઍཬଜ܊ౡࡾ、率*は30％程度でした。ত1�年（1940年）にはਧాொٴී
が合ซし、ਧా市がੜしました。

ͦのޙ、ઍཬ山۠の؆қ水道*であったઍཬ山水道や๛۠のࡕ上水道組合が合ซしたことで給水
۠Ҭ*ががってい ま͖した。

ত2�年（19�1年）には৽たに片山浄水ॴ*を建設し、େࡕ市からのड水による給水を։࢝しました。また、
構内にҪށを۷りত28年（19�3年）からは下水*の浄水*ॲ理を࢝めました。

ত30年にはઍཬχϡーλϯの։ൃが࢝まり、人ޱのܹٸな増加やੜ༷ࣜ׆のมԽ等から水ध要*が
̒、増して͖たことによりٸ 次にわたるେ規模な֦ு工事を行 と͏ともに、ত3�年（19�0年）にはେࡕ営
水道（ݱେࡕҬ水道企業団*）からのड水を։࢝し、増加する水ध要に対応しました。

ত38年（19�3年）にઘ浄水ॴが成し、下水の浄水ॲ理*を։࢝しましたが、水ध要の増加に対応する
ため、ߋなる水ݯ*をٻめてত41年（19��年）からཎ表流水*のड水を։࢝しました。

ত�0年ޙには施設整備は維持管理の時に入り、平成9年（1997年）に水ݯであるཎ表流水の
水質ѱԽへの対応ࡦとして、ઘ浄水ॴにおいて高度浄水ॲ理*をಋ入しました。

ۙ年では、େ規模やେӍ等のこれまでの想定を超えるࣗવࡂがൃੜし、施設のԽやߋ৽などが
められるよ͏ٻ になりました。平成2�年（2013年）にࡦ定したਧా市水道施設Ϛελープϥϯに͖ͮج、平成
28年（201�年）に片山浄水ॴをத৺とした水道施設の再構築事業として、片山浄水ॴ水ॲ理施設ߋ৽工事、
片山浄水ॴ・ઘ浄水ॴ࿈བྷ管設工事の２େ工事にணखしました。

（１）Ԋֵ
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図2－2　ਫ۠Ҭ図

図2－�　څਫਓޱͱ༗ऩਫྔͷਪҠ
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ઘ浄水ॴ、片山浄水ॴの２ͭの浄水ॴと̑ ͭの水*があり、市Ҭೆ部には྆浄水ॴでͭくったࣗݾ水*を
水し、市Ҭ部にはେࡕҬ水道企業団からのड水により水しています。

（１）ओͳࢪઃの֓ཁͱਫ۠Ҭ
本市では、全ࠃॳのେ規模χϡーλϯとなるઍཬχϡーλϯの建設や日本ສࠃതཡձの։࠵などを
っ͖かけとして、ত30年から40年にかけてٸに市ԽがਐΉとともに、人ޱが増加しました。
ত�1年（198�年）まで増加しଓけた人ޱはҰ度ややݮ少をࣔしたものの、平成�年（1993年）以降は

ඍ増にあります。
水ध要（༗収水ྔ*）は人ޱ増にい増加にあったものの、平成3年度（1991年度）以降はݮ少が

ଓいています。

ͱਫधཁのਪҠށ・ޱਫਓڅ（̎）
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$0L6./$0L6./

͓ ͠ ͑ て

すいすい͘Μʂ

ۙਫಓݹ࠷ͷਫಓ管（ԣࢢ）
横浜市ホームページより（https://www.city.yokohama.lg.jp/）
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施設໊শ 配水池༰ྔ所ࡏ地 供用開始水ɹݯ

泉浄水所
水道部ிࣷ

片山浄水所

࿇間配水

Ӣ配水

山田配水

配水ࣉҪࠤ

ઍཬ山配水

ೆ吹田3�3�60 9933̼3 ত和39年ཎද流水、地下水

ேがٰொ25�1

੨山3�46�1

Ӣ4�5�3

ઍཬٰ15�15

ઍཬ山౦4�13�9

ઍཬ山4�28�3

20000̼3

6000̼3

12000̼3

1680̼3

9000̼3

3000̼3

施設能力

38100̼3�

10200̼3�

ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

ʵ

4�3��̼3� 6�6�3̼3

ত和28年

ত和39年

ত和39年

ত和37年

平成3年

平成11年

地下水

ཎද流水（企業団水）
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計

のΑ͏ͳ水ಓがࠓ
උ͞Εͨのいͭʁ

本のۙ水道のは͡·り

ެऺӴੜの֬อがతͳΜͩɻ
࣌の本ɺւ֎͔Βࠐͪ࣋まΕͨ
છපが流ߦしͯいͯɺͦ のછපΛ༧
͢ΔͨΊʹ水ಓがඋ͞ΕͨΜͩΑɻ

ͦΜͳʹલ͔Β͋ΔΜͩʂ
ͰɺͲ͏しͯ水ಓがඋ͞Εͨのʁ

20年ʢ1887年ʣ࣏Β130年લの໌͔ࠓ
ʹ本ॳのۙ水ಓがԣ市Ͱઃ͞Ε
ͨΜͩɻ

ͦのޙɺେ市ߓொΛத৺ʹ水ಓのઃがਐ
ΜͰいͬͨΜͩɻ͢ いͨͰত2年ʢ1927年ʣʹ
水ಓࣄ業が࢝まͬͨΜͩΑɻ
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Ӻాࢁ
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෦Ҭ
େࡕҬ水ಓ企業団水
ೆ෦Ҭʢยࢁড়水ॴ水۠Ҭʣ
େࡕҬ水ಓ企業団水ͱࣗݾ水ʢԼ水ʣのࠞ߹
ೆ෦Ҭʢઘড়水ॴ水۠Ҭʣ
水ʢԼ水ͱཎද流水のࠞ߹ʣݾࣗ
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ઘ浄水ॴではཎの表流水とҪށから༲水した下水を、ༀをいෆ७をさͤた え͏で、Φκϯ
ॲ理*と׆性ॲ理*による高度浄水ॲ理を行っています。

浄水ॲ理ޙは、ϙϯプ*のѹ力をって水しています。

（̎）ড়ਫॴの֓ཁ

ア　ઘ浄水ॴ
片山浄水ॴは、Ҫށから༲水した下水をݪ水*としています。༲水した下水は、మをଟくؚ Μでいる

ことから、除మॲ理*を行った え͏で高Ζաػ*にかけて浄水ॲ理しています。
浄水ॲ理ޙは、高ࠩを׆かしたࣗવ流下ํࣜ*により水しています。　
平成28年度（201�年度）から、ບΖաํࣜ*による৽たな水ॲ理施設へのߋ৽工事をਐめており、ྩ 2年度

（2020年度）の成を指しています。

イ　片山浄水ॴ

ઘ浄水ॴ　浄水ॲ理ϑϩー
片山浄水ॴ　浄水ॲ理ϑϩー

ບΖաํࣜ　浄水ॲ理ϑϩー（ྩ3年度（2021年度）から）
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図2－�　ઃ年ผ管路Ԇ図2－�　څਫஔͷ管ཧ۠ͱमસൣғ
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市内に設している水道管には、װج管࿏*（ಋ水管*、ૹ水管*、水本管*）と水支管*があり、ͦ れらを
合わͤた管࿏総Ԇ長は72�ᶳです。（˞ͦの΄か、ݸ人でॴ༗するʮ給水管*ʯ（ਤ2ɻ （。র）がありますࢀ4

ઍཬχϡーλϯ։ൃ時の水道管の΄とΜどをまͩ用しており、๏定用年数*（40年）を超աした経年管
のԆ長は274ᶳにもٴΜでいます。

（̏）࿏の֓ཁ

配 水 池

配 水 池

浄水施設

送水管

給水管

送水管
配水本管

配水支管

導水管

： 基幹施設（浄水施設、配水池）

： 基幹管路（導水管、送水管、配水本管）
： 配水支管
： 給水管

配水管給水管水道メーター

給水管

A

止水栓

第1止水栓

図2－�　ਫಓࢪઃʹ͓͚Δࢪװجઃ�ͱװج管路ͷ状況（ްੜ࿑ಇলϗʔϜϖʔδΑΓ）

ද2－�　༻్ผ管路Ԇͱ経年管ٴͼ耐震適合管ͷΊΔׂ合

߲目

用途 基幹管路

平成30年度（2018年度）末時点

小計
配水ࢧ管 合計

ಋ水管 送水管 配水ຊ管

法定耐用年
	40年
ա管

耐震ద合管路

ɹ用途別管路Ԇ

Ԇ

割合

Ԇ

割合

経
年
管

耐
震
適
合
管

3446N 26931N 50322N 80699N 645188N 725887N

2187N 8216N 16512N 26915N 246669N 273584N

63.5� 30.5� 32.8� 33.4� 38.2� 37.7�

112N 10854N 28183N 39149N 114293N 153442N

3.3� 40.3� 56.0� 48.5� 17.7� 21.1�

0

5

10

15

20

25

30

35

40

̨
15
̨
1�
̨
1�
̨
21
̨
23
̨
25
̨
2�
̨
2�
̨
31
̨
33
̨
35
̨
3�
̨
3�
̨
41
̨
43
̨
45
̨
4�
̨
4�
̨
51
̨
53
̨
55
̨
5�
̨
5�
̨
61
̨
63
̝
2
̝
4
̝
6
̝
8
̝
10
̝
12
̝
14
̝
16
̝
18
̝
20
̝
22
̝
24
̝
26
̝
28
̝
30

LN

࿏Ԇ

平成30年度（2018年度）末時点

経࿏Ԇ
2�4LN

（๏ఆ༻年ͷ
ɹɹ40年Λ͑ͨ࿏）

ઍཬχϡーλϯの։ൃ

๏定༻ա࿏
3����

（૯Ԇͷ͏ͪ
ɹɹܦ年࿏͕ΊΔׂ߹）


࿏
Ԇ


年度

ಋŋૹŋ水૯Ԇ726LN

管理区分

修繕範囲

管理区分

修繕範囲

指定給水装置工事事業者水道部指定給水装置工事事業者

給水装置は、個人の財産です給水装置は、個人の財産です

水道
メーター



11 1�

ɹ ɹ

図2－6　老朽化（経年化）管路状況図 図2－7　耐震適合管路状況図
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図2－�　৫図
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総務室、企画室、工務室、浄水室の4室体制として、業務に応じて14グループを設置しています。

事務職員は合計34人で平均年齢は、42歳0か月です。
技術職員は合計87人で平均年齢は、40歳10か月です。

収益性を見るもので、日々の給水に必要な
費用が、給水収益*等の経常収入によって
どの程度賄えているのかを表しています。

本市では100％を超えており、単年度
黒字を維持しています。

（４）組織体制

ア　組織

①経常収支比率

イ　職種別職員数  （再任用短時間勤務職員・非常勤職員を除く）
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平成30年度（2018年度）末時点

総務グループ
人事グループ
料金グループ

給水相談グループ

施設グループ

浄水グループ
水質グループ

建設第２グループ
整備グループ
管理グループ

経理グループ
経営グループ 建設第１グループ

片山再構築グループ

水道事業管理者
部　　長
次　　長

総務室 企画室 工務室 浄水室

0123456

0 1 2 3 4 5 6

20歳

25歳

30歳

35歳

40歳

45歳

50歳

55歳

60歳

単位：人

̏ɹա̑ڈؒͷܦӦ指標

（１）経営の健全性・効率性

本市水道事業の健全性や効率性、施設の状況などを表す経営指標は次のとおりです。
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116.2 119.0 118.8112.8 113.2
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140
％

1年以内に償還しなければならない短期の
債務に対する支払能力を表しています。

通常200％以上あることが理想とされて
いますが、平成29年度（2017年度）以降は
やや下回っています。

②流動比率*

給水収益に対する企業債*残高の割合を
表しており、企業債残高の規模と経営への
影響を見るための指標です。

これまで比較的企業債の借り入れが少な
かったことから、類似団体*の平均を下回って
います。

③企業債残高対給水収益比率*

給水に係る費用が料金収入でどの程度
賄われているのか、料金水準の適切性を
表しています。

平成28年度に料金改定*を行い、収入が
増加したことで、数値がやや上昇しています。

④経費(料金)回収率*
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水道施設のՔಇ状ଶをࣔすことにより、
施設の効率性を表します。

ྫ年、類似団体の平均と比て高い状ଶ
にあり、適切な施設規模で効率的に׆用
で͖ているといえます。

ᶇ施設ར用率

̐ɹۀࣄͷঢ়گʢྨஂࣅମͱͷൺֱʣ

（̎）ٺԽのঢ়گ

年間水ྔ*に対し収益にͭながった
給水ྔ*の割合を表しています。

本市ではૣくから࿙水対ࡦにऔり組Έ、
的な維持管理を行っており、おおΉͶۃੵ
9�％の高い水準を維持しています。

ᶈ༗収率*

管࿏の総Ԇ長に対し、๏定用年数（40年）
を超えた管࿏がめる割合を表しています。

ઍཬχϡーλϯの։ൃ時期に設された
管࿏がଟいことに加えて、長らく管࿏の長ण
໋Խをਤって͖ たことから、類似団体の平均を
େ く͖上回っています。

給水人30ޱສ人以上�0ສ人ະຬ、ࣗ 水比率30％以上100％ະຬで業務ݾ
指標1* （+88" 2100ɿ201�）をެ表している事業体

①管࿏経年Խ率

管࿏の総Ԇ長に対する1年間にߋ৽された
管࿏の割合を表しています。

ྫ年、1％を超える8ᶳ程度のߋ৽を指
して͖ましたが、平成30年度はݯࡒෆに
より࣮施計画を見したことなどから、1％を
下回っています。

②管࿏ߋ৽率
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の本市の事業状況を類似団体（8団体）の平均値をもとに、管࿏経年Խ率をはじめとࡏݱ　
した指標をภࠩ値で比較すると、ਤ2 1ɻ0のよ͏ な݁Ռとなります。
　施設໘の指標にͭいて、①管࿏経年Խ率のภࠩ値は類似団体の平均を下回っていますが、
②管࿏ߋ৽は平均を上回る水準で行っています。③施設を効率的に用で͖ていることから、
平均をେ く͖上回っています。
少しているத、水ͮくりのίετは平均をݮ水が年々ݾࣗ④、໘の指標にͭいてࡒ　
上回っています。Ұํでᶇ適切な水道施設の維持管理により高い༗収率を維持しており、
ແବなく収益にͭな͛ることがで͖ています。ޙࠓも片山浄水ॴの再構築をはじめとした施設や
管࿏のߋ৽をਐめていく必要がありますが、ݯࡒとなるࢿ金においてはᶈ支払能力を表す
流動比率が平均を下回っている状況です。

類似団体（8団体） 高࡚市・લڮ市・ԣਢլ市・Ұٶ市・๛ڮ市・高௬市・ෑ市・山市（ॱෆಉ）

類似団体のબ定

‐

‐

‑

‐

類似団体平均
本市の数値

数値が高い方が望ましい指標‐
数値が低い方が望ましい指標‑

凡例

ਧా市ʢ)30ʣ
類似団体平均ʢ)29ʣ
˞ภࠩ値数値が高い΄Ͳ༏Ґ
ɹïのഁઢΑΓ֎ଆ΄Ͳ望ましいʣ
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ยࢁড়水ॴড়水ࢪઃ�のߋ৽ 老朽化が進む水処理施設の更新について、将来を見据えた処理
能力、処理方法を検討し、平成28年度（2016年度）に着工し、
令和2年度（2020年度）末の完成を目指して進めています。

経年Խ࿏のߋ৽ 年間約8㎞の更新を目標に整備を進め、平成22年度（2010年
度）から平成30年度（2018年度）までの間に約54.7㎞の管路を
更新しました。

࿏のԽװج 年間約2㎞の整備を目標として耐震化等を進めてきました。財政
状況から一部の計画を先送りしなければならず、平成30年度
（2018年度）末時点の基幹管路の耐震化率は42.4％となりました。

ยࢁড়水ॴɾઘড়水ॴ࿈བྷのඋ 緊急時の泉、片山両浄水所間の相互融通、災害時の給水確保等
を目的として、平成28年度（2016年度）からシールド工法*に
よる工事に着手し、令和2年度（2020年度）末の完成を目指し
進めています。

のඋ�ڌ給水࣌ࡂ 北大阪健康医療都市（健都）*に耐震性貯水槽*を設置し、平成
29年度（2017年度）に9か所目の災害時給水拠点として供用を
開始しました。また、災害時給水所*として市内12校の小学校に
組立式給水タンク*を配備しました。これにより各御家庭から
おおむね1㎞以内の距離で応急給水が可能になりました。

基本方針2　安定した水道システムの確立
主な取組 到達点・成果

水ಓࢪઃϚελʔϓϥϯのࡦఆ アセットマネジメント*を実施するとともに、平成25年3月におお
むね40年先の将来像を描いた「マスタープラン」を策定し、施設
整備の方向性を明確にしました。

ড়水ࢪઃ�水�のԽ 大規模地震発生に備え、給水拠点となる配水池の耐震化を優先
的に進めました。耐震化率*は90.3％となりました。

基本方針１　安全でおいしい水の供給
主な取組 到達点・成果

水҆શܭը�のࡦఆɾӡ༻ͱ水ಓ
(-1�	水ಓ水࣭ࠪݕ�༏ྑݧࢼॴن
ൣ
のҡ࣋

平成24年（2012年）3月に「吹田市水安全計画」（以下「水安全計
画」）を策定し、水安全計画推進委員会において定期的にリスク
要因の評価・把握等を行っています。また、水道GLPを引き続き
維持しています。

Ԗ給水�のղফ 鉛製給水管の解消に向けて、平成22年度から面的整備*事業を
実施するとともに、経年管等の更新時に併せた取替えや助成
制度*の創設、利用の働きかけを進めました。

ҐஔΤωϧΪʔ�の༗ޮ׆༻ 大阪広域水道企業団から送られてくる水の圧力を利用するなど、
ポンプを使用しないで自然流下方式により配水できる区域と
時間の拡大に努めました。

৽ిྗ�のಋೖ 吹田市の方針に則り、平成29年度（2017年度）から環境に配慮
した小売電気事業者からの電力調達を開始しました。

基本方針4　お客様とともに守りはぐくむ「地域の水道」
主な取組 到達点・成果

基本方針5　環境に配慮した事業の推進
主な取組 到達点・成果

水ಓ料金の͋Γ方のݕ౼ͱ料金վఆ
の࣮ࢪ

水道料金のあり方について、水道事業経営審議会に諮りながら、
節水型社会における水需要の減少に対応した料金体系を検討
し、平成28年（2016年）4月に料金改定を行いました。同時に
料金体系を用途別料金*から口径別料金*に変更しました。

ޮՌతɾޮ 率తͳ業ࣥߦ 検針業務及び滞納整理業務*を平成21年度（2009年度）から
順次委託しました。浄配水施設等運転監視業務は平成22年度
（2010年度）から一部委託しています。業務委託とともに職員の
削減を図りました。

基本方針6　将来にわたり安定した経営基盤の構築
主な取組 到達点・成果

ௌのॆ࣮ใɾ 広報誌の発行やホームページでの情報発信や水道展*、浄水所
見学や出前授業*などに加えて、平成24年度（2012年度）からは
毎年夏季に水道フェア「すいすいくん祭り*」を開催しています。
そのほか市主催のイベントへの参加や、水道版タウンミーティング
「水道いどばた会議*」等に取り組み、水道事業への理解が深まる
ようPRに努めました。
水道週間*やイベント、ホームページにおいてアンケートを実施
しました。また、経営に関する重要案件について水道事業経営審
議会*に諮問し答申をいただきました。

基本方針3　お客様へのサービスの充実
主な取組 到達点・成果

料金業ʹ͓͚ΔαʔϏεのॆ࣮ 平成19年（2007年）から実施している口座振替割引*制度や
コンビニ収納*に加え、閉栓時の現地精算や高齢者世帯声掛け
サービス*など新たなサービスを開始しました。
平成31年（2019年）3月には、水道の閉開栓について、スマート
フォンなどからの申請を可能とし、利便性の向上を図りました。
また、給水装置*や水質に関する問合せ等に対応するとともに、
高齢者世帯宅の点検や水質検査等を実施しています。ୈ
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　ʮすいすいϏδϣϯ2020ʯに͖ͮج、ʮҬの水道として、お٬さまとともに、̓ 定した҆৺・
҆全の水道ʯをج本理೦として、̒ ͭのج本ํにԊって、ϋーυ、ιϑτ྆ํの事業をਐめて

ま͖した。

̍ɹ「すいすいビジョン2020ʙਧాͷਫ標ʙ」ͷऔͱ౸ୡ

ୈ̏ষɹ͜Ε·ͰͷऔͱධՁ
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ຊํج ߲ɹ ୯Ґ ༏Ґੑ ฏ�� ඪ

̍ɹ安全でおいしい
ɹɹ水の供給

̎ɹ安定した水道
ɹɹシステムの確立

̐ɹお٬͞まとともに
ɹɹकりは͙くむ
ɹɹ「地域の水道」

̑ɹ環境に配慮した
ɹɹ事業の推進

̒ɹ将来にΘたり
ɹɹ安定した
ɹɹ経営基൫のߏங

̏ɹお٬͞まへのサービスのॆ実

水質基४*ෆద合率

水ݯの水質事ނ*

管末*におけるཹԘૉೱ度*年間平ۉ

૯トリϋϩメタン*ೱ度目標達成率

アンケートに見る水道水の安৺度

鉛製給水管率

݁給水*管率

貯水槽水道*指ಋ率

自ݾ水ൺ率

地下水ݯ率

配水池耐震施設率

経年化設備率

基幹管路の耐震化率

管路の耐震化率

重要給水施設*管路耐震化ద合率（Օ所ൺ）

経年化管路率

管路の更新率

管路の事ނ割合

給水拠点ີ度

お٬͞まຬ度（アンケートճ答）

水道施設見学者割合

水道事業にる情報のఏ供度

アンケート情報収ू割合

ҿ用率*

૯電力使用ྔ

૯ೋࢎ化ૉ	$02
ഉ出ྔ	平成20年度ൺ


自ݾ水ྔ1N3たり電力消අྔ

༗収率

給水ݪ価*

営業収ࢧൺ率*

給水収ӹに対する企業࠴高の割合

職員1ਓたり༗収水ྔ

職員1ਓたり給水収ӹ

給水収ӹに対する職員給༩අの割合

職員֨ࢿ取ಘ度

内部ݚम時間

％

件
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％
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ˣ
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0.0

0.0

0.45

95.8

94.7

6.9

70.1

31.2

35.7

11.1

90.3

78.9

42.4

18.7

8.7

37.7

0.91

6.1

41.6

91.2

9.8

2.1

6.06

52.8

10545

˚21.7

0.71

95.9

140.9

110.4

187.1

381327

57634

17.4

1.97

9.0

0.0

0.0

0.40

100.0

90.0

6.5

70.0

40.0

40.0

13.0

90.0

71.1

44.7

18.4

10.3

37.0

1.12

5.0

41.6

90.0

12.5

2.1

7.00

68.0

12900

˚9.0

0.78

96.0

149.7

100.0

235.9

415260

56500

22.5

1.8

7.8

˞༏Ґ ɿੑʮˢʯ͕͕ํ͍ߴ·͍͠合ɺʮˣʯ͕͍ํ͕·͍͠合Λද͍ͯ͠·͢ɻ

　年ྸ

　ਫಓਫ҆৺ͯ͠ར༻Ͱ͖·͔͢

 水道事業の健全な経営を指し、市ຽઢでの水道事業をり、ʮすいすいϏδϣϯ
2029ʯࡦ定のࢿૅج料としてޙࠓの事業経営に׆用するためʮਧా市水道事業にؔする
市ຽアϯέーτʯを࣮施しました。

̎ɹすいすいビジョン2020ʹ͓͚Δ管理指標ͱ
ɹɹฏ30·Ͱͷਐঢ়گ

̏ɹਧాࢢਫಓۀࣄʹؔすΔࢢຽΞンέʔτௐࠪ݁Ռ
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70歳が19�7％と࠷もଟく、年が
下がるにͭれてݮ少しているものの、30
歳から70歳までではେ͖なࠩはあ
りまͤΜでしたが、20歳以下の回者
数は少なくなっています。

（１）࣮ گঢ়ࢪ

ア　ௐࠪ期間

（̎）ௐࠪ݁Ռ

ア　回者

水道水の҆全性にͭいて
は、ʮ҆৺している（�3�3％）ʯ
とʮどͪらかといえば҆৺し
ている（3��0％）ʯを合わͤ、
88�3％のํから҆৺してར
用しているとの回をいたͩ

ま͖した。
平成20年度（2008年度）

࣮施のアϯέーτ݁Ռと比
較すると、ʮ҆৺しているʯと
の回はલ回の44�1％をେ

く͖上回りました。
Ұํ、水道水にෆ҆をײじているํの数以上が、ड水૧の管理や浄水ॴや水道管などの水道施設の҆全

性を͛ڍています。ͦ の΄か、水ݯの水質へのෆ҆や水質にؔするใのෆとの回がଟくなっています。

イ　水道水の҆全性にͭいて

平成29年（2017年）12月22日ʙ平成30年（2018年）1月22日
イ　ௐࠪ対 市内ॅࡏの18歳以上8�歳ະຬのํ2000人（ແ࡞ҝநग़）
　回者数 872人
Τ　回収率 43��％

ະຬ�1.6％ແ回�0.6％ࡀ19
ࡀʙ29ࡀ20
8.6�

Ҏ্ࡀ80
5.5�

ࡀʙ39ࡀ30
13.1�

ࡀʙ49ࡀ40
15.9�

ࡀʙ59ࡀ50
16.2�

ࡀʙ69ࡀ60
18.8�

ࡀʙ79ࡀ70
19.7�

0 20 40 60 80 100％10 30 50 70 90

1.҆৺
ʢ53.3％ʣ

2.ͲͪΒ͔ͱい͑҆৺
ʢ35.0％ʣ

3.ෆ ʢ̓9.9％ʣ
4.ෆ ʢ̓1.1％ʣ

5.ແ回ʢ0.7％ʣ
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　ਫಓࢪઃͷ老朽化ʹ͍ͭͯͲͷΑ͏ʹ͡ײΒΕ͍ͯ·͔͢

　ਫಓࢪઃͷ耐震化ͷॏཁੑʹ͍͓ͭͯฉ͖͠·͢

　ਫಓਫʮෆ҆ʯʮෆ҆ʯͷཧ༝（ෳճɺ༗ޮճɿ�6）

　ਫಓۀࣄͷಛͰ͍ͬͯΔ͜ͱԿͰ͢ （͔ෳճ）

　ਫಓʹؔͯ͠Γ͍ͨใԿͰ͢ （͔ෳճ）

̍ɽඅ用がかかっても、更新・耐震化を優先して進めるき

̎ɽ更新・耐震化のためなら、少しくらいඅ用がかかることは方がない

̏ɽ更新・耐震化がれても、අ用をできるだけえて進めるき

̐ɽඅ用がかかるなら更新・耐震化のඞ要はない

̑ɽそのଞ

̒ɽແճ答

24.1�

64.8�

8.8�

0.1�

1.7�

0.5�

現ࡏ、水道施設の更新にあΘせて耐震化するなどޮ率的な施設整備を推進していますが、
工事にはଟֹのඅ用がඞ要となります。そのことについてどのようにࢥいますか。

割ɹ合

ςϨϏや৽ฉなどでもใ
道されている水道施設の
Խにͭいて、88�9％のํがٺ
ҙࣝを持っているとの回
がಘられました。

ಉ༷にԽにͭいても、
ʮ非常にॏ要であるʯ、ʮॏ要
であるʯを合わ るͤと98�1％
となり、́ とΜどのํが
Խのॏ要性をײじているとの
݁Ռになりました。

水道施設のߋ৽、Խ
にଟֹの費用が必要になるこ
とにͭいて、ʮߋ৽・Խの
ためなら、少しくらい費用がか
かることはํがないʯが
�4�8％と࠷もଟく、ʮ費用が
かかっても、ߋ৽・Խを
༏ઌしてਐめる͖ʯを合わ

るͤと88�9％となりました。

　水道施設のٺԽ・Խにͭいて

本市の水道事業のಛにͭいて、２か月͝ とに水道料金と下水道用料を収していることや、市ொଜ͝とに水道料
金がҧ͏ ことをっているとの回がଟいҰํ、ج本的に水道料金収入ͩけで経営していることや水道水の用ྔが
̕、にあること少ݮ かॴのࡂ時給水ڌを設置していることをっているとの回は1割程度にとどまりました。

水道にؔしてりたいใとして࠷もଟかったのはʮ水道水の҆全性（72��％）ʯで、次いでʮࡂ対ࡦへの
औ組（�4�7％）ʯ、ʮ࿙水などࠔったと͖の対応（49�3％）ʯとの݁Ռでした。

Τ　ใ・̥ ̧にͭいて

0 10 20 30 40 50 60％

34.4％1.水ݯの水࣭ʹෆ҆Λͯ͡ײいΔ͔Β

33.3％2.水࣭ʹؔ͢ΔใがෆしͯいΔ͔Β

52.1％3.ड水૧のཧがे͔Ͳ͏͔Θ͔Βͳい͔Β

15.6％4.ড়水ث市ൢのϖοτϘτϧ水がചΕͯいΔ͔Β

51.0％5.水ಓࢪઃʢড়水ॴ水ಓͳͲʣが҆શ͔Ͳ͏͔Θ͔Βͳい͔Β

10.4％6.ͦ のଞ

0 20 40 60 80 100％

3.͋まΓॏཁͰͳいʢ1.3％ʣ

0 20 40 60 80 100％

ୈ
̏
ষ

　͜
Ε
·
Ͱ
ͷ
औ

ͱ
ධ
Ձ

ୈ
̏
ষ

　͜
Ε
·
Ͱ
ͷ
औ

ͱ
ධ
Ձ

49.9�

66.1�

15.7�

18.2�

8.0�

51.6�

9.3�

11.7�

16.9�

0.7�

76.1�

ଇɺ市ொଜが経Ӧ͢Δ͜ͱʹͳͬͯݪ.1 いΔ

3.市ொଜ͝ͱʹ水ಓ料金がҧ ʢ͏料金のܾఆʹ市ٞձͰのܾٞがඞཁʣ

Θͣ水ಓ料金収ೖのΈͰ経ӦしͯいΔ本తʹ੫金Λج.2

4.େنʹඋ͑ͨ水ಓࢪઃのԽΛਐΊͯいΔ

が͋Δڌඞͣ水が͋Δॴͱしͯɺ市ʹ9͔ॴの給水ʹ࣌ࡂ.5

6.水ಓࢪઃのٺԽがਐΜͰいΔ

7.水ಓ水の༻ྔが年ʑͯͬݮ ͖ͯいΔ

9.料金支いΛ࠲ޱৼସʹ͢Δͱ1回͋ͨΓ100ԁのׂҾが͋Δ

10.֤ Ͱ͋Δ࢈ࡒΈʢ給水ʣɺ水ಓར༻ऀのॴ༗ࠐのҾ͖ށ

11.ͦ のଞ

8.水ಓ料金ɺԼ水ಓ༻料ͱ͋Θ͔݄ͤͯ̎͝ͱʹ支ͬͯ いΔ

0 10 20 30 40 50 60 70 80�

0 10 20 30 40 50 60 70 80�

72.5�

36.8�

54.7�

49.3�

21.0�

4.0�

17.4�

1.1�

1.水ಓ水の҆શੑ

2.水ಓ料金のし͘Έ

のऔࡦ対ࡂ.3

4.࿙水ͳͲͨͬࠔͱ͖の対Ԡ

5.水ಓࣄ業の経Ӧঢ়گ

6.Πϕϯτの։࠵ใ

のऔࡦ対ڥ.7

8.ͦ のଞ

5.ແ回ʢ0.3％ʣ

4.ॏཁͰͳいʢ0.2％ʣ

6.ແ回ʢ1.4％ʣ
5.Βͳいɺؔ ৺がͳいʢ6.4％ʣ

4.શ͘ͱࢥΘͳいʢ0.2％ʣ
3.͋まΓͱࢥΘͳいʢ3.1％ʣ

1.େ͖ͳͱࢥ ʢ͏46.7％ʣ 2.ͱࢥ ʢ͏42.2％ʣ

1.ඇ常ʹॏཁͰ͋Δʢ65.1％ʣ 2.ॏཁͰ͋Δ
ʢ33.0％ʣ
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ɹ͢いͲ͏ʹΎʔ͢Λ
ɹɹ͝ཡʹͳͬͨ͜ͱが͋Γま͔͢

ɹ水ಓ෦のϗʔϜϖʔδΛ
ɹɹ͝ཡʹͳͬͨ͜ͱが͋Γま͔͢

ɹ本市の水ಓࣄ業ʹͭいͯͲのΑ͏ʹͯ͡ײいま͔͢

図�－�　څਫਓޱͱਫधཁͷকདྷ༧ଌ

本市では、ใࢽ（すいど͏にΎーす*）やϗーϜϖーδで水道にؔするใఏڙを行っていることにͭいて、
をʮಡΜͩことがあるʯとの回は4���％にཹまり、ϗーϜϖーδでは΄とΜどのํが（すいど͏にΎーす）ࢽใ

ʮ見たことがないʯとの回でした。
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本市の水道事業にͭいてʮຬし
ている（19��％）ʯとʮどͪらかとい
えばຬしている（�9�4％）ʯを合わ

るͤと89�0％となり、Կらかのෆຬ
をײじているとの回は��0％にཹ
まりました。

গݮͱਫधཁのޱਫਓڅ（１）

（̏）·ͱΊ

ར用いたͩいていることがޚ回のアϯέーτでは、9割ۙい市ຽのΈなさΜがおおΉͶ҆৺して水道水をࠓ
໌らかになるҰํ、1割程度のํは、ड水૧の管理や水道施設、水道管の҆全性などにෆ҆をײじていることがわか
りました。

水道施設のߋ৽やԽにͭいては、ଟくのํが必要性をײじており、ʮある程度費用をかけてでもߋ৽や
Խをਐめる͖ʯとの回でした。Ұํでʮ必要性や費用対効Ռなどをॆ ݕ౼した͏ えでਐめる͖ʯやʮ水道
料金への影響はで る͖ͩ け少なくして し́いʯなど経営力をٻめるҙ見もありました。

やϗーϜϖーδを見たことがあるํはະͩࢽใ、ଓした水道事業経営には市ຽ理ղが必要ෆՄܽですがܧ
少なく、ใ・̥ ̧がेとはݴえまͤ Μ。

ࣗ༝ҙ見のதには、ʮࠓ回のアϯέーτが水道事業にͭいてߟえる͖ っかけとなったʯ、ʮこれまでແؔ৺であった
ことをলしたʯなどのҙ見が数ଟく見डけられました。

Φ　本市の水道事業にͭいて

3�ແ回�2.8％

1.ಡΜͩ͜ͱが
͋Δ
46.6�

2.ಡΜͩ͜ͱ
ͳい
50.6�

ͱが͋Δͨ͜ݟ.1
6.0％

3.ແ回�3.1％

ͱͳいͨ͜ݟ.2
90.9�

5.ແ回�6.0％4.ෆຬͰ͋Δ�0.6％

3.ͲͪΒ͔ͱい͑
ෆຬͰ͋Δ

4.4％

2.ͲͪΒ͔ͱい͑
ຬしͯいΔ
69.4�

1.ຬしͯいΔ
19.6�

日本の総人ޱは平成20年（2008年）をϐーΫにݮ少にసじましたが、本市の給水人ޱはґવとしてඍ増に
あります。

給水人ޱがඍ増をଓけるҰํで、水ध要（༗収水ྔ）は平成3年（1991年）をϐーΫに年間0���程度のݮ少
など用者*の下水ར用ઐ用水道*へのసޱ用Խやେ等によるҰの少ྔٴのීثػにあります。અ水
により、水ध要はޙࠓもݮ少することが見ࠐまれます。

কདྷ的には本市においても人ޱはݮ少にసじると見ࠐまれ、水ध要のݮ少にഥंがかかることが༧ଌされます。
また、健全な水॥やࡂ対ࡦの؍から、અ水や下水ར用によるࣗՈ用の水道֬อの流れはਐΉものと
。動にऔり組Έます׆ൃܒでઅ水のࢹをकるڥٿえられます。ʮެʯである水道事業者として、これからもߟ
　Ұํで、経営໘に༩える影響がখさくないことから、અ水ࣾܕձに;さわしい料金体ܥ・制度をݕ౼するとともに、
市ຽ理ղがಘられるよ͏ にめる必要があります。

（̎）ਫಓྉۚऩೖのݮগ

平成27年度（201�年度）まで、水ध要のݮ少にい、水道料金収入もݮりଓけるݫしい経営ڥにあったこと
から、平成28年度（201�年度）には施設整備費の֬ݯࡒอを的として、料金改定を࣮施しました。ซͤて、料金
体ܥを用్別料金からܘޱ別料金にมߋするとともに、料金収入にめるج本料金*の割合を増加さͤచ増度*を
؇するなど、ੜ׆者のܹٸなෛ୲の増加にならないよ͏ にྀしͭ ͭ収益ݮ少へのҰ定の対ࡦを行いました。

しかしながら、ޙࠓも水ध要のݮ少と少ྔ用ԽがҰਐΈ、ݪՁを下回る料金でのڙ給が増加するものとߟえ
られることから、水ध要に応じた料金水準の適ਖ਼Խをਤっていく必要があります。

̍ɹ֎෦ڥ

ୈ̐ষɹਫಓۀࣄΛऔΓר ঢ়͘گͱকདྷͷڥۀࣄɾ՝
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（１）ਫಓࢪઃのٺԽ・Խ

（̏）ٿԹஆԽ

ٿԹஆԽに͏ҟ常ؾなどがසൃしているதでは、ڥٿへのෛՙݮはੈքڞ通の՝です。ి 力を
େྔにফ費する水道事業においては、ಛにૹ水ա程のϙϯプ類にଟくのి力が必要ですが、これまでܗを
かしたࣗ׆ વ流下による水に切りସえることによりফ費ి力ྔのݮ等にऔり組Μで ま͖した。ޙࠓもࣗ વ流下での
水をਪਐするとともに再ੜՄ能ΤωルΪー*の׆用等の৽たなऔ組をਐめていくことがٻめられます。

ܞҬ࿈（４）

େࡕでは、持ଓՄ能な水道の࣮ݱのため、平成24年（2012年）3月にࡦ定したʮେࡕ水道整備ج本構想
（おおさか水道Ϗδϣϯ）ʯにおいて、কདྷ的なҬ水道事業の౷合にけたϩーυϚοプをࣔし、ஈ֊的にʮҬҰ
水道ʯを指すこととしています。

େࡕ市を除く内42市ொଜで構成されるେࡕҬ水道企業団でも、ҬԽ*のऔ組がਐΈ、平成29年（2017年）
4月に࢛ᑍ市、ଠࢠொ、ઍૣࡕଜが、平成31年（2019年）4月にઘೆ市、ࡕೆ市など�市ொがಉ企業団と事業౷合
しました。また、ྩ �年度（2024年度）には能ொが事業౷合することがܾ定している΄か、৽たに4市ொの౷合に
。けたऔ組が加していますしており、ҬҰ水道にٞڠけて

平成30年（2018年）12月にެされた改ਖ਼水道๏では、ج൫ڧԽのためのҬԽにͭいてࣔ されており、େࡕ
ではҬҰ水道にけた水道のありํ にͭいてௐ もۙྡ市との行۠Ҭにଊわれޙࠓ。まっています࢝がڀݚࠪ・
ない施設のڞಉར用など、市ຽにとってϝϦοτのあるߋなるҬ࿈ܞのਪਐが必要となります。

�ܞຽ࿈（̑）

水道事業をऔりרくݫしい状況から、ղܾࡦのҰ とͭしてຽ間׆力のಋ入がされています。ࠓൠの改ਖ਼水道๏
では、水道事業においてもίϯηογϣϯํࣜのಋ入がબࢶのҰ とͭすることがで る͖よ͏ になりました。

をਐめる౼ݕにߋ、力のಋ入による効率的な業務ࣥ行にͭいて׆は、ʮެʯとしての任をՌたしながら、ຽ間ޙࠓ
必要があります。

本市では日本ॳのχϡーλϯ։ൃが行われ、以ޙ�0年が
経աし、時建設された水道施設のଟくがٺԽしており、Ұ੪に
のϦεΫがނԽした施設は࿙水等の事ٺ৽時期をܴえています。ߋ
高まることから、計画的にߋ৽していくことが必要です。

ۙ年ଟൃするや෩水などࣗવࡂへの対、ࡦ用ి力ྔの
ݮなどのڥ対ࡦ、経営効率ԽにけたҬ࿈ܞや施設のμϯ
αイδϯグ*ٴͼ࠷適置など、কདྷにわたって持ଓՄ能かͭڧਟな
水道施設がٻめられます。

このよ͏ な施設ߋ৽期を、次ੈの水道γεςϜを再構築するػと
ଊえ、平成2�年（2013年）3月におおΉͶ40年ઌのকདྷ૾をඳいた

ʮϚελープϥϯʯを࡞成しました。
このプϥϯに͖ͮج、কདྷにわたって҆全な水道水を҆定的にڙ給で る͖よ͏ に、কདྷ՝に対応した効率的ŋ

効Ռ的な施設整備が必要です。
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Ϛελʔϓϥϯの
ํ͑ߟຊͱͳΔج

① などに対するࡂ力のڧԽ
② 給水αーϏεの質的上
อ全にͭな͛るڥ ③
　 ΤωルΪーԽ*のਪਐ
ٻのܞҬԽを見ਾえたҬ࿈ ④

性ํ

˔ ෳ数水ݯ*（下水）を֬อする
˔ ઘ浄水ॴのൈ本的ߋ৽はཹอする
˔ ࣗવ流下による水への切ସえを
　 ਪਐする
˔ 部ڌは࿇間水ۙ、
　 ೆ部ڌは片山浄水ॴとする
˔ ଞ事業体と施設をڞಉ用し、
じΜなωοτϫーΫを構築するڧ 　
˔ よりۙなࡂ時の給水ॴを
　 整備する

༗
ऩ
ਫ
ྔ

୯Ձ͕ߴい
େޱ༻のݮগ

୯Ձ͕安い
খޱ༻の૿Ճ
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ࣸਅ�－��େࡕ෦震Ͱͷ管路ͷඃ状況
� ïฏ��年（2���年）
� ਫಓٕज़管ཧऀݚमࢿྉΑΓ）

図�－�　৬һɾਓ݅අɾҕୗྉͷਪҠ
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ະདྷʹͭͳ͙ࢢ�ຽͱҭΉ
৴པの͍ͨ͢ਫಓ

҆�全 ʙ҆全Ͱ҆৺Ͱ͖Δਫಓਫのڅڙʙ
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�ଓ࣋

�Ҭ

ʙ͘ڧʹࡂɺ̓ ఆͯ͠ Ͱ͖Δڅڙ
ɹɹਫಓࢪઃ・体制のߏஙʙ

ʙকདྷʹΘͨΓ࣋ଓՄͳ
ɹɹਫಓۀࣄの経営ʙ

ʙਧాΒ͠͞ Λ͔ͨ͠׆
ɹɹࢢຽʹۙͳਫಓۀࣄのӡ営ʙ
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ࡦରࡂ（̎）

ۙ年、େ規模やେӍなどのࣗવࡂによって水道施設の҆全をڴかすػةがࡏݦԽしています。水道は市ຽ
ੜ׆や࢈業׆動にܽかすことので͖ないۃめてॏ
要なイϯϑϥであることから、ඃを࠷খݶにཹめ
ਝな෮چがՄ能となるよ͏ に、非常時のόοΫ
アοプ*の֬อをؚめ、ߋ৽をػܖに水道施設のڧ
ਟԽをਤることが必要です。

ͦのためには、Խなどϋーυ໘の対ͩࡦけで
なく、ϦεΫϚωδϝϯτ*によるϚχϡアルの整備や
ਟԽをਐめڧ࿅の࣮施などιϑτ໘においても܇
る必要があります。

（̏）ٕ ज़・ٕのܧঝ

平成�年度（1994年度）の職員数は19�໊でしたが、ຽ࿈ܞのਪਐ（ҕୗԽ）など、業務の効率Խをਤることで
職員をݮして͖ ました。しかし、施設ߋ৽のϐーΫをܴえͭ ͭあるதで業務ྔの増加に対応するため、平成30年度

（2018年度）時では121໊ となっています。
時でも҆定給水を維持するために必要な人員体制をࡂ、は、Ҿ͖ଓ͖効率的な事業経営をਤりながらޙࠓ

見ਾえて、Ҭの水道としての務をしっかりとՌたすことがग़དྷる体制の֬อにめます。

　ʮະདྷにͭな͙ 市ຽとҭΉ ৴པのすいた水道ʯとい͏ج本理೦を࣮ݱするために、
4ͭのج本ํをபとして施ࡦ・事業をਐめてい ま͖す。

˓水҆全計画のਪਐ ˓Ԗ給水管の対ࡦ
˓給水置の適ਖ਼管理

˓水ݯの֬อ
˓施設・管࿏のߋ৽、Խ
Խڧ管理体制のػة˓

˓経営ج൫のڧԽ ˓人ࡐҭ成・技術のܧঝ
にྀした事業のਪਐڥ˓

˓ར用者へのαーϏεのॆ࣮
˓市ຽへのใ・ௌのॆ࣮　
˓ϑϡーνϟー・σβイϯ*のऔ組
˓市ຽとのύーτφーγοプのਪਐ
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ؔ࿈する4%(Tの標

ʮすての人々 の水とӴੜのར用Մ能性と持ଓՄ能な管理を֬อするʯ

ʮแઁ的で҆全かͭᯰڧϨδϦΤϯτで持ଓՄ能な市ٴͼ人間ॅډを࣮ݱするʯ

ʮすての人々 の、̓ Ձかͭ৴པで る͖持ଓՄ能な
　ۙ的ΤωルΪーへのアΫηεを֬อするʯ

標�

標11

標7

ୈ
̒
ষ

ࢪ　
ࡦ
ͱ
ਪ
ਐ
す
Δ
ࣄ
ۀ

ਧా市水道事業の๊える՝を౿まえ、hະདྷにͭな͙ 市ຽとҭΉ ৴པのすいた水道 をɦ
、͛ܝをࡦ本ํの下に11の施جਟʯ、ʮ持ଓʯ、ʮҬʯの4ͭのڧするために、ʮ҆全ʯ、ʮݱ࣮
31の事業をਪਐしてい ま͖す。

また、持ଓՄ能なࣾձを指して、4%(T*（4VTUBJOBCMF %FWFMPQNFOU (PBMT）に
ؔわる標のୡ成をਤる必要があるため、֤ 施ࡦにͭながりのਂい4%(Tの標をซͤて
。事業ਪਐにめます͛ܝ

̍ɹࡦࢪମܥ

ୈ̒ষɹࡦࢪͱਪਐすΔۀࣄ

$0L6./

͓ ͠ ͑ て

すいすい͘Μʂ

すいすい
トリビア ຊの水ಓは༏ੜ

●日本は水道水をそのままҿΊるগͳいࠃであり、ಉ͡Α͏に水道が
　උされ、そのままҿΊるࠃは��かࠃఔしかͳいとݴわれています。
　日本の水道はੈքのτοϓϥϯφʔとして、これからൃలしଓ͚ます。

すいすい
トリビア Ԙૉは水ಓ水の͓कΓ

●水道水にはԘૉがؚまれています。ޮەࡴՌがあるԘૉをೖれることで
　҆શͳ水を送ることがで͖ます。
●Ԙૉはؒ࣌がͭܦとൈ͚てしま͏ので、ऄ口からの水はؒ࣌をஔかͣに使って͘ ͩさい。
ີ、Έஔ͖する合はټͳどで、水道水を࣌ࡂ● ดした༰ثାにೖれ、ࣹ日ޫをආ͚て
　ྋしい所でอし、̎ ʙ�日Ҏに͝使༻ͩ͘さい。

すいすい
トリビア すいたʹ(-1͕ੜ·Εた

!

!

!



●すいた市はฏ��（����）�݄��日にで�൪に
　水道(-1を取ಘしました。ࡏݱ、�ମのதでۀࣄ���
　水道(-1を取ಘしているۀࣄମはۀࣄ��ମです。

塩素

塩素

͔ͩΒ安৺「水道水」

͜Ε͔Βもɺ安全な水道水Λおಧ͚͢ΔたΊの取組Λ進Ί· ʂ͢

ΈΜͳのՈʹಧ͚ͯいΔ水ಓ水୭が
҆৺しͯ͑ΔΑ͏ʹࠃがఆΊͨݫしい
४ΛΫϦΞしͯૹͬͯいΔ͔Β҆શجࠪݕ
ͳΜͩΑʂ

͢いͨ市の৬һがɺ水͔ݯΒΈΜͳのՈʹ
ಧ͘まͰʹɺ๏ͰఆΊΒΕͯいΔ51߲の
΄͔ɺফಟޮՌɺ༗ͳԽֶ࣭ەࡉが
ͳい͔ͳͲɺ͢ ͯΛ߹ΘͤΔͱ130߲
の水࣭ࠪݕΛしͯいΔΜͩɻɹɹɹɹɹ

ਓがɺੜ͢׆Δ͏͑ͰɺҰੜҿΈଓ͚݈ͯ
४値ΛܾΊͯいجʹがग़ͳいΑ͏ڹӨʹ߁
ΔΜͩʂ

͢いͨ市Ͱɺ平成19年 ʮʹ水ಓ(-1ʯΛ
औಘしͨ͜ͱͰɺ水࣭ࠪݕが高い水४ʹ
͋Δͱอূ͞ΕͯいΔΜͩʂ

+88"�(-1�3�
水道�(-1�ೝ定

はʙいʂ

水ಓ水の҆શͬͯ ͲΜͳ෩ʹ
कΒΕͯΔのʁ

ͦのݫしいجࠪݕ४ͬͯͲ͏ܾͬͯΊͯ
Δのʁ

ͨ͘͞ΜのࠪݕΛしͯ͢いͨの水ಓ水Λ
कͬͯいΔΜͩͶʂ
ΈΜͳʹ͋ͯ͑ڭʙ͛Αͬͱʂ

͔ͩΒ҆৺ͳΜͩͶɻ
Ͱɺ୭がͲΜͳࠪݕΛしͯいΔのʁ

�� �1

��ҿΈਫͱ͠ ͯͷ҆શΛकΔ

�̍;ͨͭͷਫݯΛकΓॆ࣮Λ

̎�ยࢁড়ਫॴΛத৺ͱ͠ ͨඋΛਐΊΔ

�̏ড়ਫॴɾਫͷඋͱཧͷ্Λ

�̐ਫಓͷඋͱཧͷ্Λ

ମ੍Λங͍͘ڧʹࡂ̑�

ਓʹศརͰշదͳαʔϏεΛ͏̍�

Δ͑ߟຽͱ͍ͬ͠ΐʹਫಓΛࢢ�̎

ӦͷΛங͘ܦͳݻڧ̍�

̎�ਓΛҭͯɺ͍ڧ৫Λங͘

�̏ΈΜͳͷڥٿΛकΔ

（１）高水準な浄水ॲ理の維持・上
（２）Ԗ給水管の対ࡦ
（̏）݁給水のਪਐ、給水置ٴͼஷ水૧水道の適ਖ਼管理

にྀした事業のਪਐڥ（１）

管࿏の整備װج（１）
（２）水支管の整備
（̏）管࿏の維持管理のॆ࣮

（１）料金に係るαーϏεのॆ࣮

（２）給水置の維持管理に係るαーϏεのॆ࣮

（̏）水道水質に係るαーϏεのॆ࣮

（１）下水ݯのॆ࣮
（２）ཎ表流水の維持

（１）片山浄水ॴ水ॲ理施設のߋ৽
（２）片山浄水ॴの内整備
（̏）片山浄水ॴ・ઘ浄水ॴ࿈བྷ管の整備
（̐）ೆ ઍཬذ・片山浄水ॴૹ水管の整備

（１）浄水施設のߋ৽・Խ
（２）浄水施設の維持・管理

（１）計画・Ϛχϡアルのॆ࣮
（２）応ٸ給水・෮چ体制のॆ࣮

（１）人ࡐҭ成と技術のܧঝ
（２）組織ฤ成の࠷適Խ

（１）計画のਪਐ
อのऔ組֬ݯࡒ（２）
による効率的な事業࣮施ܞҬ࿈（̏）
（̐）効率的な業務ࣥ行
（̑）技術理の上

（１）ଟ༷なखஈによるใのॆ࣮

（２）市ຽࢀ画のਪਐによるௌのॆ࣮

（̏）ϑϡーνϟー・σβイϯのऔ組

（̐）市ຽとのύーτφーγοプのਪਐ
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「すいすいビジョン2029」جຊํɾࡦࢪɾۀࣄ
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҆�全

�ਟڧ

�ଓ࣋

�Ҭ

҆全Ͱ҆৺Ͱ͖Δ
ਫಓਫのڅڙ

ᶗ

本ํج 施　ࡦ 事　業ج本理೦

ɺ̓͘ڧʹࡂ ఆͯ͠ Ͱ͖Δڅڙ
ਫಓࢪઃ・体制のߏஙᶘ

কདྷʹΘͨΓ࣋ଓՄͳ
ਫಓۀࣄの経営ᶙ

ਧాΒ͠ ͞Λ͔ͨ͠׆
のӡ営ᶚۀࣄຽʹۙͳਫಓࢢ
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ؔ࿈する4%(Tの標

ʮすての人々 の水とӴੜのར用Մ能性と持ଓՄ能な管理を֬อするʯ

ʮแઁ的で҆全かͭᯰڧϨδϦΤϯτで持ଓՄ能な市ٴͼ人間ॅډを࣮ݱするʯ

ʮすての人々 の、̓ Ձかͭ৴པで る͖持ଓՄ能な
　ۙ的ΤωルΪーへのアΫηεを֬อするʯ
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ਧా市水道事業の๊える՝を౿まえ、hະདྷにͭな͙ 市ຽとҭΉ ৴པのすいた水道 をɦ
、͛ܝをࡦ本ํの下に11の施جਟʯ、ʮ持ଓʯ、ʮҬʯの4ͭのڧするために、ʮ҆全ʯ、ʮݱ࣮
31の事業をਪਐしてい ま͖す。

また、持ଓՄ能なࣾձを指して、4%(T*（4VTUBJOBCMF %FWFMPQNFOU (PBMT）に
ؔわる標のୡ成をਤる必要があるため、֤ 施ࡦにͭながりのਂい4%(Tの標をซͤて
。事業ਪਐにめます͛ܝ

̍ɹࡦࢪମܥ

ୈ̒ষɹࡦࢪͱਪਐすΔۀࣄ

$0L6./$0L6./

͓ ͠ ͑ て

すいすい͘Μʂ

すいすい
トリビア ຊの水ಓは༏ੜ

●日本は水道水をそのままҿΊるগͳいࠃであり、ಉ͡Α͏に水道が
　උされ、そのままҿΊるࠃは��かࠃఔしかͳいとݴわれています。
　日本の水道はੈքのτοϓϥϯφʔとして、これからൃలしଓ͚ます。

すいすい
トリビア Ԙૉは水ಓ水の͓कΓ

●水道水にはԘૉがؚまれています。ޮەࡴՌがあるԘૉをೖれることで
　҆શͳ水を送ることがで͖ます。
●Ԙૉはؒ࣌がͭܦとൈ͚てしま͏ので、ऄ口からの水はؒ࣌をஔかͣに使って͘ ͩさい。
ີ、Έஔ͖する合はټͳどで、水道水を࣌ࡂ● ดした༰ثାにೖれ、ࣹ日ޫをආ͚て
　ྋしい所でอし、̎ ʙ�日Ҏに͝使༻ͩ͘さい。

すいすい
トリビア すいたʹ(-1͕ੜ·Εた

!

!

!



●すいた市はฏ��（����）�݄��日にで�൪に
　水道(-1を取ಘしました。ࡏݱ、�ମのதでۀࣄ���
　水道(-1を取ಘしているۀࣄମはۀࣄ��ମです。

すいたʹ(-1͕ੜ·Εた

すいた市はฏ��（����）�݄��日にで�൪に
水道(-1を取ಘしました。ࡏݱ、�ମのதでۀࣄ���

塩素

塩素

͔ͩΒ安৺「水道水」

͜Ε͔Βもɺ安全な水道水Λおಧ͚͢ΔたΊの取組Λ進Ί· ʂ͢

ΈΜͳのՈʹಧ͚ͯいΔ水ಓ水୭が
҆৺しͯ͑ΔΑ͏ʹࠃがఆΊͨݫしい
४ΛΫϦΞしͯૹͬͯいΔ͔Β҆શجࠪݕ
ͳΜͩΑʂ

͢いͨ市の৬һがɺ水͔ݯΒΈΜͳのՈʹ
ಧ͘まͰʹɺ๏ͰఆΊΒΕͯいΔ51߲の
΄͔ɺফಟޮՌɺ༗ͳԽֶ࣭ەࡉが
ͳい͔ͳͲɺ͢ ͯΛ߹ΘͤΔͱ130߲
の水࣭ࠪݕΛしͯいΔΜͩɻɹɹɹɹɹ

ਓがɺੜ͢׆Δ͏͑ͰɺҰੜҿΈଓ͚݈ͯ
४値ΛܾΊͯいجʹがग़ͳいΑ͏ڹӨʹ߁
ΔΜͩʂ

͢いͨ市Ͱɺ平成19年 ʮʹ水ಓ(-1ʯΛ
औಘしͨ͜ͱͰɺ水࣭ࠪݕが高い水४ʹ

+88"�(-1�3�
水道�(-1�ೝ定

はʙいʂ

水ಓ水の҆શͬͯ ͲΜͳ෩ʹ
कΒΕͯΔのʁ

ͦのݫしいجࠪݕ४ͬͯͲ͏ܾͬͯΊͯ
Δのʁ

ͨ͘͞ΜのࠪݕΛしͯ͢いͨの水ಓ水Λ
कͬͯいΔΜͩͶʂ
ΈΜͳʹ͋ͯ͑ڭʙ͛Αͬͱʂ

͔ͩΒ҆৺ͳΜͩͶɻ
Ͱɺ୭がͲΜͳࠪݕΛしͯいΔのʁ
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市ຽੜ׆を支え、໋ をकる水道は、常に҆全であることがٻめられます。
ながら、これまでもཎの水質ѱԽに対して、いͪૣく高度浄水͖ͮج準にجしい水質ݫ

ॲ理をಋ入するなど時々の՝にਝに対応して͖ました。これからも高い҆全性をい
からग़る水を҆৺してҿめるจԽをकりଓけていޱめ、じΌٻ ま͖す。 ਧా市水҆全計画に͖ͮج水ݯからじΌޱにࢸるまでの

水質管理をపఈし、̓ 全な水道水のڙ給を行 と͏ともに、
水質管理の維持上にめ、ͦ の݁Ռをかりやすく水道
用者にえてい ま͖す。また、水質ࠪݕの৴པ性の֬อ
のため、水道(-1のߋ৽やೝ定維持を行い、水質ࠪݕ体
制のॆ࣮をਤります。さらに、ݪ水の水質มԽに応じた浄水
ॲ理ٴͼ৽たな浄水ॲ理技術のௐ 。をਐめますڀݚࠪ・

（ߴ�） ਫ४ͳড়ਫॲཧのҡ্・࣋

ਫ࣭ݧࢼ

҆全な水道水のڙ給や࿙水ࢭを的に、Ԗ給水管
のҬ͝とでのղফ工事を計画的にਐめて͖ましたが、
ྩ2年度（2020年度）でऴ しྃ、残ଘしているԖ給水管
にͭいては、用者に対し再度、पをਤりながらղফに
めます。また、Ҿ͖ଓ͖水管のߋ৽工事や࿙水मસ工
事等にซͤてղফにऔり組Ήとともに、ࣗ らऔりସえを
࣮施される用者には、Ԗ給水管設ସ工事ॿ成制度
により工事に要する費用のҰ部をॿ成します。

（�）Ԗڅਫのରࡦ

Ԗڅਫ管

水道水を҆৺して͝用いたͩくために、Ҿ͖ଓ͖খ規模ஷ水૧水道*（༰ 1ྔ0̼3以下）のݕを࣮施し、
ॴ༗者等に対して適ਖ਼な管理にけた指ಋやॿݴ、ใఏڙを行 と͏ともに、݁給水のརを13し、
ஷ水૧水道からの切ସえをਪਐします。

また、指定給水置工事事業者のߋ৽制へのҠ行にい、工事を適ਖ਼に行͏ためのࢿ質の上や࣮体の
Ѳにめるとともに、ใൃ৴等のࡦをߨじることでτϥϒル等のࢭをਤり、̓ 全で৴པされる給水
置工事の֬อにめます。

（�）݁څਫのਪਐɺڅਫஔٴͼஷਫ૧ਫಓのదਖ਼ཧ

߲ɹɹ目

水質基४ෆద合率

水ݯ確ೝճ

鉛製給水管率

݁給水率

小規模貯水槽水道点検率

0.0％

28ճ

6.9％

70.1％

95.5％

0.0％

28ճ

1.4％

75.0％

97.0％

基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

管理指標

ਪਐすΔۀࣄ

2ɹࡦࢪɾਪਐすΔۀࣄͷ֓ཁ

��ࡦࢪ ҿΈਫͱͯ͠ͷ҆શΛकΔ
ຊํᶗɿ҆શج ҆શで҆৺で͖るਫಓਫのڅڙ

水ݯからじΌޱまでの水質管理の上を指して平成23年度（2011年度）にਧా市水҆全計画をࡦ定し、ӡ用
しています。

本市の水質管理は、水道(-1のऔಘにより高いࠪݕ能力がอূされています。水道๏に定められた水質ج準
�1߲を࢝めとする༷々なࠪݕを行い、̓ 全な水道水をܧଓ的にڙ給するための体制を維持しています。

平成24年（2012年）のརࠜ水ܥでの水質事ނのよ͏ に、ݪ水をڴかす事が全ࠃでൃੜし、ͦ のϝΧχζϜも
ෳࡶԽしています。本市ではଞの水道事業体とڠ力して、事ނٴࢭͼૣ期ൃ見のためのऔ組をਐめています。

残ଘするԖ給水管のղফにけて、Ҭ的な໘的整備事業を࣠に水管*設工事や࿙水मસ工事等に
ซͤたऔସえなどੵۃ的にऔり組Μでおり、残ଘ݅数は年々ݮ少しています。

の給水置の工事を行͏指定給水置工事事業者*数は年々増加しており、工事を適ਖ਼に行ށ֤ た͏めのࢿ質の
อ持や࣮体をѲしۤ・τϥϒルのࢭ等をਤるため、水道๏が改ਖ਼され指定給水置工事事業者のߋ৽制が
ಋ入されました。

本市では、全ての用者が҆৺して水道水をҿめるよ͏ 、水道๏の対となる༰ 1ྔ0N3を超えるஷ水૧に対して、
༗をਤっています。また、๏規制の対とならないڞして設置状況や管理状況などにؔするใのܞ部と࿈ڥ
༰ 1ྔ0N3以下のஷ水૧を設置して水道をར用している建のॴ༗者等に対して、ஷ水૧の適ਖ਼管理をಇ͖かける
とともに݁給水をਪਐするऔ組を行っています。

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

˔ ۙ年の水質事ނ事ྫや৽たな見をऔ入れたਧా市水҆全計画のߋなるॆ࣮が必要です。
˔ Ԗ給水管໘的整備事業のऴ （ྃྩ2年度）ޙ、残ଘしているԖ給水管に対するऔ組が必要です。
用者が҆৺して給水置工事事業者に工事をґཔで͖るよ͏ ˔ 、指定のߋ৽制を׆用した৽たなऔ組を
　 ਐめる必要があります。
˔ Ҿ͖ଓ͖ஷ水૧水道用者の҆全を֬อするऔり組Έをਐめるとともに、ஷ水૧水道と݁給水のಛを
　 ेえた え͏で、݁給水のਪਐをਤる必要があります。
˔ 市ຽのؔ৺が高い水道の҆全性にͭいて、で͖るͩけわかりやすくえる工が必要です。
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市ػ能を維持するためには、్ ઈえることのない水ڙ給が必ਢであり、̓ 定した水ݯの
֬อがٻめられます。またࡂ時にも、໋ をͭな͙ための水が్切れないよ͏ にすることが
必要です。̓ 定水ݯとしてのཎ表流水とともにෳ数水ݯとしての下水をこれからもकり
ॆ࣮さͤてい ま͖す。

本市は下水とཎ表流水を水ݯとしており、片山浄水ॴ、ઘ浄水ॴのࣗݾ水（下水ɿ11％、ཎ表流水ɿ
2�％）とେࡕҬ水道企業団などからのड水（ཎ表流水ɿ�4％）でڙ給しています。

このよ͏ に、ࣗ 水とґଘ水を合わݾ るͤと̕ 割ۙくのݪ水がཎ表流水であることから、をはじめ、水ݯ事ނ、
ఀి、ςϩ等༷々な༧期ͤ͵ةを想定する必要があり、ʮϚελープϥϯʯにࣔすとおり、ϦεΫのܰݮ・ࢄの
。した整備をਐめていますࢹとしての下水֬อをॏ要ݯからෳ数水؍

片山浄水ॴでは下水の増ڧをਤるため、構内2かॴにҪށを৽設し、片山浄水ॴ水ॲ理施設ߋ৽工事にซͤて
ಋ水管の整備を行い、ྩ 2年度（2020年度）のӡ用にけてਐめています。

。をਐめています౼ݕ用のऔಘにͭいてのށをॆ࣮さͤるためにҪݯに下水ߋ、ޙࠓ
Ұํ、ઘ浄水ॴの下水はҪށのٺԽによりऔ水能力の下がݦஶに表れています。
ཎ表流水は、औ水*からઘ浄水ॴにࢸるಋ水管までのҰ部をอ༗しているຽ間企業とڞಉར用し、ઘ浄水ॴ

で浄水ॲ理しています。また、ཎऔ水のෑのҰ部がେࡕ市市計画道࿏*の計画۠Ҭにؚまれており、ؔ 係
。とのௐ整を行っていますؔػ

本市の部Ҭにڙ給している、େࡕҬ水道企業団のઍཬװઢ*のෳઢԽ*ٴͼԽの整備が、ྩ 2年度
（2020年度）の成を指してਐめられています。

市Ҭೆ部のڌとなる片山浄水ॴでは、֎Ҫ
、をਤるとともにڧの増ݯを行い、下水の۷ށ
を֬อするために適切な維持管ݯଘの下水ط
理を行います。

ઘ浄水ॴにおいては、しΎΜͤͭ*や改ྑ工事
の࣮施など必要な維持อकにめます。

（�）Լਫݯのॆ࣮

ԼਫΛ͘Έ্͛ΔҪށ
（ઘড়ਫॴ　�߸Ҫށ）

҆定した給水を維持するために、本市の給水
ྔの�割をめる企業団水（ཎ表流水）を҆
定的に֬อします。ಉ時にઘ浄水ॴのݪ水の֬
อとして、水ར用ڐՄ*のߋ৽を行 と͏ともに、
ཎऔ水にͭいてؔ係ؔػとのௐ整・ٞڠを
ਐめます。

（�）ཎදྲྀਫのҡ࣋

औਫۙ
（େࢢࡕ౦ཎ۠ੁݪ）

߲ɹɹ目

地下水ݯ率 11.1％ 15.0％

基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

˔ 片山浄水ॴ水ॲ理施設ߋ৽工事を計画どおり成さͤるとともに৽たな֎Ҫށの用औಘのݕ౼と
。をਐめる必要があります۷ 　
˔ কདྷ的に本市のཎ水ݯは、εέールϝϦοτ*を׆かしେࡕҬ水道企業団からのड水に切りସえること

としており、େࡕҬ水道企業団との࿈ܞをڧԽする必要があります。また、ޙࠓのཎऔ水のํ性
　 にͭいてはؔ係ؔػとのௐ整が必要です。 管理指標

ਪਐすΔۀࣄ

��ࡦࢪ ;ͨͭͷਫݯΛकΓॆ࣮Λ
ਟڧຊํᶘɿج ɺ̓͘ڧにࡂ ఆ͠てڅڙで͖るਫಓࢪઃɾମ੍のߏங

すいすい
トリビア すいたの水はどこから来ているの？

●わたしたちが使っている水道水の水源は淀川と地下水です。
　淀川は桂川、宇治川及び木津川の三川が合流して大阪湾まで
　流れています。
●淀川の水量のほとんどは琵琶湖を水源とする宇治川から流れています。
●取水口はＪＲ西日本おおさか東線の鉄道橋である通称「赤川鉄橋」北
　（大阪市東淀川区菅原）の淀川右岸にあり、そこから泉浄水所へ送っています。

ཎ




Ӊ࣏

ඐഀބ

େࡕ

ܡ

ຕ方େڮ
ௗࣂେڮ

ฑڮ
ཎେԃ

取水

ྲྀ߹ࡾ

!
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標高�0NにҐ置する片山浄水ॴは、ྑ 質な下水を水ݯとし等のࣗવࡂに対して
҆全なཱにあることから、কདྷ的にはઘ浄水ॴのػ能を౷合していく計画です。

ೆ部Ҭのڌとして、また全市Ҭの水ӡ用*をίϯτϩールするத施設として、これ
からも片山浄水ॴをத৺とした整備をਐめてい ま͖す。

Ϛελープϥϯに͖ͮج、市Ҭೆ部のڌとҐ置ける片山浄水ॴをத৺とした水道施設の再構築をਐめています。
কདྷ的なઘ浄水ॴの浄水ػ能のఀࢭを見ਾえて、片山浄水ॴ水ॲ理施設ߋ৽工事と片山浄水ॴ・ઘ浄水ॴ࿈བྷ管

設工事を平成28年度（201�年度）にணखし、ྩ 2年度（2020年度）成にけて整備をਐめています。
これらの工事は、ٺԽした水ॲ理施設をߋ৽し、Խするとともにഉ水ॲ理施設をซ設することで下水औ水

から浄水、ഉ水ॲ理のҰ࿈のա程が内で し݁、ࡂ時にも水を くͭりଓけることがՄ能となるものです。
また、片山浄水ॴとઘ浄水ॴを1000ܘᶱの管࿏で݁Ϳことによりઘ水۠Ҭへࣗવ流下で水Մ能となり、

ΤωルΪーԽにͭ ながります。
ઘ浄水ॴは市内֤施設の浄ૹ水のूதࢹとԕִૢ࡞を行っており、ͦ のػ能もؚめて片山浄水ॴへのҠసを

想定した整備をਐめています。
片山浄水ॴ水ॲ理施設ߋ৽工事の成ط、ޙଘの水ॲ理施設のఫڈやͦのར用をؚめたڌ水道施設に

相応しいෑ全体の整備をݕ౼しています。

ত28年（19�3年）に築した片山浄水ॴは、ٺԽしॲ理能力が下したため水ॲ理施設をບΖա
ํࣜへൈ本的にߋ৽するとともに、ࡂ時でも҆定して給水で る͖浄水施設を構築します。

（�）ยࢁড়ਫॴਫॲཧࢪઃのߋ৽

片山浄水ॴ৽水ॲ理施設の構築にい、طଘの水ॲ理施設のఫڈを行 と͏ともにࡂ時の׆動ڌとして、
また市ຽにしまれる浄水ॴとしての内整備を行います。　

কདྷ的に必要な給水ྔを見ਾえ水整備のݕ౼をします。

（�）ยࢁড়ਫॴのඋ

本市の２ͭの水ΤϦアを݁ͼ、ೆ 部Ҭのڌである片山浄水ॴをத৺としたૹ水ωοτϫーΫ*を
構築するため、片山浄水ॴとઘ浄水ॴを݁Ϳ1000ܘᶱの࿈བྷ管設工事を࣮施します。

（�）ยࢁড়ਫॴ・ઘড়ਫॴ࿈བྷのඋ

େࡕҬ水道企業団のઍཬװઢೆઍཬذと片山浄水ॴࠤ、 Ҫࣉ水を݁Ϳૹ水管をԽٴͼ
ෳઢԽすることでड水ྔの増ྔをਤり、ೆ 部Ҭのڌである片山浄水ॴの水能力を増ڧし、̓ 定ڙ給を
֬อします。

（�）ೆ ઍཬذ・ยࢁড়ਫॴૹਫのඋ

߲ɹɹ目 基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

˔ ઘ浄水ॴのকདྷ的なػ能ఀࢭを見ਾえ、片山浄水ॴをத৺とした再構築事業を༧定どおり成さͤることが
　 必要です。
˔ ઘ水۠Ҭへの҆定給水֬อのため、企業団水ૹ水能力*を増ڧするための整備をਐめる必要があります。
˔ 片山浄水ॴからઘ水۠Ҭへの水を見ਾえた水等のԽと৽設のݕ౼が必要です。
。上さͤる必要があります能をػのڌ時給水ࡂ、৽工事にซͤてߋ ˔
˔ Ҭの水道として、まͪなかにある浄水ॴのڧΈを׆かした内の整備をਐめる必要があります。

管理指標

ਪਐすΔۀࣄ

�2ࡦࢪ ยࢁড়ਫॴΛத৺ͱ͠ ͨඋΛਐΊΔ
ਟڧຊํᶘɿج ɺ̓͘ڧにࡂ ఆ͠てڅڙで͖るਫಓࢪઃɾମ੍のߏங

基幹管路の耐震ద合率*

重要給水施設管路耐震化ద合率	Օ所ൺ


法定耐用年ա管路率

管路の更新率

48.5％

8.7％

37.7％

0.91％

65.0％

20.0％

40.0％

1.20％

$0L6./$0L6./

͓ ͠ ͑ て

すいすい͘Μʂ

テーマパークも
びっくり！

࣌のೖԂ料
ʮେਓ4�ԁɾখਓ2�ԁʯ

ͩͬͨΜͩΑʂ

ま͢のΓງϫΠυΓ

残Δʮま͢ʯのࠓ⾢
ɹϞχϡϝϯτ

ʮま͢ηϯλʔʯの⾣
Πϝʔδਤɹݱ࠶

水ؗ

Γງ
Γງ

ܭ࣌

ਖ਼

༡۩

市όεܜٳॴ

లࣔεϖʔε

市ిܜٳॴ

ϛχϨʔε

ま͢ཆ৩ॴ ϫΠυΓ

ԹࣨԂܳηϯλʔ
؆қϓʔϧ

͓͡いͪΌΜʹฉいͨΜͩ Ͳ͚ɺ
ੲɺยࢁড়水ॴʹϨδϟʔࢪઃが
͋ͬͨΜͩͬͯ Ͷɻ

͐ʙʂָしͦ ʂ͏
ͨ͘͞ΜのਓͰΓ্がͬͨΜͩΖ͏Ͷɻ

େͨͬͩگΜͩͶɻ
ͰɺͲ͏しͯΊͪΌͬͨのʁ

͑ʙ残೦ɻ̈́ ͯͬ͘ߦ Έ͔ͨͬͨͳ͊ɻ

水道༡Ԃ「·͢ηϯλー」

はʙいʂ

͜Ε͔Βも「地域の水道」としͯ ·しࢦຽにし·ΕΔড়水ॴΛࢢ ʂ͢

Αͬͯ͘ΔͶʂԼ水が๛ͳยࢁ
ড়水ॴのதͰま͢Λཆ৩しͨΓՈ
࿈ΕͰָしΉ͜ͱがͰ͖Δࢪઃが͋ͬ
ͨΜͩΑɻ

ͦ͏ͳΜͩʂ市͚ͩ͡Όͳ͔ۙ߫͘Βདྷ
Δਓいͯɺଟい࣌Ͱ年ؒ8ສਓの͓٬
͞ΜͰΘͬͨΜͩΑɻશࠃͰΊͣΒし
いࢪઃ͔ͩͬͨΒɺ৽ฉࢽࡶͳͲͰऔΓ
্͛ΒΕͨ͜ͱ͋ΔΜͩʂ

ͨΜͩɻ

水ಓʹ対͢ΔཧղΛਂΊͯΒ͏ͨΊʹɺ水ಓ水ΛૹΔ͚ͩͰͳ͘ɺ
市ຽʹしまΕΔまͪͳ͔のড়水ॴͱしͯ ใのׂՌͨしͯ ͖ましͨɻ



�9 ��

ୈ
�
ষ

ࢪ　
ࡦ
ͱ
ਪ
ਐ
す
Δ
ࣄ
ۀ

ୈ
�
ষ

ࢪ　
ࡦ
ͱ
ਪ
ਐ
す
Δ
ࣄ
ۀ

水ͮくりを୲͏浄水ॴと水道水をஷ水し給水する水は、水道γεςϜにおいてۃめて
ॏ要な施設であり、常に健全な状ଶにอͭ必要があります。浄水施設Ŋ水Ŋϙϯプまたは
ి・ցػ ̓、計設備*にͭいて・ؾ 定ڙ給に༩える影響を見ۃめ、必要な整備とݕを行い
管理の上をਤります。

片山浄水ॴとઘ浄水ॴは、ともにٺԽがਐΜでいます。
片山浄水ॴは、下水のॆ࣮をਤる的で平成28年（201�年）にߋ৽工事にணखし、ྩ 3年（2021年）にはԽ

された৽たな施設から給水する༧定です。これにより、浄水施設Խ率は、2��に上昇します。
ઘ浄水ॴは、常にϙϯプѹૹが必要なにҐ置し、൫もӷ状Խݱ*のݥة性が高いことから、Ϛελープϥϯで

はൈ本的なߋ৽は見ૹることとしています。ࡏݱは、長ण໋Խのための必要な維持・ิ मにめているとこΖです。
水は、平成18年度（200�年度）ٴͼ平成19年度（2007年度）に࣮施したஅ*݁Ռに͖ͮج、ิ が必要なڧ

水をத৺に平成21年度（2009年度）からิڧ工事をਐめて͖ ました。ͦ の݁Ռ、水のԽ率は90�3％
（平成30年度（2018年度）時）となっています。

また、片山浄水ॴやӢ水の内管のԽにもணखしました。
水ӡ用をࢹ・制ޚするためのػց・ి ͦ、計設備等は・ؾ のॏ要性やସثػの༗ແなどに͖ͮج、適切なߋ৽・

औସをਐめています。

（�）ড়ਫࢪઃのߋ৽・Խ

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

˔ 片山浄水ॴのߋ৽工事を҆全かͭԁにਐめ、計画どおり成さͤることが必要です。
˔ 水道γεςϜのߋなるڧਟԽをਤるため、Ҿ͖ଓ͖水内管のԽをਐめるとともに、কདྷ的な
 水のߋ৽を見ਾえたௐ 。が必要です౼ݕࠪ・
˔ 浄水のثػや設備にͭいて、効率的で効Ռ的な維持・อकのॆ࣮をਤる必要があります。

ਪਐすΔۀࣄ

�3ࡦࢪ ড়ਫॴɾਫͷඋͱ管理ͷ্Λ
ਟڧຊํᶘɿج ɺ̓͘ڧにࡂ ఆ͠てڅڙで͖るਫಓࢪઃɾମ੍のߏங

Ϛελープϥϯにͮجく浄水ॴのߋ৽・
Խを࣮施し、Ҿ͖ ଓ͖再構築事業をਐめます。
水にͭいては、内管をؚめたԽを
ਤり、װج施設のڧਟԽにめます。

水ӡ用をࢹ、制ޚするػցや設備等は、
Ҿ͖ଓ͖ਧాߋ৽ج準*に͖ͮج、適切な
。৽・औସを行いますߋ

（�）ড়ਫࢪઃのҡ・࣋ཧ
浄水施設の維持管理に必要なอकݕ・維持工事を計画的に行います。
また、水のྼԽஅ*による定期的なݕを࣮施し、ߋ৽の必要性とͦの時期をݕ౼するとともに、

水内のਗ਼を࣮施します。
ి・ցػ 。計設備にͭいては、施設ா*を改ྑし、効Ռ的・効率的な維持管理にめます・ؾ

ࣸਅ　ਫͷ耐震化（耐震น）
（ยࢁড়ਫॴ　ୈ̐ਫ）

߲ɹɹ目

配水池点検率 0.0％ 100.0％

基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

管理指標

ஔࢹྨڕ

すいすい
トリビア ϝμΧ͕すいたの水Λݟு てͬい·すɻ

●わたしたちのまちの水の�ׂは淀川の
　水をར༻しています。泉浄水所には
　淀川の水が流れる水૧でϝμΧをࣂҭ
　して、水࣭にҟৗがͳいかϝμΧのಈ͖を
。ஔがありますࢹྨڕுるݟؒ࣌��　

ஔࢹྨڕ

! ϝμΧ͕すいたの水Λݟு てͬい·すɻ
ΪϣΪϣο

ʂ
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औ水、浄水ॴ、水と水道用者を݁Ϳ水道管は、市内全Ҭに72�̺̼ுり८ら
されています。水ڙ給のॏ要な割を୲͏װج管࿏はԽのࢹで、֤ Ոఉ、事業ॴへ
とࢭで整備を行い、࿙水ࢹ৽のߋ給する割を୲͏水支管はԽをਤるとともにڙ
ෟଐ施設をؚめたݕをਐめ、水道γεςϜ全体を健全な状ଶにอͪます。

水道管のٺԽにͭいて、高度経ࡁ成長期に建設されたଟくの水道管がҰ੪にߋ৽時期をܴえ、管࿏総Ԇ長に
対する設ޙ、๏定用年数（40年）を経աした管࿏Ԇ長の割合（๏定用年数超ա管࿏率）は、平成30年度（2018
年度）で37�7％となり全ࠃでも高い状況です。 

この状況に対し、ྩ ݩ年度（2019年度）から管࿏総Ԇ長の1�を超える8LNのߋ৽をຖ年行 こ͏ととしています。
水道管のԽにͭ いては、平成7年（199�年）のࡕਆ・୶࿏େࡂ以降、性を༗する水道管による設をਐめて

おり、ಋ水管Ŋૹ水管Ŋ水本管の水ڙ給のॏ要な割を୲͏ 管࿏の適合率は平成30年度（2018年度）にװج
おいて48��％となっています。

これまで、װج管࿏の整備ではૹ水管のԽをத৺にਐめており整備の్がͭいて͖ たことから、ࡏݱでは水
本管をத৺にԽをਐめています。

管࿏の維持管理にͭいては、ຖ年市内全Ҭの࿙水ௐࠪにऔり組Έ、࿙水のૣ期ൃ見にめています。࿙水म理では、
ઌ人から高い技術ŋ技能をҾ͖ いͩ水道部職員による営म理とҕୗ業者によるम理のೋͭܧ の体制により、高いػ動
性を֬อしています。

日ࠒからの維持管理により、࿙水ྔが少なく、ૹりग़した水がいかに༗効に料金収入にܨがっているかをࣔす指標で
ある༗収率は、9��と全ࠃ的にも高い水準を維持しています。

ϚοϐϯグγεςϜ*は、平成1�年度（2003年度）の本֨Քಇ以降、改 をྑॏͶながら、管࿏の維持管理や౷計業務、
事業計画ཱҊなど業務にܽ かすことので な͖いものとなっています。

߲ɹɹ目 基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

˔ େなετοΫ*を༗する水道管のߋ৽をຖ年ண࣮にਐめていくことが必要です。
৽工事をਐめる必要がߋଓ的にܧにより、水支管はҰ定の規模でࢹ管࿏は、Ҿ͖ଓ͖Խのװج ˔
 あります。
˔ 管࿏が༗するػ能性やॏ要性を見ۃめ、効Ռの高い࿏ઢを༏ઌして整備することがٻめられます。
˔ これから本֨Խするװج管࿏の整備に備えて、େܘޱ管࿏の維持管理をਐめていくことが必要です。
˔ これからも高い༗収率を維持するため、৽たな࿙水ௐࠪख๏をݕ౼する必要があります。

管理指標

ਪਐすΔۀࣄ

��ࡦࢪ ਫಓ管ͷඋͱ管理ͷ্Λ
ਟڧຊํᶘɿج ɺ̓͘ڧにࡂ ఆ͠てڅڙで͖るਫಓࢪઃɾମ੍のߏங

基幹管路の耐震ద合率

重要給水施設管路耐震化ద合率	Օ所ൺ


法定耐用年ա管路率

管路の更新率

48.5％

8.7％

37.7％

0.91％

65.0％

20.0％

40.0％

1.20％

࿏のඋװج（�）
େ規模等においても、ૹ水ػ能*をଛな こ͏となく̓ 定した給水が֬อで͖るよ͏ ਟなૹ水ڧ

ωοτϫーΫの構築をਤるためにԽやෳઢԽ・ループԽ*をਐめます。整備࿏ઢのબ定には、ॏ要給水
施設であるڌපӃやখ・தֶߍの༗ແをྀߟしながらܾ定します。

（�）࿏のҡ࣋ཧのॆ࣮
҆定給水を的に、หખ*等のଳ設備やي道・Տ・װઢ道࿏のԣஅ管࿏等の

ٴݕͼ計画的な管内ચ浄*を行い、維持管理のॆ࣮を指します。また、ࡂ等で
施設や管࿏がඃをडけた合でもਝに෮چで る͖体制を整備します。

৽たな࿙水ௐࠪのख๏やϚοϐϯグγεςϜの׆用にͭいてもݕ౼し、より
効Ռ的なख๏をੵۃ的にಋ入します。

（�）ਫࢧのඋ
管࿏のߋ৽率上にけて、年間8LNのߋ৽ϖーεをج本として、Ҿ͖ଓ͖設時期がݹいҹΖ͏ खரܧ

మ管*と࿙水事ނ率の高いϏχール管*をத৺にߋ৽します。ͦ のޙは、道࿏ؕ等のೋ次的ඃをٴ΅す
ϦεΫが高いװઢ道࿏下やي道下など༏ઌ度をྀߟし、効率的・効Ռ的な管࿏ߋ৽をਐめます。

ॏཁڅਫࢪઃͷ耐震化Πϝʔδ図

ਫಓ管ͷҡ࣋管ཧ
（࿙ਫमસ）

給給水給

↑↑

水管水

↑↑

配水池池池池池
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本市はこれまで平成7年（199�年）のࡕਆ・୶࿏େࡂ、平成30年（2018年）のେࡕ
部でඃࡂしました。また、平成23年（2011年）の౦日本େࡂを࢝めとして、平成28年

（201�年）の۽本等ではݱでの給水׆動にै事しました。これらの経ݧから、ࡂ時
には水道施設のԽとあわͤてϚχϡアルの整備、ࡐػࢿの備ٴͼडԉをؚめた体制
のڧԽがॏ要であることの܇ڭをಘて͖ました。これからもࡂݮ・ࡂ*のࢹから、ࡂに
くしなやかな水道γεςϜを構築していڧ、い体制を築͖ڧ ま͖す。

水道施設のԽをਐめるなどϋーυ໘でのऔ組の΄か、事ނやࡂ時の応ٸ給水や応ٸ෮چにਝに対応
するための組織体制のڧԽなどιϑτ໘でのऔ組もਐめて ま͖した。

浄水ॴや水など8かॴを、等によるେ規模なஅ水時に第Ұஈ֊の応ٸ給水を行 とڌ時給水ࡂ͏
Ґ置ͮけ、整備を行って ま͖した。

また、平成29年（2017年）には9かॴのࡂ時給水ڌとしてେࡕ健߁ҩྍ市性ஷ水૧のڙ用を
։࢝しました。

よりۙなࡂ時給水ॴとして、市内のখֶߍ12ߍに組ཱࣜ給水λϯΫを備するとともに、ͦ の͏ͪ にはߍ7
Մൖࣜ浄水置*を備し、応ٸ給水施設のॆ࣮をਤって ま͖した。

動がՄ能となるよ͏׆چ෮ٸ給水や応ٸ時等にやかな応ࡂ 、浄水等においてࡐػࢿの適切な備も
行って ま͖した。

ۙྡ事業体との相ޓ応ԉڠ定*等のక݁によるҬ࿈ܞや、Ҭॅຽとの܇ࡂ࿅等でࡂ対応能力の上を
ਤって ま͖した。

アϯέーτでは、ࡂ時給水ڌのଘࡏをっているとえた割合が8�0％とใൃ৴がेでないことが
໌らかになっています。

߲ɹɹ目 基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

˔ ۙ年のࡂσーλにͮجくඃ想定にऔり組Έ、応ٸ給水、応ٸ෮چの標を৽たに定める必要があります。
˔ これまでのඃࡂ経ݧとඃࡂでの׆動を܇ڭに、ࡂ時の応ٸ給水のॆ࣮と必要なࡐࢿの備等にऔり
 組Ή必要があります。
。にॆ࣮さͤる必要がありますߋ࿅を܇いやすいϚχϡアルの整備や࣮ફ的な時にもࡂ ˔
˔ 日ࠒから水道にؔするࡂݮ・ࡂ対ࡦのใൃ৴をڧԽする必要があります。

管理指標

ਪਐすΔۀࣄ

��ࡦࢪ いମ੍Λங͘ڧʹࡂ
ਟڧຊํᶘɿج ɺ̓͘ڧにࡂ ఆ͠てڅڙで͖るਫಓࢪઃɾମ੍のߏங

応急給水施設
（災害時給水拠点・災害時給水所） 21Օ所 45Օ所

ը・ϚχϡΞϧのॆ࣮ܭ（�）
がで͖るچ෮ٸ給水・応ٸੜ時にਝな応ൃࡂ

よ͏ػة管理Ϛχϡアルや業務ܧଓ計画（#$1）*を
定期的に見し、࣮ 効性を高めるとともに、डԉ計画*の
。定を行いますࡦ

मや部内ҙ見ݚ上のために、部管理ҙࣝのػة
。ձ等を行い職員へのपをਤりますަ

ۙ年のࡂ等の経ݧでಘられた৽たな見に
をࡦ給水対ٸ応、چ෮ٸや応ࡦ等の対、͖ͮج
ؚΉԽ計画*をࡦ定します。

（�）Ԡڅٸਫ・෮چ体制のॆ࣮
事ނやࡂ時にਝな対応がՄ能となるよ͏、

時給水ॴのॆ࣮をࡂの整備やڌ時給水ࡂ
ਤるとともに、Ҿ͖ଓ͖応ٸ給水・෮ࡐࢿچの適切な
備ٴͼ管理にめます。また、ଞ事業体との࿈ܞに
よるߋなる෮ࡐࢿچ等のௐୡや相ޓ応ԉにͭいて
。します౼ݕ

これまでの給水׆動等でಘた経ݧを׆かした
࣮ફ的な܇࿅を通じて、ࡂ対応能力の上を指
します。

ਫڅٸਫλϯΫंʹΑΔԠڅ
（େࡕ෦震　݈）

܇ࡂ࿅
（ઍཬެԂ）
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$0L6./$0L6./

͓ ͠ ͑ て

すいすい͘Μʂ

$0L6./$0L6./

͓ ͠ ͑ て

すいすい͘Μʂ

ࡂ Օॴ
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˞ɹɹޙࠓඋ༧ఆのখֶߍɹ21ߍ
ʢ市のશখֶߍʢ36ߍʣʹ උしま͢ʣ
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49.9％

37.9％37.8％

26.0％

14.1％14.0％

2.6％ 1.6％ 1.0％ 2.2％ 2.4％

ೆਧా
泉浄水所

片山浄水所 健都耐震性貯水槽

佐井寺配水場
千里山配水場

津雲配水場

山田配水場

蓮間配水場
大阪大学西門付近

ࣗͰෆࣗ༝Λͨ͜͡ײͱ

のͱ͖ɺ
ʰ˓˓ੈଳஅ水ʱͬ ͯχϡʔεΛ
ΔΜ͚ͩͲʁ͚͔ݟ

水が͑ͳ͘ͳͬͨΒࠔΔΑɻඃ͞ࡂΕͨ
ਓ࣮ͨͪͨͬࢥ͏ͦʹࡍΜͩͶɻ
͡Ό͋ɺڧʹࡂい水ಓʹしͳいͱͶʂ

水ɺੜ͖ΔͨΊʹ͔ܽ͢͜ͱがͰ͖ͳい

େ地と水道

はʙいʂ

にҰɺେ地でظஅ水͕ൃੜしͯ い·͢ɻ水道のڧਟԽはٸで͢ɻ

େ地にඋ͑ͯɺιϑτŋϋーυ྆໘͔Β地ରࡦΛ進ΊΔඞཁ͕͋り·͢ɻ

ͦ͏ͩͶɺ౦本େࡂ۽本ͳ
Ͳɺେのͨͼʹେنͳஅ水がൃ
ੜしͯしまͬͨΜͩ

͢いͨ市の水ಓͰඃΛ
ड͚ͨ͜ͱ͋Δのʁ

େ͖ͳ༳ΕͰϘΫා͔ͬͨ Αɻ࣍いͭが Δ͘の͔ͳ ʁ͊

ʮඋ͑͋Ε༕いͳしʯͩ Ͷʂ

Ͱ市Ͱ4のஅ水がൃੜしށ000
େࡕ෦Ͱ水のԷചΓΛし

ͯいΔ企業団͔Β水がҰ෦ૹΒΕͳ͘ͳͬͨΜͩɻ

いͭ͜ىΔ͔͔Βͳい͚Ͳɺͦ のͱ͖のͨΊʹɺ͖ ͪ
Μͱඋ͑Λし͓ͯ͘ඞཁが͋ΔΜͩΑɻ

が͖ͯىড়水ͳͲがյΕͳいΑ͏
ʹ͢ΔͨΊʹɺͨ ͘͞Μの͓金ͱؒ࣌が͔
͔ΔΜͩɻͦ ΕͰকདྷの͜ͱΛ͑ߟΕૣ
͘しͳͪ͘Όい͚ͳいͶɻ

౦ຊେ震ࡂʹؔ͢ΔࢢຽΞϯέʔτௐࠪ	ઋࢢ


౦本େࡂͰの
給水׆動
ʢؠखݝେધ市ʣ

ීஈはग़ͯ͋たり·͑の
水道水͕い͑͟なくなΔと
とͯもෆࣗ༝に͡ײΔΜͩ

Λੜ͔しͯ܇ڭのݣࡂ ɺ
ඞཁなࡐػࢿのඋなͲɺ
උ͑に取り組ΜでいΔΜͩΑ

ݣࡂ
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全ࠃで水道の持ଓՄ能性がةͿまれるத、本市では、ٺԽがਐΉ水道施設の再構築に
ணखするために、ͦ の֬ݯࡒอを的として平成28年（201�年）に料金改定を࣮施し、経営
ۙ、められるதでٻԽへの第Ұาを౿Έग़しました。また、よりҰの経営力がڧ൫ج ྡ市
とのҬ࿈ܞやຽ間ҕୗの׆用などにऔり組ΜでいるとこΖです。

健全な水道事業をະདྷにͭないでいくために、Ҿ͖ଓ ʮ͖ެʯとしての任において、企業
性をൃشしながらઅ水ࣾܕձに相応しい経営ج൫を構築します。

本市では、અ水ثػのීٴやେޱ用者の下水ར用ઐ用水道へのసなどがਐΈ、給水ྔはຖ年、ݮ少が
ଓいています。

Ұํ、ઍཬχϡーλϯ建設時期をはじめٸに建設されて͖た水道施設、設備のٺԽがਐΜでおり、ߋ৽の
ϐーΫをܴえています。

水道施設の整備にはଟֹの費用が必要となり、ݯࡒとなるӡసࢿ金*は年々ݮ少しています。平成28年（201�年）
4月には平均改定率10�0％の料金改定を行いましたが、े とはݴえない状況です。

また、水道事業でར用していないをެڞ施設としてのར用やຽ間企業に༗償でିग़しܧଓ的な収入ݯと
している΄か、ച٫Մ能なにͭいてはखଓ を͖ਐめるなど、収入の֬อにめています。

これまで、で る͖ݶり企業債にཔらͣ 施設整備をਐめて ま͖したが、施設整備費用が増େするҰํ、ݯࡒとなる
ӡసࢿ金はݮ少しଓけて͖ていることから、企業債へのґଘ度が高くなって͖ています。ྩ 2年度（2020年度）
ではա࠷ڈ高ֹの企業債のൃ行を༧定しており、このままではকདྷੈへのେ͖なෛ୲を残すことになります。

ํެ営企業の経営は全ࠃ的にݫしい状況にあり、総務লからは経営ઓུをࡦ定し経営ج൫をڧԽすることが
ྩ。められていますٻ ݩ年（2019年）10月には、水道のج൫ڧԽをਤり、কདྷにわたり҆全な水を҆定的にڙ給
することを指し、水道事業者間のҬ的な࿈ܞのਪਐやίϯηογϣϯํࣜなどଟ༷なຽ࿈ܞのਪਐなどを
பとした改ਖ਼水道๏が施行されます。

水道技術のൃలは、経営໘とともに水道の持ଓにとってେ͖な要ૉであり、これまでにも水道管等の性の
ੵ、用など࠾上やγールυ工事における৽技術の 的にਐめてۃ ま͖した。　

経営ઓུとしてҐ置ͮける本計画の۩体的なアΫγϣϯプϥϯ*に͖ͮج事業をਐめてい ま͖す。֤ 事業の
ਐ状況を̥̙̘̖αイΫルでνΣοΫしていくとともに、定期的に計画のূݕ、見しを行います。また、
。ਪ計や経営状況等をϗーϜϖーδ等にެ։し見えるԽをਤりますࡒ

ըのਪਐܭ（�）

定期的なࡒਪ計により経営状況をੳし、料金水準の適ਖ਼Խをਤります。Ҿ͖ଓ͖、ະར用の༗効
用をਤるとともに、経営状況にେ׆ く͖影響するେޱ用者の下水ར用ઐ用水道設置への対ࡦにͭいて
ଞ市事ྫ等をڀݚし۩体的なํࡦをݕ౼します。

建設改ྑ費のओ要なݯࡒである企業債にͭいては、ੈ 間のෛ୲のެ平性をྀߟした適ਖ਼な上ݶを設けると
ともに、ࣾ ձや本市のࡒ状況等に応じて、借入期間、償還ํ๏、借入ઌなど࠷適なํ๏をݕ౼します。

また、ิ ॿ金やަ金の׆用にͭいて、ࠃやの動をࢹするとともに、࠾ج準の؇等のࡒ
支ԉにͭいて、Ҿ͖ଓ͖要してい ま͖す。

อのऔ組֬ݯࡒ（�）

持ଓՄ能な水道事業にけて、ۙ ྡ事業体と࿈ܞし、施設の౷ഇ
合をਐめるとともに、ߋなる施設のڞಉར用等をݕ౼し効率的な事業
ӡ営をਤります。

また、施設整備ͩけでなく、業務のڞಉൃやࡐػࢿのڞಉར用
等にͭいてもݕ・ڀݚ౼をਐめ効率的な事業࣮施をٻします。

ࢪ࣮ۀࣄΑΔ効率తͳʹܞҬ࿈（�）

業ݟしのख๏
業務をؚめแׅҕୗ*をޱ業務等に加え、૭ݕにҕୗしているط

࣮施します。ͦ のଞ、ެ 的任をՌたすことをલఏとしたຽ࿈ܞの
ਪਐをਤるとともに、ແݮ׆動による業務見しや̖̞ *技術のಋ入
などの̞ ̘̩*の׆用による効率Խなどにੵۃ的にऔり組Έます。

（�）効率తͳۀࣥߦ

工事の設計・ੵ ձの࣮施などにͭいて職員間でڧにؔするษࠪݕ、*成や工事理࡞準や指のجࢉ
ҙ見ަやใڞ༗をਤるとともに、جࡐࢿ準ݕ౼ҕ員ձにおいて定期的に৽技術、৽ࡐ料のಋ入にͭ
いてݕ౼するなど技術理の上をਤります。

（�）ٕ ज़ཧ�の্

߲ɹɹ目

経අ	料金
ճ収率（供給୯価*�給水ݪ価 1̫00）

給水ݪ価

流ಈൺ率

給水収ӹに対する企業࠴高の割合

༗収率��

107.3％

140.9ԁ�̼3

199.2％

187.1％

95.9％

100％

150.0ԁ�̼3

200％

350％

96.0％

基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

˔ 経営ج൫のڧԽをਤるため、̓ 全性֬อをલఏとしながら、༷ 々な効率Խのख๏をऔ入れ、長期的なࢹで
 計画的に事業をӡ営することがٻめられます。
˔ ࣮効性の高い事業をண࣮にਐめていくため、事業のਐ状況のνΣοΫや、経営状況の見えるԽが必要です。
˔ અ水ثػのීٴやઅ水ҙࣝの上、下水ར用ઐ用水道へのసなどによる水ध要構のมԽに対応
 した収入の֬อが必要です。
˔ อ༗しているະར用にͭいて、ച٫をؚめたߋなる༗効׆用をਤっていくことが必要です。
˔ 施設整備のओなݯࡒである企業債による借入れは、কདྷੈにա度なෛ୲とならないよ͏ੈ間の
 ެ平性をਤる必要があります。
。等をਐめる必要がありますڀݚする৽技術のࢿ工事としての質֬อと効率Խにもڞެ ˔

管理指標

ਪਐすΔۀࣄ

��ࡦࢪ ӦͷΛங͘ܦͳݻڧ
ଓ࣋ຊํᶙɿج কདྷにΘͨΓ࣋ଓՄͳਫಓۀࣄのܦӦ

ແく͢ Β͢ݮ ͑Δ׆ಈ
ᶃແく͢
ˣ

ᶄݮΒ͢
ˣ

ᶅ͑Δ のॱで業վળ
͢Δ͑ߟ方

↓ῶ௦
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いま水道事業のଘଓがةͿまれている要ҼのҰͭに、水道を支える人ࡐのෆがあ͛られ
ています。持ଓՄ能な水道事業を維持するには、これからの水道事業を୲͏職員のҭ成や
技術・技能のܧঝはٸ務です。また、ެ 営企業*として、企業性をൃشし効率的に事業ӡ営
するための組織ͮくりも くܽことはで ま͖ͤΜ。ϥイϑϥイϯ*である水道事業を支える人ࡐを
ҭ成するとともにڧい組織を築͖、健全な水道をະདྷにͭないでい ま͖す。

水道部では、これまでに施設のແ人Խやݕ業務のҕୗなど効率的な事業ӡ営にめて͖ており、職員数は
平成�年度（1994年度）の19�人から平成27年度（201�年度）には10�人までݮしました。業務ྔの増加を
見ਾえた置を行った݁Ռ、平成30年度（2018年度）では121人となっています。

技術職をத৺に職員の高齢ԽがਐΈ、団մੈの職員のୀ職などにより、๛な経ݧと高い技術や技能を༗する
職員がҰ時期に比てେ෯にݮ少しています。Ұํ、৽規࠾用職員をはじめएいੈの職員の割合が増加し、
技術・技能のܧঝの必要性は増しています。

本市においては、水道施設のٺԽがਐΜで͖ており、ߋ৽のϐーΫをܴえています。さらにݒ೦されるେ規模
への対ࡦなどػة管理のڧԽがٻめられていることから、業務のྔは増加し、質もෳࡶԽして͖ており、ࠓ
まで以上に効率的な業務ࣥ行やグループ間の࿈ܞ等がٻめられます。

より高い技術力をಘるため、֎部のݚमにੵۃ的に職員をݣするとともに、ຖ日の業務のதで৽技術の׆用や
ͦ、をਐめڀݚけた事ྫのղܾにࠔ の成Ռをൃ表することでଞの事業体ともڞ༗しています。この΄か、େࡕ
。Ҭ水道企業団との人事ަ流も࣮施しています

また、֨ࢿ支ԉ制度のಋ入やߨशձ等へのࢀ加のಇ͖かけなどによりதݎ職員をத৺に֨ࢿऔಘのػӡが
ৢ成されて͖ています。

組織໘では、ࡏݱ、総務室、企画室、工務室ٴͼ浄水室の4室体制のもと14グループで構成しています。これ
までに、Ԗ給水管ղফ事業をਪਐするための整備グループや、片山浄水ॴのߋ৽工事をத৺的にਐめる片山
再構築グループの設置など、グループ制の長ॴを׆かし、ͦ の時々の՝に応じた組織ӡ営にめています。

また、ಇ͖やすい職ڥを指して、࢈業ҩや職員࿑ಇ組合などで構成する࿑ಇ҆全Ӵੜҕ員ձを定期的に
։࠵し、՝のநग़や改ળࡦをݕ౼しています。

市職員として必要なࣝをशಘし、能力の上をਤるとともに、
水道部職員として指す͖職員૾をڞ通ೝࣝとして、部全体で人
。ҭ成にऔり組Έますࡐ

業務にशख़したϕςϥϯ職員がୀ職をܴえていくதで、ϥイϑϥイϯ
をकる水道部職員としてٻめられる水道技術や技能、ϊϋがࣦ
われることがないよ͏ 、ʮݱ力ʯの上を指し、必要なϚχϡアル
などをਐめてい͖ߨमのडݚ成や࡞ ます。

業務へのै事期間や年齢、職֊に応じて必要なݚमを࣮施する
などஈ֊的な人ࡐのҭ成にऔ組Έます。

Ϛωδϝϯτを行͏管理職にけた人ࡐҭ成へのҙࣝൃܒにऔり組Έます。

（�）ਓࡐҭͱٕज़のܧঝ

施ࡦ・事業のਐ状況や、ࣾ ձ等により割や業務ྔがେ͖くมわって͖ます。த・長期的な体制
計画に͖ͮج、必要な人員の֬อにめるとともに、定期的に組織ฤ成等や業務୲を見すなどॊೈに
対応し、効率的な事業ӡ営にめます。

ϫーΫϥイϑόϥϯε*の֬อを指し、࿑ಇ時間の適切な管理とともに、健߁அやετϨεஅの࣮施
など、職員が৺ともに健߁にಇ͖ଓけることがで る͖औ組をਐめます。

（�）組織ฤの࠷దԽ

߲ɹɹ目

म時間（内部�֎部）ݚ 22.4時間�ਓ 25.0時間�ਓ

基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

˔ 水道事業を୲͏ために必要なࢿ質、技術・技能を໌֬にし、指す͖職員૾をڞ通ೝࣝにするとともに、
。Խし適切な時期に適切な力をにける必要がありますܥम等を体ݚ 
˔ 職員Ұ人ͻとりのࣗݚݾᮎとಇ͖やすいͮڥくりを組織全体でޙԡしするऔ組と職෩を築く必要が
 あります。
˔ 効率経営をલఏとしながらも、水道事業を支える人ࡐをܧଓ的に֬อする必要があります。
し、બとूதによる組織ͮくりشを効Ռ的に置するため、Ҿ͖ଓ͖グループ制のಛ長をൃࡐられた人ݶ ˔
 が必要です。

管理指標

ਪਐすΔۀࣄ

�2ࡦࢪ ਓΛҭͯɺڧい৫Λங͘
ଓ࣋ຊํᶙɿج কདྷにΘͨΓ࣋ଓՄͳਫಓۀࣄのܦӦ

෦ݚम

すいすい
トリビア 水の༻ྔはʑݮ てͬい·す

地ٿ環境Λ守ΔたΊɺ͜ Ε͔Βも「もͬたいないਫ਼ਆ」でɺઅ水Λݺͼ͔͚ͯい͖·͢ɻ

●τΠϨચ୕ػͳどのઅ水ثػのී及にΑり、水の
　使༻量はʑݮগしています。
●τΠϨで�ճあたりに使༻する水は��લとൺて
　Ҏ下にͳっており、また、࠷৽のચ୕ػはैདྷの
　ॎܕચ୕ػのの水でચ୕がで͖ます。

ͦのଞɺઅ水ܕシϟϫーϔουɺӍ水ར༻ɺ
お෩࿊の水のར༻なͲでも༻水ྔ͕ݮগ
˞ϝーΧーのϗームϖーδにΑΔ

節水型
トイレ

����͝Ζとൺͯ
水ྔは༺
��5ఔ

食器
洗い機

खચいとൺͯ
水ྔは༺
����ఔ

ドラム式
洗濯機

ै来のॎܕとൺͯ
水ྔは༺
��2ఔ

!
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ٿԹஆԽによりۙ年ではੈք的にҟ常ؾやࣗવࡂがසൃしています。水道事業は、
浄水ॲ理や水にେྔのి力を必要としており、全ࠃの水道施設でফ費されるి力は、ࠃ内
総ి力ফ費ྔの１％をめています。健全な水॥の上に成りཱͭ事業として、これからも
ྑ、をकるऔ組をਐめڥ をະདྷにͭないでいڥٿな ま͖す。

市内Ұԁに水するためにはେなి力を要します。本市では、標高100̼の部からೆ部にかけて؇やかに
くなっているを׆かし、Մ能なݶりҐ置ΤωルΪーをར用したࣗવ流下による水にめています。また、
水道施設の再構築にあたり、片山浄水ॴはઘ浄水ॴに比て標高が高いことから、কདྷ的にࣗવ流下によりઘ
水۠Ҭへの水がՄ能となるよ͏ 整備をਐめています。

この΄か、間など水ྔの少ない時間には、ϙϯプ水をఀࢭし、ड水ѹ*をར用したૹ水*に切りସえる
などলి力のऔ組をਐめています。

また、平成29年度（2017年度）からڥにྀしたখചిؾ事業者からのి力ௐୡを։࢝しています。ͦ のଞの
औ組として、浄水のෑや建上をར用したଠཅޫൃిやখ水力ൃి*ಋ入のݕ౼をਐめています。

Ұ部の施設における-&%র໌のಋ入や、͖ͮجを指したʮਧా市ॴΤίΦϑΟεプϥϯ*ʯにݮෛՙڥ
ίϐー用ࢴの༗効ར用などのऔ組をਐめました。֤ 室においてΤίΦϑΟεਪਐ員をத৺として設定した標の
ୡ成を指してऔり組Μでいますが、े な成Ռを上͛ているとはݴえない状況です。

水ڥอ全に対する׆ൃܒ動として、水ݯ水質ௐࠪや水ลの人々のらしをֶशする水ݯ見ֶόεのཱྀを࣮施
する΄か、水道ϑΣアにおいて、下水道部と࿈ܞし、水॥にؔするύωルలࣔなどを行っています。

$в2等のԹ室効ՌΨεのഉग़ݮにܨがるऔ組として、ड水ΤωルΪーを
力してऔり組Έڠ用したିしํࣜのখ水力ൃిにͭいて、ຽ間企業と׆
ます。ͦ の΄かの設備、ثػにͭいても、費用対効Ռをߟえながらߋ৽時など
のػձをଊえて、লΤωثػへのऔସえを計画的にਐめてい ま͖す。

また、ڥෛՙのݮを指し、ࣗ વ流下などҐ置ΤωルΪーを׆用した
水を行い水ϙϯプのӡస時間の短ॖをਤるऔ組や、工事ഇࡐのϦαイΫルなどをҾ͖ଓ͖࣮施します。

水ݯ見ֶやؔ係部ہと࿈ܞした水ڥอ全への׆ൃܒ動をҾ͖ଓ͖行 と͏ともに、部内ԣஅ的なਪਐ組織
の設置、ڥ標の設定やใࢽによるऔ組հなどを行 こ͏とで職員のҙࣝ上をਤります。

のਪਐۀࣄྀͨ͠ʹڥ（�）

߲ɹɹ目

配水ྔ1̼ 3たり電力消අྔ 0.25L8I�N3 0.30L8I�N3

基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

˔ ૹ水におけるΤωルΪーԽをਤるため、ϙϯプにཔらない水ํࣜをよりҰਪਐする必要があります。
˔ ʮਧా市ॴΤίΦϑΟεプϥϯʯに͖ͮج、Ϧσϡーε、ϦϢーε、ϦαイΫル*等に対する職員ҙࣝの上を
 ਤることが必要です。
˔ 再ੜՄ能ΤωルΪーのಋ入にͭいて、ڥෛՙͩݮけでなく、ࡂ対ࡦとしての必要性をྀߟした え͏で、
 費用対効Ռをؚめ事業経営の؍からもेにݕ౼していく必要があります。
˔ ๛かなڥٿを次ੈへҾ͖ܧいでいくためには、Ҿ͖ଓ͖水ڥにؔする׆ൃܒ動を࣮施していく必要が
 あります。

すいすい
トリビア ʹ্ٿ る͑水はどの ら͘い？

●地ٿはද໘の��ˋが水に෴われていて、「水の」と
　いわれていますが、川湖ͳどの୶水はそのの�ˋで、
たちが使͑る水の量は୶水のதで����ˋしかありࢲ　
　まͤん。وॏͳࢿ源である水を大に使いましΐ͏。

!

管理指標

ਪਐすΔۀࣄ

�3ࡦࢪ ΈΜͳͷڥٿΛकΔ
ଓ࣋ຊํᶙɿج কདྷにΘͨΓ࣋ଓՄͳਫಓۀࣄのܦӦ

ϚΠΫϩਫྗൃిγεςϜ

ઍཬড়水͔ΒࠤҪࣉ水
ࣗવ流ԼͰ流ೖ͢Δࡍの
残ଘѹ ʢྗམࠩʣͰൃి

ؒൃిྔ� �56�.8̷
　ଠཅޫύωϧ� 624�ຕ�	˞�


　ҰൠՈఉ� ��5ݢ���	˞2


　$0⒪ޮݮ果� ����̓�	˞3


配水ࣉҪࠤ
（)8Lɹ80N）

マイクϩ水力発電システム

送水管
企業団ઍཬ浄水池
（�)8Lɹ105N）

˞1ɹଠཅޫύネル1ຕあたり2508、1560NNʷ800NNのϞジϡールで算出
˞2ɹ一ൠ家庭の年間消අ電力ྔを3500L8Iとして算出
˞3ɹ削減はࠃ内電力会社の平ۉ電ݯの$02ഉ出ྔである550H�$0⒪�L8Iで算出

ੜՄ࠶
ΤωϧΪー

ͦの
୶水は
2�

͞Βにɺͦ の
Δ水は͑
�����

水ϚイΫϩ水ྗൃిࣉҪࠤ

���
ͳ͔ͬͨࠒͲΜͳ
Βしͩͬͨの͔ͳʁ

水Λେに͢ΔΒし�ʙ࣎լߴݝౡࢢ針ߐʢはり͑ʣ地۠ʙ
ͳΔ΄Ͳʂ͓ Μͨ͞ڕ
ͪがআしͯ͘ΕͯΔ
ΜͩͶɻ

$0L6./$0L6./

͓ ͠ ͑ て

すいすい͘Μʂ

͖Εいͳ༙水ΛͰ͖
Δ͚ͩԚ͞ͳいΑ͏
ɺ͖ͯͬʹ Εいͳま
まʹしͯ ΔΜͩɻ

Ͱେͳࠓ ͱ͜ͳΜ
ͩΑͶɻࠓ度ɺ͓ ͞
Μɺ͓ ͞ΜͱҰॹʹ
ͯͬߦʹݟ Έͨいͳɻ

ʹΑΓͬͱ水がେࠓ
͞ΕͯいͨΜͩɻ࣎լݝ高
ౡ市ʹͦΜͳ࣌の水の
कͬͯいΔࠓい方Λ
ॴが͋ΔΜͩɻ

ʢ͔ͨʣ
ߐ۠ʹɺʮʢ͔ͨʣʯͱい͏
ੲͳがΒの水ټΈɾચいが数ଟ͘
残ͬͯ いま͢ɻͰ͖ΕいͳԼ
水が༙͖ग़ͯいͯɺҿΈ水ͱしͯ ར༻
͞ΕΔ΄͔ɺࡊ৯ثΛચͬͨ Γ͢Δ
のʹΘΕͯいま͢ɻͦ ͜Ͱग़ͨࡊ
ͣ͘൧ཻ流Εམͪͯɺͦ ͜ͰࣂΘ
ΕͯいΔίΠϚεͳͲのΤαʹͳΓ
ま͢ɻの水水࿏Λ流Εɺ͔Β
ඐഀބͱ流ΕࠐΜͰいま͢ɻ
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本市では、水道料金の収にあたり、औり組Έྫの少ない࠲ޱৼସ割Ҿをૣくから࣮施している΄か、平成19年
（2007年）からはίϯϏχ収ೲをಋ入しています。また、平成31年（2019年）3月には、水道のด։ખのిࢠਃを
։࢝するなど、これまで市ຽෛ୲のܰݮやαーϏεの上にめて͖ ました。

また、超高齢ࣾձにおけるऔ組として、以લから࣮施している高齢者ੈଳへの水道相談・ݕ等に加えて、平成
28年度（201�年度）からは৽たに高齢者ੈଳֻけαーϏεٴͼೝαϙーλー*にもऔり組Μで ま͖した。

ѱ質業者の施工がݪҼとなるτϥϒルがઈえないことから、よりҰのҙىשが必要となっています。　
水質にؔするۤや相談の݅数は、年々ݮ少しているものの、内༰はଟذにわたっており、要があれば水質

。を行っていますࠪݕ

εϚーτϑΥϯなどからいͭでもखଓ͖がՄ能な水道のด։ખのిࢠਃを、
。ଓしていくとともにपにめますܧもޙࠓ

また、ै དྷから要のଟかった水道料金ΫϨδοτΧーυܾࡁをはじめ、よりར
ศ性の高い支払いํ๏のಋ入をਐめます。ಉ時に、ै དྷから࣮施している࠲ޱৼ
ସ割Ҿ制度やίϯϏχ収ೲなどのαーϏεのपをਤるとともに、高齢者ੈଳ
ֻけαーϏε・ೝαϙーλーのऔ組をܧଓして࣮施します。

（�）ྉۚʹΔαʔϏεのॆ࣮

高齢者に҆৺して水道を用していたͩくためのαーϏεとして、Ҿ͖ଓ͖職員
が高齢者ੈଳを๚し、水道にؔする相談やݕを行います。

また、市ຽからの給水置等にؔする相談やۤ等をฉ͖、ଞ部ॺと࿈ܞしな
がら対応するとともに、ͦ の内༰を部内でڞ༗し、改ળࡦをݕ౼するなど、より
ۙな相談૭ޱとしてのαーϏεのॆ࣮を指してऔり組Έます。

この΄か、̓ 全な水道水をおいいたͩくため、Ϛϯγϣϯ等に設置されている
10̼3以下のड水૧へのݕをҾ͖ଓ͖࣮施します。

ΔαʔϏεのॆ࣮ʹཧ࣋ਫஔのҡڅ（�）

市ຽの水道水の水質に対するෆ҆に対し、必要に応じてやかに水質ࠪݕを
࣮施するとともに݁Ռをஸೡにઆ໌することで水質に対するෆ҆のղফにめ
ます。

また、残ଘするԖ給水管に対して、ͦ の影響をݒ೦されている合にͭい
てもಉ༷に࣮施します。

Ԗ給水管は、໘的整備などでղফをਐめているとこΖですが、ॴ༗者の
ํがࣗらऔସえを行͏合にॿ成金をަし、よりҰのղফにけてҾ͖ଓ͖
支ԉします。

（�）ਫಓਫ࣭ʹΔαʔϏεのॆ࣮

߲ɹɹ目

水道事業に対するۤ情対応割合 ʵ 0.5件�1000給水件

基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

˔ イϯλーωοτやεϚーτϑΥϯアプϦ等を用いたαーϏεは、े にਐΜでいるとはݴい切れない状況です。
 ઌਐ事ྫをڀݚし、ηΩϡϦςΟ֬ อをྀߟしながら׆用にけてݕ౼する必要があります。
˔ 高齢者を対としたαーϏεを効Ռ的にར用していたͩけるよ͏ 、ؔ 係ؔػ等へのऔ組のपとௐ整をਤって
 いく必要があります。
˔ 水道水の҆全性へのෆ҆に対し、やかな水質ࠪݕの࣮施や҆全性への̧̥ などによりղফをਤっていくことが
 必要です。

管理指標

ਪਐすΔۀࣄ

��ࡦࢪ ਓʹศརͰշదͳαʔビεΛ͏
ຊํᶚɿҬج ਧాΒ͠͞Λࢢ͔ͨ͠׆ຽにۙͳਫಓۀࣄのӡӦ

水道事業はओに市ຽ、事業者からの水道料金でӡ営されています。ެ 営企業である水道
事業者はެڞのࢱの増ਐを指すとともに、ੜ׆にେ く͖ؔわる事業として、市ຽχーζに
対応したαーϏεのఏڙがٻめられます。これからも、市ຽ、事業者にۙいとこΖで事業ӡ営
するڧΈを׆かし用者にとってຬ度の高いศརでշ適なαーϏεをఏڙしてい ま͖す。

すいすい
トリビア

水ಓྉۚの͓ࢧいは
ৼସ͕ศརͰ͓ಘʂ࠲ޱ

●水道ྉۚのおࢧいを口࠲ৼସにしていたͩ͘と�ճに͖ͭ
　���ԁׂҾにͳるすいたಠࣗのおಘͳαʔϏεがあります。
　（ఆྫの日にৼସがで͖た合のΈ）ੋ ඇ͝ར༻ͩ͘さいʂ

!
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　市ຽと水道事業者がʮいっしΐにߟえるʯためには、市ຽに水道にͭいてってもら͏ こと（ใ）、Ҭのྺ࢙や
水へのࢥいにࣖをけること（ௌ）がॏ要です。
、している΄かށʮすいど͏にΎーすʯを年2回のϖーεでൃ行し、市ใとともに全ࢽใ、ใのऔ組として　
ϗーϜϖーδにおいてイϕϯτҊ内や֤種ࢿ料、ٸۓのおらͤなどのใをൃ৴していますが、市ຽアϯέーτ等を
見ると、ใࢽはएいੈのೝ度がಛにく、ϗーϜϖーδは9割の人が見たことがないとい͏ 状況です。
　ຖ年ՆٳΈにଟくの市ຽでわ͏水道ϑΣアʮすいすいくΜࡇりʯの΄か、ଞ団体がओ࠵するイϕϯτにもੵۃ的に
ग़ ϒ͖ーεを設けるなど水道事業の13にめています。
　࿙水や工事等によるஅ水や水などのॏ要なใは、ϗーϜϖーδへのࡌܝの΄か、ใंや らͪし等でおらͤ
していますが、ใをಘるखஈにݸ人ࠩがあることに加えて、ಥൃ的な事ނ等に対応で͖ないことがあるなど、े な
状況とはݴえまͤΜ。
　水道ि間をはじめとするイϕϯτのࡍには、市ຽҙࣝのมԽやχーζをѲするためにܧଓ的にアϯέーτを
࣮施して ま͖した。加えて平成30年度（2018年度）からはϗーϜϖーδを׆用したアϯέーτを࣮施し、より෯い
市ຽを対とすることでௌ׆動の改ળをਤっています。
　Ҭのڠ力のもと、職員がҬにग़͖水道事業のݱ状や՝にͭいてઆ໌したり、事業経営やະདྷの水道を
ςーϚに市ຽとڞにߟえるʮ水道いどばたձٞʯ等のऔ組をਐめて͖ ました。

ʮすいど͏にΎーすʯの定期的なൃ行やϗーϜϖーδ、イϕϯτ等をࢽใ
̥・ใ用した׆ ̧にऔり組Έます。ಛにϗーϜϖーδは、市ຽのりたいใが
見ͭけやすく、わかりやすいϖーδ࡞りをਐめます。また、࿙水・水等の事ނ
時やࡂ時には、ใंなどによるैདྷのํ๏に加えてやかなใൃ৴が
Մ能となるよ͏ ̨̨̣等も׆用し、よりҰのใのॆ࣮にめます。

খֶߍを対にしたʮग़લत業ʯや、平成30年度（2018年度）に࣮施した
ʮ水道いどばたձٞʯなど、職員がҬにग़いて水道事業への理ղを͛る
औ組をޙࠓもੵۃ的に࣮施してい ま͖す。

ଟくの市ຽにใൃ৴し理ղがಘられるよ͏ 、༷ 々なऔ組にͭいて、えたい
相खや内༰を໌֬にしてઓུ的なใにऔり組Έます。

（�）ଟ༷ͳखஈʹΑΔใのॆ࣮

ࢽใ
ʮ͍͢Ͳ͏ʹΎʔ͢ʯ

ʮ݈શͳਫ॥ʯ
ϩΰϚʔΫ

市ຽࢀ画により、事業経営にؔわるॏ要な事߲にͭいて水道事業経
営৹ٞձとして৹ٞしていた͖ͩ、ͦ のҙ見に͖ͮج施ࡦをਐめます。

よりଟくの市ຽҙ見がөされるよ͏ ༷々なػձをଊえてアϯέーτを
࣮施し、ͦ の݁Ռをੳしながら施ࡦへのөにめます。

市内にあるେֶ等と࿈ܞし、水道部のイϕϯτへのࢀ画やҙࣝௐࠪ
など、ֶ ੜを対としたऔ組の࣮ݱを指します。

ௌのॆ࣮ըのਪਐʹΑΔࢀຽࢢ（�）

ʮਫಓ͍Ͳͨձٞʯ（ాࢁ۠ެຽؗ）

େֶͱͷ࿈ܞ
（େֶࡕӃେֶ�՝ղܾܕत（-#1）ۀ）

水道施設は、Ұ度建設するとੈݱの市ຽͩけではなく、さらに
ͦのઌのকདྷੈの市ຽにもҾ͖ܧがれてい͖ます。よりྑ い水道を
ະདྷにͭな͙ために、কདྷੈのࢹから、ࡏݱの計画や施ࡦをߟえる

ʮϑϡーνϟー・σβイϯʯのख๏をऔり入れ、職員ҙࣝৢ成のための
。などをਐめます࠵मや市ຽϫーΫγϣοプ*の։ݚ

（�）ϑϡʔνϟʔ・σβΠϯのऔ組

水はੜ໋の維持にܽかͤないେ切なݯࢿです。また、水道は市ຽੜ׆を支えるॏ要なϥイϑϥイϯであり、
市ຽのօ༷と築いて͖たڞಉの࢈ࡒでもあります。

Ҭの水道として、水॥に対する市ຽへのҙࣝൃܒやࡂ時に備えた܇ࡂ࿅等のҬ力を׆かした
औ組の΄か、水道事業への市ຽҙ見のөなどʮ市ຽとҭΉʯऔ組をਐめます。

ຽͱのύʔτφʔγοϓのਪਐࢢ（�）

߲ɹɹ目

イベント等による情報のఏ供ճ

市ຽຬ度

45ճ

91.2％

55ճ

95.0％

基४年度
平成30年度（2018年度）

目標年度
令和11年度（2029年度）

՝ɹ՝ɹ

ɹঢ়ݱɹঢ়ݱ

ॆ、やϗーϜϖーδにͭいて、内༰の見し、ਝなใൃ৴、εϚーτϑΥϯへの対応などࢽใ ˔ ࣮をਤる
 必要があります。
˔ 水道事業へのؔ৺がい市ຽにも̧̥で る͖ػձとして、市ຽアϯέーτやʮ水道いどばたձٞʯなどの΄か、
 ؔ係部ॺと࿈ܞしたイϕϯτ等を׆用していくことが必要です。
ै、するためにはڙ給水などのॏ要なใをよりଟくの市ຽにਝにൃ৴・ఏٸ時にஅ水や応ࡂ ˔ དྷのํ๏に
 加えて̨̣ *̨などଟ༷なखஈによってใすることが必要です。

 ̝市内にらし、ֶ Ϳ֎ࠃ人に対し、ࡂ時給水ڌのҊ内൘などへの֎ޠࠃ表هのྀがٻめられています。
˔ ैདྷのऔ組を定ܕ的に࣮施するのではなく、औ組の的やख๏のূݕを行い、整理した え͏で、より効Ռ的な
 औ組へと見していくことが必要です。
。えるऔ組が必要ですߟの水道事業を୲͏एい職員のҙࣝৢ成や、市ຽとともにʮະདྷにͭな͙ʯ水道をޙࠓ ˔

管理指標

ਪਐすΔۀࣄ

�2ࡦࢪ Δ͑ߟຽͱいͬ͠ΐʹਫಓΛࢢ
ຊํᶚɿҬج ਧాΒ͠͞Λࢢ͔ͨ͠׆ຽにۙͳਫಓۀࣄのӡӦ

ʮすいど͏にΎーすʯの定期的なൃ行やϗーϜϖーδ、イϕϯτ等をࢽใ
̥・ใ用した׆ ̧にऔり組Έます。ಛにϗーϜϖーδは、市ຽのりたいใが
見ͭけやすく、わかりやすいϖーδ࡞りをਐめます。また、࿙水・水等の事ނ
時やࡂ時には、ใंなどによるैདྷのํ๏に加えてやかなใൃ৴が
Մ能となるよ͏ ̨̨̣等も׆用し、よりҰのใのॆ࣮にめます。

খֶߍを対にしたʮग़લत業ʯや、平成30年度（2018年度）に࣮施した
ʮ水道いどばたձٞʯなど、職員がҬにग़いて水道事業への理ղを͛る

ଟくの市ຽにใൃ৴し理ղがಘられるよ͏ 、༷ 々なऔ組にͭいて、えたい

市ຽࢀ画により、事業経営にؔわるॏ要な事߲にͭいて水道事業経
ਐめます。

よりଟくの市ຽҙ見がөされるよ͏ ༷々なػձをଊえてアϯέーτを

ʮすいど͏にΎーすʯの定期的なൃ行やϗーϜϖーδ、イϕϯτ等をࢽใ
̥・ใ用した׆ ̧にऔり組Έます。ಛにϗーϜϖーδは、市ຽのりたいใが
見ͭけやすく、わかりやすいϖーδ࡞りをਐめます。また、࿙水・水等の事ނ
時やࡂ時には、ใंなどによるैདྷのํ๏に加えてやかなใൃ৴が
Մ能となるよ͏ ̨̨̣等も׆用し、よりҰのใのॆ࣮にめます。

খֶߍを対にしたʮग़લत業ʯや、平成30年度（2018年度）に࣮施した
ʮ水道いどばたձٞʯなど、職員がҬにग़いて水道事業への理ղを͛る

ଟくの市ຽにใൃ৴し理ղがಘられるよ͏ 、༷ 々なऔ組にͭいて、えたい
ࢽใ

ʮ͍͢Ͳ͏ʹΎʔ͢ʯ

市ຽࢀ画により、事業経営にؔわるॏ要な事߲にͭいて水道事業経
ਐめます。

よりଟくの市ຽҙ見がөされるよ͏ ༷々なػձをଊえてアϯέーτを

ʮすいど͏にΎーすʯの定期的なൃ行やϗーϜϖーδ、イϕϯτ等をࢽใ
̥・ใ用した׆ ̧にऔり組Έます。ಛにϗーϜϖーδは、市ຽのりたいใが
見ͭけやすく、わかりやすいϖーδ࡞りをਐめます。また、࿙水・水等の事ނ
時やࡂ時には、ใंなどによるैདྷのํ๏に加えてやかなใൃ৴が

খֶߍを対にしたʮग़લत業ʯや、平成30年度（2018年度）に࣮施した
ʮ水道いどばたձٞʯなど、職員がҬにग़いて水道事業への理ղを͛る

ࢽใ

ʮすいど͏にΎーすʯの定期的なൃ行やϗーϜϖーδ、イϕϯτ等をࢽใ
̥・ใ用した׆ ̧にऔり組Έます。ಛにϗーϜϖーδは、市ຽのりたいใが
見ͭけやすく、わかりやすいϖーδ࡞りをਐめます。また、࿙水・水等の事ނ
時やࡂ時には、ใंなどによるैདྷのํ๏に加えてやかなใൃ৴が

খֶߍを対にしたʮग़લत業ʯや、平成30年度（2018年度）に࣮施した

໋をͭな͗、๛かなੜ׆とൃ׆な࢈業を支える水道は、ࣗ વのܙΈをݯઘとするものです。
水道事業者は、健全な水道を次ੈにҾ͙ܧ割を୲っていることから、持ଓՄ能な水道
事業を指し、ϑϡーνϟー・σβイϯにऔり組Μでい ま͖す。また、市ຽのօ༷がຖ日のੜ׆に
ܽかすことので͖ない水へのؔ৺を高め、Ҭの水道としてେ切にࢥっていたͩけるよ͏、
これからも、市ຽのํ と々いっしΐにߟえ、いっしΐにҭΉʮすいたの水道ʯでありଓけます。

すいすい
トリビア �݄�はԿの？

●�݄�日はࠃަ通লがఆΊた「水の日」です。また、�݄�日からの�िؒを
　「水のिؒ」として、݈ શͳ水॥のॏཁੑにͭいてのཧղؔ৺をਂΊる
　たΊに֤地で༷ʑͳΠϕϯτが࣮ࢪされています。

!

ʮ͍͢Ͳ͏ʹΎʔ͢ʯ
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͓ ͠ ͑ て

すいすい͘Μʂ すいすい
トリビア

水ಓۀࣄはօ͞Μからの水ಓྉۚͰ
Γཱͬてい·すɻ

●水道ۀࣄは、「ಠ੍ཱࢉ࠾の原ଇ」のと、
　੫ۚを使わͣほ΅水道ྉۚのΈで
。Ӧしていますܦ　

!

すいすい
トリビア 水ಓۀࣄの͓͚はްੜ࿑ಇল

●水道ۀࣄはշదͳੜڥ׆の্૿ਐのたΊの
　ׂを୲͏ްੜ࿑ಇলがしています。
　水道の࢝まりがެऺӴੜの֬อͩったことを͑ߟると
　ೲಘです。

!

ະ来͔ΒいͯΈΑ ʂ͏
「ϑϡーνϟー・σβΠϯ」

ɺʮϑϡʔνϟʔɾσβΠϯʢ'%ʣʯۙ࠷
ͬͯ ༿ΛΑࣖ͘ʹ͢ΔΜ͚ͩͲɻݴ

͓しΖͦ͏ɻͰɺͲ͏しͨΒͦΜͳ͜ͱがͰ͖Δの͔ͳɻ

ͳΔ΄Ͳʂ水ಓのੈքͰɺಛʹॏཁͳ
কདྷੈʹhࢲ方ͩͶɻ͑ߟ ΜしʔΜʂ ɻɦ

কདྷੈͱੈݱのਓͨͪͰɺ
έϯΧʹͳΓͦ͏ͩͳɻ

ͦ͏ͩͶɻ༷ ʑͳͰ͞ΕͯいΔऔͳΜͩɻ̛ ̙
ΛͻͱݴͰい͏ͱh Λੜ͖Δ͚ͨͪͩͰͳ͘ɺকདྷのࠓ
ਓͨͪʹͱͬͯ ɺΑΓྑいࣾձʹしͯいͨ͘Ίɺকདྷੈ
のࢹ͔ΒࠓԿΛ͖͔͢Λ͑ߟɺܗʹしͯい͘͜ͱʱ
ͳΜͩɻ

ਓؒのଞऀの৺Λཧղ͢ΔྗΛར༻しͯɺhকདྷΛੜ
͖ΔਓʢɦԾকདྷੈʣʹ ͳΓ͖ͬͯͲΜͳࣾձΛ望Ή
の͔Λ͑ߟΔΜͩɻͦ しͯɺԾকདྷੈͱੈݱのਓͨ
ͪがし߹ͬͯ ɺকདྷੈが望ΉࣾձΛ࣮͢ݱΔͨΊʹ
ɺࠓԿΛしͨΒྑいの͔ΛܾΊͯい͘ΜͩΑɻ

し͔ͬΓし߹͏͜ͱͰɺੈݱのਓͨͪ
ͩΜͩΜͱকདྷの͜ͱΛਅͩ͑͢ߟʹΜ
ͩɻޙ࠷ʹɺੈݱ͚ͩͰ͑ߟΒΕͳい
ҙ֎ͳΞΠσΞが͔ͨͬͭݟΓ͢ΔΜͩΑɻ

͔ΓͰͳ͘ɺまͩੜまΕͯいͳいকདྷੈΛੈݱಠཱΑΓલ͔Βɺhࠃऺ߹˔

ؚΉੈΛ೦಄ʹ͓͖ɺ൴ΒのΛख़ྀͤΑ ͱɦい͏ݑ๏ΛͭΞϝϦΧઌॅຽ

ΠϩίΠɺॏཁͳҙܾࢥఆΛ͢Δࡍɺࣣ ੈޙのਓʑʹͳΓ͖ͬͯ Δͱいい͑ߟ

ま͢ɻ

ϑϡーνϟーŋσβΠϯのϧーπ
「ΠϩίΠの͑ڭ」

し߹い
ʢަবɾ߹ҙܗ成ʣ

ਾ͑ͨࣾձʙʯݟɿ�ʮϑϡʔνϟʔɾσβΠϯʙ�ࣣੈઌΛߟࢀ
ʢႻॻɼᑍୢٛஶɼ2015年ʣ

はʙいʂ

ੈݱ
Ծ
কདྷ
ੈ
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平成2�年（2013年）3月にࡦ定したʮਧా市水道施設ϚελープϥϯʯにࣔしたおおΉͶ
40年ઌのকདྷ૾を見ਾえて、水道γεςϜの再構築にけてੵۃ的な施設整備にऔり
組Μでいます。

をはじめとするࣗવࡂ少、ݮͼ水ध要のٴ少ݮޱも水道事業が໘する人ޙࠓ
のਪਐをݮෛՙڥͼٴ上・上の΄か、水質管理の維持管理のػةに備えるࡂ
再構築事業をண࣮に、͖ͮجえํにߟとしながら水道ωοτϫーΫをよりॆ࣮さͤていくࢹ
ਐめることがॏ要とߟえています。

また、再構築事業をਐめるにあたって、10ޙࠓ年間に必要な施設整備の՝や対応ࡦ
などを整理するとともに、総事業費のࢉग़を行った݁Ռ、337ԯԁと見ࠐまれます。

これらを౿まえて、ʮすいすいϏδϣϯ2029ʯの4ͭのج本ํʮ҆全ʯʮڧਟʯʮ持ଓʯ
ʮҬʯの؍から10ޙࠓ年間で࣮施する施設整備を以下にࣔします。

̍ɹࢪઃඋͷํ

ୈ̓ষɹࢪઃඋܭըʢୈ্̏࣍ਫಓࢪઃඋۀࣄʣ

ઘ浄水ॴはにҐ置し、常時ϙϯプѹૹが必要であることや、によるӷ状ԽݱのϦεΫが高いことから
ʮϚελープϥϯʯに͖ͮج、ൈ本的なߋ৽はཹอし、水ॲ理に必要な維持・ิ मをܧଓします。

片山浄水ॴはকདྷ的なઘ浄水ॴの浄水ػ能のఀࢭを見ਾえて、平成28年度（201�年度）にணखした片山
浄水ॴ水ॲ理施設ߋ৽工事をྩ2年度（2020年度）成にけてண࣮にਐめるとともに、ೆ 部Ҭをத৺と
した҆定給水を֬อするため、片山浄水ॴにおける下水ݯの増ڧを行います。

また、ڥෛՙݮの؍から、খ水力ൃి設備やଠཅޫൃి設備の設置など再ੜՄ能ΤωルΪーのಋ入に
ͭいてݕ౼します。

Ӣ水においては、内管のԽ工事にซͤて、水のٺԽஅを࣮施し、ޙࠓのߋ৽の必要性
にͭいてݕ౼します。ͦ のଞの水においても、計画的にٺԽஅを࣮施します。

ి・ցػ োがੜじると、浄水ॲ理や水に݁するނ計設備等は、経年ྼԽによるෆ۩合やಥൃ的な・ؾ
ॏେな事ނにͭながるϦεΫが高いため、ਧాߋ৽ج準に͖ͮج適切なߋ৽・औସを行います。

҆定給水にけたҬ࿈ܞのऔ組として、本市部の市ڥにҐ置するେࡕҬ水道企業団ઍཬ浄水の
ͦ、৽工事にซͤてߋ のෑ内に๛த市、ຳ໘市ٴͼਧా市のड水をஈ֊的に౷ഇ合し、কདྷ的に3市の
ͦ。ಉϙϯプ施設を建設する༧定ですڞ のલஈ֊として、ྩ 3年度（2021年度）に๛த市の֟ϊ水へ
࿇間水の水ػ能のҰ部をҠసする計画でਐめています。

（１）ড়ਫࢪઃඋۀࣄ（ۀࣄඅɿ��ԯԁ）

�市内全Ҭにுりめ͙らされた管࿏総Ԇ長は72、ࡏݱ （ʂ平成31年3月時）で、ͦ の͏ͪ 設40ޙ年を
経աした管࿏は274ᶳにの΅ります。ͦ の割合は37�7％であり、給水人20ޱສ人以上の水道事業体のதでも
。めて高い状況ですۃ

このよ͏ な状況のத、健全な水道γεςϜを維持するためには経年ԽのਐΉ管࿏を性の高い水道管へண࣮に
。৽していく必要がありますߋ

Խにͭいては、װج管࿏（ಋ・ૹ・水本管）の適合率が48��％（Խ率は42�4％）、全管࿏では
18�7％とい͏ 水準であり、ޙࠓの上ொஅଳなどのେ規模に備えて、ண࣮にԽをਤる必要があります。

（̎）࿏උۀࣄ（ۀࣄඅɿ���ԯԁ）

平成28年度（201�年度）にணखした片山浄水ॴ・ઘ浄水ॴ࿈བྷ管設工事はྩ2年度（2020年度）成
にけてண࣮にਐめるとともに、কདྷ的なઘ浄水ॴの浄水ػ能ఀࢭを見ਾえて、片山浄水ॴでの水ػ能増
。片山浄水ॴૹ水管の整備を༏ઌ的にਐめます・ذのためのೆઍཬڧ

これまでૹ水管のԽをத৺にਐめて ま͖したが、整備の見通しがཱって͖たことから、ޙࠓは水本管を
த৺に֓Ͷ年間2ᶳのϖーεでԽをਐめてい ま͖す。

また、これらの整備をਐめるにあたっては、ڌපӃやࡂ時にආॴとなるখ・தֶߍへのルーτをྀߟし
ながら࿏ઢબ定を行います。

ʲװج管࿏整備事業  r（事業費ɿ97ԯԁ）

経年管ߋ৽事業にͭいては、第2次上水道施設等整備事業にҾ͖ଓ͖、ҹΖ͏ खரమ管、Ϗχール管のܧ
。৽・Խを༏ઌして࣮施しますߋ

また、ரమ管の͏ͪ ਧాߋ৽ج準を超えている管࿏や࿙水事ނのଟい管࿏などをத৺にߋ৽対࿏ઢをநग़
し、ͦ のதでもॏ要給水施設やࡂ道࿏下・Տ・ي道ԣஅ管࿏を༏ઌして整備してい ま͖す。

水支管৽設事業にͭいては、で͖るݶり管࿏Ԇ長の増加をえることにཹҙし、必要性の高いطଘ道࿏
や市計画道࿏等へ設するとともに、ٺԽした給水管がし࿙水がݒ೦されるॴへ࿙水ࢭをओな
的として水支管を設します。

ʲ水支管整備事業  r（事業費ɿ143ԯԁ）

ਫಓ管ͷઃࣄยࢁড়ਫॴɾઘড়ਫॴ
࿈བྷ管ઃࣄγʔϧυ

ยࢁড়ਫॴਫॲཧࢪઃߋ৽ࣄ কདྷతͳࢪઃͷڞಉ化Πϝʔδ
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̎ɹओͳࣄͷ֓ཁ

ত28年（19�3年）に建設した片山浄水ॴは、ٺԽによりॲ理能力が下した
ためບΖաํࣜを࠾用した水ॲ理施設へとൈ本的にߋ৽します。また、ࡂにڧいと
されている下水をݪ水とした片山浄水ॴは、内管࿏をؚめた施設をԽする
ことにより、非常時にも҆定した水ॲ理がՄ能になります。さらに、浄水ա程で
ൃੜするԚ水のॲ理施設をซ設することで、औ水・浄水からԚ水ॲ理までࣗݾ
。の施設になりますܕ݁
�0�1ԯԁ
平成28年度（201�年度）からྩ2年度（2020年度）まで 

片山浄水ॴの৽たな水ॲ理施設成ޙに、طଘの水ॲ理施設のఫڈやࡂ時給
水ڌの֦ॆとして、給水ं用給水ખの設置などを行います。
また、市ຽが施設を見ֶで る͖よ͏ に整備するとともに、Խをਪਐし、市ຽにし
まれる浄水ॴとして整備を࣮施します。
ྩ3年度（2021年度）ൃ ༧定

（１）ড়ਫࢪઃඋۀࣄ

⁞ยࢁড়ਫॴਫॲཧࢪઃߋ৽ࣄ  ยࢁড়ਫॴඋࣄ

⁞ยࢁড়ਫॴਫॲཧࢪઃߋ৽

ೆ෦Ҭの҆ఆ͕֬څڙอ͞ΕΔͱͱʹ
ਧాࢢのதࢪઃʹ૬Ԡ͍͠ڧਟͳড়ਫॴੜ·ΕมΘΔ

 උࣄ

図7－�　ບΖաͷΠϝʔδ図

図7－�　ড়ਫॲཧϑϩʔ図

図7－2　ޙͷΠϝʔδ図（̏%）

図7－�　ޙͷΠϝʔδ図
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第2水

ண水Ҫ 第3水

第4水

浄水ॲ理౩
ഉ水ॲ理౩

これら片山浄水ॴの再構築
ͼٴ により

ޮɹՌ

ບΖաのಋ入によりߋに҆定した
水ͮくりがՄ能となる

Խにより時にも҆定した
水ͮくりがՄ能となる

Ԛ水ॲ理施設のซ設とともに、
ࣗՈൃి設備の設置により
ࣗવࡂにڧい浄水ॴとなる

ޮɹՌ

上や時のૣ期対応のࡂ
ӡൖ給水がՄ能となり、ࡂ対応がڧԽされる

市ຽにۙでしまれる
ʮまͪ なか浄水ॴʯとなる



�� ��

的・֓ 要

工事費用
工事期間

ୈ
̓
ষ

ࢪ　
ઃ

උ
ܭ
ը
ớ
ୈ
̏
࣍
্
ਫ
ಓ
ࢪ
ઃ


උ
ࣄ
ۀ
Ờ

ୈ
̓
ষ

ࢪ　
ઃ

උ
ܭ
ը
ớ
ୈ
̏
࣍
্
ਫ
ಓ
ࢪ
ઃ


උ
ࣄ
ۀ
Ờ

̓、くڧにࡂ、施設であるӢ水にてװج 定した水道γεςϜへの再構築を
的として、内に設された管࿏のԽと内整備を行います。内整備に
ͭいては、ۙ 年ଟൃするେ規模なࣗવࡂに対応するため、応ٸ給水施設のॆ࣮や
維持管理Ϩϕルの上をਤるとともに、市ຽにしまれるよ͏なۭ間りを行い
ます。
��7ԯԁ
平成30年度（2018年度）からྩ2年度（2020年度）まで

ӢਫԽඋࣄ

図7－�　ޙͷΠϝʔδ図

第2水
第3水第1水

ޮɹՌ

時でも҆定したૹ水がՄ能

、上やӡൖ給水がՄ能となり時のૣ期対応のࡂ
Խされるڧ対応がࡂ

市ຽにしまれるڥがग़される

すいすい
トリビア 水໊ࡾଘ͡Ͱすか？すいたのޚ

●わたしたちのまちは、͘ݹから地下水が๛であったたΊ、༙ 水がଟ͘、
　そのதで「ࠤҪの水」、「ਨ水のୌ」、「泉఼のྶ泉」は三໊水として
。がれて͖ましたܧりޠ　

●ສ༿ूにあるࢠߖوࢤのՎ
　「ੴしる　ਨ水の্のૣの　๖͑ग़ͮるय़にͳりに͚るか」は
　三໊水の͏ちのҰ 「ͭਨ水のୌ」でӵわれたとݴわれています。

!
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片山浄水ॴからઘ水۠Ҭへࣗવ流下により常時水するためには、େࡕҬ水
道企業団のઍཬװઢೆઍཬذから片山浄水ॴへのૹ水能力を増加さͤることが
必要です。ಉ企業団のઍཬװઢೆઍཬذと片山浄水ॴを݁Ϳૹ水管を৽設ٴͼ
Խすることでड水ྔの増ྔをਤり、ೆ 部Ҭへの҆定ڙ給をਤります。
ྩ3年度（2021年度）ൃ ༧定

（̎）࿏උۀࣄ

 ೆઍཬذŋยࢁড়ਫॴૹਫઃࣄ

⁞ยࢁড়ਫॴ・ઘড়ਫॴ࿈བྷઃࣄ

ઘਫ۠ҬΛؚΊͨೆ෦Ҭの҆ఆڅڙの֬อ

 ೆઍཬذ・ยࢁড়ਫॴૹਫઃࣄ

ޮɹՌ

図7－7
ยࢁড়ਫॴɾઘড়ਫॴ࿈བྷ管ઃࣄͷ֓ཁ図

図7－�　ೆઍཬذɾยࢁড়ਫॴૹਫ管ઃޙͷਫΠϝʔδ

片山浄水ॴからઘ水۠Ҭへ
ࣗવ流下による水がՄ能となる

片山浄水ॴとઘ浄水ॴとの
༥通がՄ能となるޓ水相ݾࣗ

用した׆時には水道管内の水をࡂ
応ٸ給水がՄ能となる

ͼٴ
を࣮施することで

ࣸਅ7－�　γʔϧυϚγϯ　֎ܘП����ᶱ

片山浄水ॴ

ઘ浄水ॴ

ਧాܯॺ

ਧా市ॴ
ਧాӺٸࡕ

+3ਧాӺ
྆ൃਐཱ

γールυ工๏
（ܕ）ܗ/1

μΫλイルரమ管
Ї1000 -́ 30�0N

࿇間

ສത

Ӣ

࿇間水

ઍཬ山水 水ࣉҪࠤ

山ా水

Ӣ水
山ా

片山

ઘ

ઍཬ山ࣉҪࠤ

ઘ浄水ॴ

片山浄水ॴ

ઍཬ浄水
（େࡕҬ水道企業団）

Խ・ෳઢԽ・ܘޱ増加

ࣗવ流下による
ೆ部Ҭへの水

ౡ浄水ࡾ
（企業団）

ଜ浄水
（企業団）

ཎ
/

ޮɹՌ

片山浄水ॴへのૹ水能力が増ڧされる

片山浄水ॴでの企業団水ड水の増ྔがਤれる

ԽٴͼෳઢԽにより、
時にも҆定したૹ水がՄ能となるࡂ

に備えるため、片山浄水ॴとઘ浄水ॴをࢭ能ఀػͼকདྷ的なઘ浄水ॴのٴ時ࡂ
市内࠷େとなる1000ܘᶱのܕの水道管で݁ͼます。これによりࣗ 水を相ݾ
ి、に༥通さͤるとともに、高にある片山浄水ॴからのઘ水۠Ҭへޓ 力を
 こ͏となくࣗ વ流下での水がՄ能となります。
38�3ԯԁ
平成28年度（201�年度）からྩ2年度（2020年度）まで

⁞ยࢁড়ਫॴŋઘড়ਫॴ࿈བྷઃࣄ

千
里
幹
線

ೆઍཬذ

図7－6　ยࢁড়ਫॴɾઘড়ਫॴ࿈བྷ管ઃࣄͷΠϝʔδ
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˔࿏ͷԽ
ڧͷ૿ػڌਫڅ࣌ࡂ˔
˔ͷҡ࣋ཧͷ্ͳͲͷඋ

ઍཬড়ਫෑʹɺྡஂۀا˔ ͢Δࢢ�ͷडਫΛ
ɹஈ֊తʹ౷ഇ߹͠ɺকདྷతʹࢢ�ͷڞಉϙϯϓࢪઃΛݐઃ
ͷਪਐܞҬ࿈ӡӦͷޮԽɺۀࣄ˔
ڧͷ૿ػڌਫڅ࣌ࡂ˔

˔ບΖաํࣜͷࢪઃʹߋ৽
˔ԚਫॲཧࢪઃΛซઃ͢Δ
ɹͱͱʹࣗՈൃిઃඋΛ
ɹઃஔ͢Δ͜ͱʹΑΓɺඇৗ
ɹ࣌ʹ҆ఆͨ͠ਫॲཧ͕Մ
˔ʹࢪ͍ڧઃɾ࿏ͷߏங

˔ยࢁড়ਫॴͷ
ɹૹਫྗͷ૿ڧ
ਫडਫͷ૿ྔΛஂۀا˔
ɹਤΓɺยࢁড়ਫॴͷ
ɹਫྗΛ૿ڧ
˔ೆ෦Ҭͷ
ɹ҆ఆڅڙͷ֬อ

ڧͷ૿ػڌਫڅ࣌ࡂ˔
ͳͲ২थɾ২ֶݟઃࢪ˔
ɹԽΛ͍ߦɺࢢຽʹ͠·
ɹΕΔড়ਫॴͱͯ͠ͷඋ

˔ยࢁড়ਫॴͱઘড়ਫॴͷࣗݾਫͷ૬ޓ༥௨
˔ยࢁড়ਫॴ͔Βઘਫ۠ҬࣗવྲྀԼʹΑΔ
ɹਫ
˔ೆ෦Ҭͷ҆ఆڅਫͷ֬อ

৽ߋʹਫಓ͍ߴͳͬͨਫಓΛੑͷ͘ݹ˔
˔ؒ�ᶳͷߋ৽ϖʔεΛجຊͱͨ͠උ

ࣄըͷओͳܭઃඋࢪ

֓要（1��）

֓要（1�3）

֓要（1�9）

֓要（1�1）

֓要（1�2）

֓要（1��）

֓要（1�7、111 ਤ2ʵࢀ�র）
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本市で࠷もݹい水道管であるҹΖ͏ܧखரమ管ٴͼ࿙水事ނ率の高いϏχール管をத৺に平成
22年度（2010年度）にࡦ定した第2次上水道施設等整備事業にͮجいてߋ৽ٴͼԽを行って͖て
おり、これらはྩ4年度（2022年度）を్にղফする༧定です。

ख、設年度、࿙水ཤྺなどに応じて、定ྔ的ŋܧ、৽・Խ工事をਐめるにあたってはߋ、ޙࠓ
総合的にධՁして༏ઌॱҐをܾ定し࣮施してい͖ます。

また、࿙水事ނ等により市ຽੜ׆にॏେなೋ次的ඃをٴ΅すϦεΫが高いي道下やװઢ道࿏下に
ຒ設された管࿏等の༏ઌ度もྀߟして、Ҿ͖ଓ͖年間8ᶳのߋ৽ϖーεをج本として整備をਐめます。

、ޙࠓ、用していますがに給水管の設ସえ*を行͏合はϏχール管をࡍ৽工事のߋ、ࡏݱ
給水管においてもより性の高いࡐ料を用して設ସえするݕ౼をਐめます。

経ߋ৽ࣄ

図7－�　ࢪઃඋܭըͷओͳࣄ

Ӣ水

企業団ઍཬװઢ
ೆઍཬذ

࿇間水
企業団

ઍཬ浄水

片山浄水ॴ

ઘ浄水ॴ

ӢਫԽඋࣄ

ۀࣄܞҬ࿈ΑΔʹࢢͼਧాٴࢢɺຳ໘ࢢɺ๛தஂۀا

ยࢁড়ਫॴਫॲཧࢪઃߋ৽ࣄ

ೆઍཬذɾยࢁড়ਫॴ
ૹਫઃࣄ

ยࢁড়ਫॴඋࣄ

ยࢁড়ਫॴɾઘড়ਫॴ࿈བྷઃࣄ

ࣄ৽ߋܦ

ࣸਅ7－2　࿙ਫ状況 ࣸਅ7－�　老朽化ͨ͠ਫಓ管

�ᶳͷߋ৽ϖʔεͷཧ༝

wۙɺ৽͘͠ઃ͢Δਫಓɺػ৯ػࢭͷେ෯ͳ্͔ΒɺࡏݱͰɺ༻
���ͱݴΘΕ͍ͯ·͢ɻ͜ ͷ༻ͷ͏ͪʹߋ৽͢ΔͨΊʹɺؒ�ˋҎ্ͷϖʔεͰߋ৽
͢Δඞཁ͕͋Γ·͢ɻ
wຊࢢͷਫಓͷ૯Ԇ���LNͰ͋Γɺؒ�LNΛߋ৽͢Δ͜ͱͰɺ��Ҏ্ͷߋ৽Λ͢Δ͜ͱ͕
Ͱ͖·͢ɻ

ޮɹՌ

࿙水事ނ等のࢭ

మさͼなどによる水のࢭ

管࿏のԽ



�9 ��

図�－�　ݐઃվྑࣄඅͷਪҠͱݟ௨͠

ୈ
̓
ষ

ࢪ　
ઃ

උ
ܭ
ը
ớ
ୈ
̏
࣍
্
ਫ
ಓ
ࢪ
ઃ


උ
ࣄ
ۀ
Ờ

ୈ
̔
ষ

　
資
ɾ
ࡒ

ܭ
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ୈ̔ষɹ資ɾࡒܭը

第̓ষʮ施設整備計画ʯにࡌهのとおり、よりڧਟな水道γεςϜへの再構築にけて、施設のԽやߋ৽
などの事業のਪਐが必要です。

計画期間における建設改ྑ工事費等の見通しはਤ8ɻ 1のとおり、ྩ 2年度（2020年度）は片山浄水ॴ水ॲ理
施設ߋ৽工事ٴͼ片山浄水ॴ・ઘ浄水ॴ࿈བྷ管設工事（２େ工事）の࠷ऴ年度でେ͖な費用がൃੜする΄か、
ͦのޙも年間30ԯԁ程度の事業費が必要で、10ޙࠓ年間の総事業費を337ԯԁと見ࠐΜでいます。

本市では、給水人ޱは増加していますが、અ水やେޱ用者の下水ར用ઐ用水道への
సの影響などにより、水ध要と給水収益はݮ少にあります。Ұํで高度経ࡁ成長期に
建設されたଟくの水道施設のߋ৽等にଟେな費用が必要となっています。

このよ͏なݫしい経営ڥのதで、施設整備の֬ݯࡒอと経営ج൫のڧԽを的とした
平成28年（201�年）4月からのஈ֊的な平均10�0％の料金改定にҾ͖ଓ͖、ྩ 2年

（2020年）4月から平均1��2％の値上͛を࣮施いたします。
ͦのޙも収入のݮ少とଟֹな費用がൃੜする状況はଓく見通しですので、経費のॖݮなど

よりҰの経営力が必要となっています。
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すいすい
トリビア ʯ܇ޒฌӴʮ水Θるʹࠓ

●๛ਉल٢のࢣ܉として༗໊ͳాࠇฌӴが、水を通してਓؒのੜ͖ํをઆいた「水܇ޒ」。
。にे通͡ますݱ、は͑ڭのͭޒがれるܧりޠࠓ　
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水
五
訓

一
．
自
ら
活
動
し
、
動
か
す
は
水
な
り

自
ら
動
い
て
模
範
を
示
す
こ
と
で
、

周
囲
を
牽
引
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

一
．
障
害
に
逢
っ
て
激
し
く
、

　
　
そ
の
勢
力
を
倍
化
す
る
は
水
な
り

困
難
に
直
面
し
て
も
、
そ
の
間
に
力
が
蓄
え
ら
れ
て
い
く
た
め
、

耐
え
て
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

一
．
常
に
己
の
進
路
を
求
め
て

　
　
止
ま
ざ
る
は
水
な
り

自
ら
が
信
じ
た
道
に
向
か
っ
て

常
に
動
き
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

一
．
自
ら
潔
く
し
て
他
の
汚
濁
を
洗
ひ

　
　
而
う
し
て
清
濁
併
せ
容
る
は
水
な
り

嫌
い
な
人
を
追
い
や
ら
ず
、
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て

共
に
頑
張
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

一
．
洋
々
と
し
て
大
海
を
充
た
し
発
し
て
　

　
　
雲
と
な
り
雨
と
変
じ
て
凍
っ
て
は

　
　
玲
瓏
た
る
氷
雪
と
化
し
て
そ
の
性
を

　
　
失
は
ざ
る
は
水
な
り

性
質
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
雲
、
雨
、
雪
な
ど

形
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
水
の
よ
う
に
変
化
に
対
し
て

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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2020
ʢ32ʣ

2021
ʢ33ʣ

2022
ʢ34ʣ

2023
ʢ35ʣ

2024
ʢ36ʣ

2025
ʢ37ʣ

2026
ʢ38ʣ

2027
ʢ39ʣ

2028
ʢ310ʣ

2029
ʢ311ʣ

̏ɹࢪઃඋܭըʢୈ্̏࣍ਫಓࢪઃඋۀࣄʣͷϙΠンτ

①水道施設ŋ管࿏の͏ͪ して、よりॏ要なものを༏ઌྀߟ給ઌをڙ給ྔやڙ、いもの、ସが͖かないものݹ、
②管࿏にͭいては、࿙水ཤྺ、の৯性、ॏ要給水施設（ආॴŋපӃ等）へのルーτなどを加ຯしてݕ౼
③ίετ໘では、アηοτϚωδϝϯτにより本市ಠࣗの施設ߋ৽ج準（ʮਧాߋ৽ج準ʯ）をもとに࠷適Խした
　ϖーεで࣮施

ըの֓ཁܭઃඋࢪ（１）

（̎）༏ઌॱҐͱίετのํ͑ߟ

ਧా市水道施設Ϛελープϥϯに͖ͮج、த長期的なࢹで施設の౷ഇ合やࢿの平準Խをਤるとともに、
๏定用年数ではなくಠࣗのਧాߋ৽ج準により、効率的な施設整備にめます。

（̏）ΞηοτϚωδϝϯτのਪਐ

ਧాߋ৽基४

ɹఔɹද

のܭ業අʹௐࠪɾઃࣄ֤˞
ɹҕୗ料がؚまΕͯいま͢ɻ

˰�ড়水ॴɺ配水のվྑ

˰�水道のߋ৽ŋԽなͲ

˰�基װ࿏のԽ

˰�配水ࢧのߋ৽ŋԽ

˰�経の取ସ

˰�水道ະඋ࿏ઢへの৽ઃ

˻උの༰ŋ方ੑ˼

˻主な事業˼

33�ԯԁ

��ԯԁ

��ԯԁ

�34ԯԁ

�ԯԁ

˔ઘড়水ॴの将来తなػఀࢭに͚たඋΛ進ΊΔɻ
˔地Լ水の૿ڧʢยࢁড়水ॴ֎のਂҪށ৽ઃɺॲཧྗの૿ڧʣɻ
˔ͦのଞɺ環境ରࡦɺ配水の౷ഇ߹なͲに取り組むɻ

ยࢁড়水ॴ水ॲཧࢪઃߋ৽事ʢظ�事ʣ
ยࢁড়水ॴඋ事ʢ2ظ事ʣ
Ӣ配水Խඋ事

˻උの༰ŋ方ੑ˼

˻උの༰ŋ方ੑ˼

˻主な事業˼
˔��ؒで̎�̺̼Ҏ্のԽΛ進ΊΔɻ

˔̺̼ؒ̔のߋ৽ϖースΛ基本にண実に進ΊΔɻ

ยࢁড়水ॴઘড়水ॴ࿈བྷઃ事　
ೆઍཬذยࢁড়水ॴૹ水ઃ事

˔ยࢁড়水ॴは地Լ水Λ水ݯと͢Δࢢ域ೆ෦の水供給のڌ点ࢪઃで͢ɻত2�	��53
のݐઃ͔Β6�Ҏ্
経աしɺٺԽしͯ いΔ΄͔ੑ͕いたΊɺͦ のߋ৽事Λ࠷༏ઌとしͯ い·͢ɻ
˔ϙϯϓなͲのઃඋにͭいͯはɺ基本తに「ਧాߋ৽基४」にΑりߋ৽し·͢ɻ
˔配水のॏཁ構にͭいͯはɺ「ਧాߋ৽基४」にࣔ͞ΕたΛ్にɺྼ Խঢ়گのஅΛͬߦた͏͑でɺ
ඞཁにԠͯ͡ߋ৽ຢは౷ഇ߹のݕ౼Λߦい·͢ɻ

˔ઘড়水ॴはɺ地にҐஔし地盤͕ೈऑでϙϯϓѹૹ͕ෆՄܽなたΊൈ本తなߋ৽はߦわない方ੑで͢ɻٺԽ
したઘড়水ॴ͕ສҰμϯしたと͖にઘ配水۠域への給水͕ՄとなΔΑ͏ɺ·たɺ将来తなػఀࢭに͚ͯ
ยࢁড়水ॴŋઘড়水ॴ࿈བྷઃ事にҾ͖ଓ͖ɺೆ ઍཬذ・ยࢁড়水ॴૹ水ઃ事Λ༏ઌతに進Ί·͢ɻ
˔֤配水·でগなくとも１ͭ のϧーτはԽで͖ΔΑ͏にૹ水Λඋし·͢ɻ	ସ͕ແい࿏ઢΛ༏ઌ

˔配水本にͭいͯはɺͦ の࿏͕ड͚ͭ࣋給水ਓޱॏཁ給水ࢪઃのの΄͔ద߹Λ૯߹తにධՁしɺ
༏ઌのߴい࿏ઢ͔Β実ࢪし·͢ɻ

˔ਧాߋ৽基४͑で࿙水ཤྺもଟく੬ऑなҹΖ͏ܧखரమ	3LN
とビχーϧ	4�LN
Λ࠷༏ઌとし·͢ɻ
ʢはฏ成3�࣌点ʣ
˔ॏཁ給水ࢪઃ࿏࿙水にΑりೋ࣍తݒ͕ࡂ೦͞ΕΔي道ަٸۓ௨࿏のԼにຒઃ͞Εた࿏Λ༏ઌతにߋ
৽し·͢ɻ

˔水道ະඋ࿏ઢにおいͯ৽たな道࿏ݐઃ࣌なͲにɺඞཁにԠͯ͡ઃし·͢ɻ

ઃ　ࢪ 　࿏

吹田更新基४年

（୯Ґɿ年）
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第̓ষʮ施設整備計画ʯにࡌهのとおり、よりڧਟな水道γεςϜへの再構築にけて、施設のԽやߋ৽
などの事業のਪਐが必要です。

計画期間における建設改ྑ工事費等の見通しはਤ8ɻ 1のとおり、ྩ 2年度（2020年度）は片山浄水ॴ水ॲ理
施設ߋ৽工事ٴͼ片山浄水ॴ・ઘ浄水ॴ࿈བྷ管設工事（２େ工事）の࠷ऴ年度でେ͖な費用がൃੜする΄か、
ͦのޙも年間30ԯԁ程度の事業費が必要で、10ޙࠓ年間の総事業費を337ԯԁと見ࠐΜでいます。

本市では、給水人ޱは増加していますが、અ水やେޱ用者の下水ར用ઐ用水道への
సの影響などにより、水ध要と給水収益はݮ少にあります。Ұํで高度経ࡁ成長期に
建設されたଟくの水道施設のߋ৽等にଟେな費用が必要となっています。

このよ͏なݫしい経営ڥのதで、施設整備の֬ݯࡒอと経営ج൫のڧԽを的とした
平成28年（201�年）4月からのஈ֊的な平均10�0％の料金改定にҾ͖ଓ͖、ྩ 2年

（2020年）4月から平均1��2％の値上͛を࣮施いたします。
ͦのޙも収入のݮ少とଟֹな費用がൃੜする状況はଓく見通しですので、経費のॖݮなど

よりҰの経営力が必要となっています。
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すいすい
トリビア ʯ܇ޒฌӴʮ水Θるʹࠓ

●๛ਉल٢のࢣ܉として༗໊ͳాࠇฌӴが、水を通してਓؒのੜ͖ํをઆいた「水܇ޒ」。
。にे通͡ますݱ、は͑ڭのͭޒがれるܧりޠࠓ　

!

水
五
訓

一
．
自
ら
活
動
し
、
動
か
す
は
水
な
り

自
ら
動
い
て
模
範
を
示
す
こ
と
で
、

周
囲
を
牽
引
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

一
．
障
害
に
逢
っ
て
激
し
く
、

　
　
そ
の
勢
力
を
倍
化
す
る
は
水
な
り

困
難
に
直
面
し
て
も
、
そ
の
間
に
力
が
蓄
え
ら
れ
て
い
く
た
め
、

耐
え
て
努
力
を
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

一
．
常
に
己
の
進
路
を
求
め
て

　
　
止
ま
ざ
る
は
水
な
り

自
ら
が
信
じ
た
道
に
向
か
っ
て

常
に
動
き
続
け
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

一
．
自
ら
潔
く
し
て
他
の
汚
濁
を
洗
ひ

　
　
而
う
し
て
清
濁
併
せ
容
る
は
水
な
り

嫌
い
な
人
を
追
い
や
ら
ず
、
良
い
と
こ
ろ
を
見
つ
け
て

共
に
頑
張
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。

一
．
洋
々
と
し
て
大
海
を
充
た
し
発
し
て
　

　
　
雲
と
な
り
雨
と
変
じ
て
凍
っ
て
は

　
　
玲
瓏
た
る
氷
雪
と
化
し
て
そ
の
性
を

　
　
失
は
ざ
る
は
水
な
り

性
質
は
変
わ
ら
な
い
も
の
の
雲
、
雨
、
雪
な
ど

形
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
る
水
の
よ
う
に
変
化
に
対
し
て

柔
軟
に
対
応
す
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
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ද�－�　ޙࠓ��年ؒͷऩӹతऩࢧҰཡ

ද�－2　ޙࠓ��年ؒͷࢿຊతऩࢧҰཡ
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Ұཡࢧऩࡒ（１）
収支を以下の表8ࡒ10年間のޙࠓ 1ɻٴͼ表8 2ɻにおࣔしします。
収益的収支（表8 1ɻ）では、水ध要のݮ少等による料金収入のݮ少が見ࠐまれるத、より効率的な業務ҕୗの

Ձ償٫費が増加するため、水道事業費用はݮ৽等にってߋするものの、施設のݮ用等により職員給༩費はॖ׆
おおΉͶԣばいとなる見通しです。

ྩ2年（2020年）4月からの平均1��2％の料金改定により計画期間内での収支ΪϟοプはൃੜしまͤΜが、
収益下のはมわらͣ 、単年度७ར益は年々ݮ少するものと見ࠐΜでいます。

本的収支（表8ࢿ 2ɻ）では、ຖ年、ଟֹの建設改ྑ費を計上しています。企業債にͭいては、計画期間のલ
ではやΉをಘͣଟֹの借入を見ࠐΜでいますが、ޙではকདྷੈへのෛ୲の増加をྀߟし、企業債にա度に
པることをආけ、償還金とಉ程度の7ԯԁとしています。このことにより30ԯԁ程度のෆֹが߃常的にൃੜ
する見通しです。

（̎）ӡసߴۚࢿのݟ௨͠
ྩ2年度（2020年度）には２େ工事の成等にってଟֹの支払いがੜじますが、ྩ 2年4月から値上͛

さͤていたͩくことでࢿ金ෆにはؕらͣ 、健全な事業ӡ営がՄ能となる見通しです。

（１）効率Խŋ健全ԽのͨΊのऔ組ํ
が֬อでߧ収支の見通しでは、収支均ࡒ10年間のޙࠓ る͖経営状況となっています。
本市では平成21年度（2009年度）からアηοτϚωδϝϯτにऔり組Έ、த長期的なࢹで持ଓՄ能な事業

経営にめていますが、ޙࠓも健全Խにけたさらなるऔ組のॆ࣮をਤります。
水道料金にͭいては、̏ 年から̑ 年のप期でূݕするとともに、必要に応じて見しを行います。
また、経費のॖݮ、αーϏεの上ٴͼ市ຽへのஸೡなઆ໌などにҰ力し、市ຽ理ղをಘた え͏で、水道

料金水準の適ਖ਼Խを指します。

（୯Ґ：ඦສԁ、੫ൈ）
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健全な水道事業経営をޙࠓも持ଓするために、以下の２をࡒ計画の標としています。

水道事業経営の持ଓ性上のために必要なӡసࢿ金の֬อを指し、ྩ 11年度（2029年度）における
ʮӡసࢿ金残高ʯの標ֹを2�ԯԁとしています。

改定ޙの料金水準では、ྩ �年度（2024年度）にӡసࢿ金20ԯԁを֬อで͖る見通しです。ྩ 10年
度（2028年度）には࠷ݶ必要な1�ԯԁをҰ時的に下回るਪ計݁Ռになっていますが、ߋなる経費ॖݮに
めながら、料金ࢉ定期間の࠷ऴ年度にあたるྩ�年度までに改めて料金水準等のূݕを行います。

 標 １

কདྷੈにա度なෛ୲を残さないよ͏ に、企業債借入ֹの適ਖ਼Խをਤります。借入ֹを償還ֹとಉ程度の
水準までとすることなどにより、ྩ 11年度（2029年度）におけるʮ企業債残高対給水収益比率ʯを3�0％程
度までにとどめます。

 標 2
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効率的にਪਐͭ事業を計画的・ࡦ本ํにԊった施جけ、4ͭのにݱ本理೦の࣮ج
していくために、事業͝との計画（1MBO）を定め、ͦ れを࣮行(%P)し、ͦ の౸ୡをݕ・ධ
Ձ($IFDL)し、計画を見し改ળ("DUJPO)する1%$"αイΫルにより、ܧଓ的に計画のਐ
管理を行います。

̍ɹਪਐମ੍

4ͭのج本ํにͮجいた۩体的な࣮行計画としてʮアΫγϣϯプϥϯʯをࡦ定します。
ʮアΫγϣϯプϥϯʯでは年度͝とのऔ組を౿まえた標を設定します。標はで͖るͩけ

管理指標などによる数値Խをਤり、ܧଓ的なਐ管理とੳ・ධՁを行 と͏ともに、必要に
応じて見しを行ってい ま͖す。

また、本計画の計画期間は10年間とத長期にわたることから、�年には水道事業をऔり
くࣾձのมԽやୡ成状況などを౿まえて見しを行い、ϩーϦϯグによるϑΥϩーר
アοプを行います。

̎ɹਐ管理ͱධՁɾݟ͠

、やϗーϜϖーδ等でਵ時ެ表し、۩体的なऔ組内༰のਐ状況や経年的なมԽࢽใ
計画のਐ行管理にͭいてʮ見えるԽʯをਤり、市ຽにわかりやすいใఏڙにめます。

̏ɹެද

年度

年度

$IFDL
ݕ・ධՁ

$IFDL$IFDL
ݕ・ධՁ

1MBO1MBO1MBO
ํ・施ࡦ・事業のܾ定

標の設定

1MBO1MBO1MBO
ํ・施ࡦ・事業のܾ定

1MBO
ํ・施ࡦ・事業のܾ定

標の設定

%P%P%P
࣮・行動
%P

࣮・行動

"DUJPO"DUJPO"DUJPO
見し・改ળ

"DUJPO"DUJPO"DUJPO"DUJPO
見し・改ળ

ݱ本理೦の࣮ج

ྩ17年度

2035年度

౼ݕըのܭظ࣍
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問̍

ਧాࢢਫಓۀࣄʹؔすΔࢢຽΞンέʔτௐࠪ

は͡めに 、͝ ࣗの͜とについておたͣͶします 。

平成２̕年（ ２̌̍̓年 ）̍ ２月̍日現 のあなたの満ࡏ 年 ྸをڭえてください 。

※実 施 要 ྖは P 2 0をࢀ র 。

̍ɽ̍ ɽ̏̏ ࡀʙ２̕ࡀ以下 ２ɽ２̌ࡀ̕ ࡀʙ̏̕ࡀ̌

̐ɽ̐ ɽ̑̑ ࡀʙ̐̕ࡀ̌ ɽ̒̒ ࡀʙ̑̕ࡀ̌ ࡀʙ̒̕ࡀ̌

̓ɽ̓ ʙ̓ࡀ̌ ɽ̔̔ ࡀ̕ 以上ࡀ̌

問̐ 水 道 水を安৺してར 用できますか 。 （�つだけに○印）

̍ɽ安৺している ２ɽどちらかといえ安৺している             

̏ɽやや不安である （ˠ問̐－̍ へ） ̐ɽ不安である　（ˠ問̐－̍ へ）

問̐－̍ 問̐で「 ̏ ɽやや不安である 」「 ̐ ɽ不安である 」とお答えの方におฉき
します 。理 ༝はԿですか 。 （�つだけに○印）

̍ɽ水源の水質に不安を͡ײているから                             

２ɽ水質に関する情報が不足しているから

̏ɽ受水槽の管理がेかどうかΘからないから  　　　

̐ɽড়水ثや市ൢのϖοトϘトル水がചれているから

̑ɽ水道施設（ড়水所や水道管など）が安全かどうかΘからないから

̒ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　）

問２ あなたの 性 別をڭえてください 。

̍ ɽஉ性  ２ ɽঁ 性

問̏ 平成２̕年̍２月̍日現 のあなたのおॅまいのொ໊をࡏ
別 」ࢴ ਧ ా市 地 Ҭ 別 ொ໊一ཡ 表 」の ൪߸でお答えください 。

ொ໊൪߸ 　 　（ 　 　 　 　 　 ）

（お答えいただけるൣғでおئいします）

水 道 水の 安 全 性・信 頼 性について

ਧా市では、市民のօ༷に安৺して水道水を使っていただくため、水源からऄޱまでのపఈした

水質管理と事ނ時の対応方法を定めた「水安全ܭը」をӡ用し、２̐ 時間体制で水質視を行って

います。そ͜で、水道水の安全性と信頼性についておたͣͶします。
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問̓ ڊ 大 地 震に備える水 道 施 設の耐 震化の重要 性についておฉきします 。
（�つだけに○印）

̍ɽඇ常に重要である （ˠ問̓－̍ へ） ２ɽ重要である　（ˠ問̓－̍ へ）

̏ɽあまり重要でない （ˠ問̓－２へ） ̐ɽ重要でない　（ˠ問̓－２へ）

問̒－̍ 問̒で「 ̍ ɽ大きな問 題だとࢥう 」「 ２ ɽ問 題だとࢥう 」とお答えの方に
おฉきします 。その理 ༝はԿですか 。 （３つまでに○印）

̍ɽ水道水がࣗ༝に使えなくなるڪれがあるから

２ɽ水道水の安全性がଛなΘれるڪれがあるから

̏ɽ水道施設の更新にല大な費用が必要となるから

̐ɽ水道施設の更新費用確保のために水道料金の値上͛が

　  ༧されるから

̑ɽ水道管の࿙水事ނ等によりਁ水や道路ؕなどのڪれが

　  あるから

̒ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問̒－２ 問̒で「 ̏ ɽあまり問題だとࢥΘない 」「 ̐ ɽ全く問題だとࢥΘない 」
とお答えの方におฉきします 。その理 ༝はԿですか 。

̍ɽ͜ のઌも、͜ れまでどおり水道水は使えるとࢥうから

２ɽ現ࡏとくに不合がなく、将来考えれよいとࢥうから

̏ɽ水道水がࣗ༝に使えなくなってもࠔらないとࢥうから

̐ɽ老朽化の認ࣝはあるが、実ײがないから

̑ɽ老朽化について情報が不足しているから

̒ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

水 道 施 設の耐 震化について

Θが ࠃ で ۙ 年 頻 ൃ するڊ 大 地 震 では 、ଚい人໋ が ࣦΘれ 水 道 施 設にもਙ 大なඃ  を受け

ました 。平成̓年（ ̍̑̕̕年 ）にൃ 生したࡕ ਆ ୶ 路 大 震 災では 、ਧ ా 市 でもড়水 施 設や水 道

管がյれ 、ଟくの市民が水を使えない生 いられましたڧを׆ 。

また 、౦日本 大 震 災 ۽、 本 地 震ではൃ 災 直 から職ޙ 員を しݣ 、現 地での応 急 給 水 ׆ 動に

ै 事しました 。͜ の ׆ 動 からಘられたڭ を܇ 災 対 策 にいかすとともに 、͜ れからൃ 生 が ة

ዧされているೆ ւトラϑ地 震や上ொ 断  ଳ地 震に備え 、地 震にڧいড়水 所や水 道 管などの 

備をਪ 進していると͜Ζです 。そ͜で 水 道 施 設の耐 震化について 、おたͣͶします 。

問̑ 水 道 水をどのように飲Μでいますか 。お やコーώー等に 水 道 水を使 用する場 合も
ؚめてお答えください 。

̍ɽড়水ثを通さͣ、飲Μでいる　（ˠ問̑－̍ へ）

２ɽড়水ثを通して、飲Μでいる　（ˠ問̑－̍ へ） 

̏ɽ水道水は飲まない（市ൢのϖοトϘトル水等をར用）

問̒ ۙ 年 、「 水 道 施 設の老 朽 化 」がςϨビや 新 ฉなどで 、大きなࣾ 会 問 題として報͡られ
ていますが 、どのように͡ײられていますか 。

̍ɽ大きな問題だとࢥう （ˠ問̒－̍ へ）

２ɽ問題だとࢥう （ˠ問̒－̍ へ）　

̏ɽあまり問題だとࢥΘない （ˠ問̒－２へ）　

̐ɽ全く問題だとࢥΘない （ˠ問̒－２へ）

̑ɽらないຢは、関৺がない

問̑－̍ 問̑で「 ̍ ɽড়水ثを通さͣ 、飲Μでいる 」、「 ２ ɽড়水ثを通して 、飲 Μ
でいる 」とお 答えの方にお ฉきします 。水 道 水についてどのようにࢥい
ますか 。

（�つだけに○印）

（�つだけに○印）

（あてはまるものすべてに○印）

̍ɽ水道水は安全である

２ɽ水道水はおいしい

̏ɽ水道水は安 価である

̐ɽ市ൢのϖοトϘトル水などとຯにมΘりはແい

̑ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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水 道 施 設の老 朽 化について

全ࠃの水道事業体では、ড়水所や水道管など水道 施設の老朽化が進行し、その更新が՝ 題と

なっています。ত和２年（̍̕ ２̓年）の水道事業設以来̌̕年のྺ࢙があるਧా市でも施設の

老朽化は大きな問題であり、特に水道管の内、ݹい水道管がめる割合を表す指標（平成２̔ 年度 

経年化管路率̏̓ ɽ̑ ％）は、全ࠃతにも高い状況となっています。そ͜で水道施設の老朽化につい

て、おたͣͶします。
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問̕ 地 震 直 の断ޙ 水に備え 、人が 生きていくために必 要な̍人̍日̏リοトルの飲 料水を
࠷ 低̏日（ ̍人̕リοトル ）は֤ࣗで 備 する͜との必 要 性をお らͤしています 。
災に備え 、飲 料水を備 していますか 。

̍ɽे （̍人̍日̏リοトルを̏日以上）、備している

２ɽे ではないが、ある程度備している

̏ɽ備していない

̐ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 1 0 ਧా市では 、水使 用量の低下に伴い料金収 入が減গするத 、水道 施設の更新 、耐震化
にଟ ֹの費 用を要する͜とから 、その財 源 確 保として 、平成２̔年̐月に̍̕ 年Ϳりと
なる水道料金の値 上 （͛ ２ஈ֊で平ۉ改定率̍̌ ％ ）を実施さͤていただきました 。
その͜とを͝ ଘですか 。（�つだけに○印）

（１つだけに○印）

̍ɽ値上͛の理༝をؚめ、よくっている （ˠ問̍̌ －̍ へ）

２ɽ値上͛した͜とは、っている （ˠ問̍̌ －̍ へ）

̏ɽฉいた͜とはある （ˠ問̍̌ －̍ へ）

̐ɽ全くらなかった

問 1 0－̍ 問̍̌で 、「 ̍ ɽ値 上͛の理༝をؚめ 、よくっている 」「 ２ ɽ値 上͛した
͜とは 、っている 」「 ̏ ɽฉいた͜とはある 」とお答えの方にお ฉきし
ます 。̍ ̌％ の 水 道 料 金 の 値 上͛ について 、どのように いますかࢥ 。
（�つだけに○印）

̍ɽ必要な͜とだとࢥう （ˠ問̍̌ －̍ －̍ へ）

２ɽやむをಘないとࢥう （ˠ問̍̌ －̍ －̍ へ）

̏ɽ不満である （ˠ問̍̌ －̍ －２へ）

̐ɽ関৺がない

̑ɽよくΘからない

̒ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

水 道 料金について

水 道 事 業は ੫ 金に頼る͜となく 、́ ぼ すての費 用を市民 の օ ༷ からいただく水 道 料 金で

っています 。その水 道 料 金は 、２か月͝とに 水 道ϝーλーを検 し 、下水 道 使 用 料とあΘ ͤ

てٻさͤていただいています 。そ͜で 、水 道 料金についておたͣͶします 。

問̔ 現 ࡏ 、水 道 施 設の更 新にあΘ ͤて耐 震化するなど ޮ 率 తな施 設  備をਪ 進してい
ますが 、工 事にはଟ ֹの費 用が必 要となります 。その͜とについてどのようにࢥいま
すか 。

̍ɽ費用がかかっても、更新・耐震化を優ઌして進めるき

２ɽ更新・耐震化のためなら、গしくらい費用がかかる͜とは方がない

̏ɽ更新・耐震化がれても、費用をできるだけえて進めるき

̐ɽ費用がかかるなら更新・耐震化の必要はない

̑ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問̓－̍ 問̓で「 ̍ ɽඇ 常に重要である 」「 ２ ɽ重要である 」とお答えの方におฉ
きします 。その理 ༝はԿですか 。（３つまでに○印）

̍ɽ飲み水が不ेだと生໋にݥةが及Ϳから

２ɽපӃでのྍ࣏や避 所での生׆に支োがग़るから

̏ɽ水道が使えないとՐ災ൃ生時の消Ր׆動に支োがग़るから

̐ɽ水道が使えないと不衛生になり、છපが流行するڪれがあるから

̑ɽ断水期間が長くなると大きなストϨスとなるから

̒ɽ会ࣾやֶߍ等のࣾ会׆動に影 響がग़るから

̓ɽࣾ 会全体の෮چ・෮ڵに影 響がग़るから

̔ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問̓－２ 問̓で「 ̏ ɽあまり重要でない 」「 ̐ ɽ重要でない 」とお答えの方におฉ
きします 。その理 ༝はԿですか 。（３つまでに○印）

̍ɽ当໘の飲み水はࣗら備しているから

２ɽϖοトϘトル水などが配られるから

̏ɽඃ災していないྨや༑人のお世になれるとࢥうから

̐ɽ給水ंが回ってくるとࢥうから

̑ɽ断水期間が長くなってもզຫできるとࢥうから

̒ɽ耐震化にଟֹの費用が必要とࢥうから

̓ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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問 11 水 道 事 業 の 特  で っている͜とはԿですか 。

̍ɽ原ଇ、市ொଜが経営する͜とになっている

２ɽ基本తには੫金を使Θͣ水道料金収入のみで経営している

̏ɽ市ொଜ͝とに水道料金がҧう（料金のܾ定には市ٞ会でのܾٞが必要）

̐ɽ大規模地震に備えた水道施設の耐震化を進めている

̑ɽ災時にも「そ͜にいけ必ͣ水がある場所」として、市内に̕か所の

　  給水ڌ点がある

̒ɽ水道施設の老朽化が進Μでいる

̓ɽ水道水の使用量が年ʑ減ってきている

̔ɽ水道料金は、下水道使用料とあΘͤて２か月͝とに支払っている

̕ɽ料金支払いを࠲ޱৼସにすると̍回あたり̍̌ ̌円の割Ҿがある

̍̌ ɽ֤ 戸へのҾき込み管（給水管）は、水道ར用ऀの所有財産である

̍̍ ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 1 2 水 道に関してりたい 情 報はԿですか 。

̍ɽ水道水の安全性 ２ɽ水道料金のしくみ

̏ɽ災対策への取組 ̐ɽ࿙水などࠔったときの対応

̑ɽ水道事業の経営状況 ̒ɽイベントの開࠵情報

̓ɽڥ対策への取組 ̔ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　）

（あてはまるものすべてに○印）

（あてはまるものすべてに○印）

問 1 3 水 道 部が 、年２回「 市 報  すいた 」と一 ॹに市 内 全 戸におಧけしている 報 ࢽ
「 すいどうにΎーす 」を͝ ཡになった͜とがありますか 。

̍ɽಡΜだ͜とがある ２ɽಡΜだ͜とはない

（１つだけに○印）

問 14 水 道 部のϗーϜϖーδを͝ ཡになった͜とがありますか 。

̍ɽ見た͜とがある ２ɽ見た͜とはない

（１つだけに○印）

 報・̧̥について

水 道 部では 水 道に関する情 報をお えするため 、 報 」ࢽ すいどうにΎーす 」を年２回 ൃ 行

するとともに、ϗーϜϖーδや֤छイベント׆動等により、報・̧̥׆動にめています。そ͜で

おたͣͶします 。

問 1 0－̍－̍ 問̍̌－̍ で 、「 ̍ ɽ必 要な͜とだとࢥう 」「 ２ ɽやむをಘないとࢥう 」
とお答えの方におฉきします 。その理 ༝はԿですか 。
（３つまでに○印）

̍ɽ水道使用量が減り収入がམち込Μでいるから

２ɽ水道施設の更新・耐震化にଟֹの費用が必要だから

̏ɽ水道事業が࣋ଓできなかったら将来の人たちがࠔるから

̐ɽ̍ ̕年間値上͛していなかったから

̑ɽਧా市の水道料金は大ࡕ 内でも安い方だから

̒ɽ電ؾ、ガス料金と比ֱして水道料金は安いから

̓ɽςϨビや新ฉで水道の経営ػةの報道を見るから

̔ɽ水道部が必要性を報しているから

̕ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

問 1 0－̍－２ 問̍̌－̍ で 、「 ̏ ɽ不満である 」とお答えの方におฉきします 。
その理༝はԿですか 。 （３つまでに○印）

̍ɽ水道料金は安い方がいいから

２ɽ生׆が苦しくなるから

̏ɽਧా市より水道料金が安い市ொଜがあるから

̐ɽ水道部の経営力が足りないとࢥうから

̑ɽ水を大量に使う企業が負担すれよいとࢥうから

̒ɽ੫金を入すれよいとࢥうから

̓ɽआ金すれよいとࢥうから

̔ɽ水道料金を値上͛する理༝がよくΘからないから

̕ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
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問 1 6 ͜れからਧ ా市の水 道 事 業に対して 、どのような施 策を期 しますか 。
下 ه の（ ̍ ）ʙ（ ̍̍ ）の項目について 、期 する大きさをお答えください 。
（֤߲͝ͱに１つだけ○印）

項　　目
期する大きさ

（̍）飲み水としての安全な水道水

（２）水道水の加価値としての、おいしい水

（̏）老朽化した水道管の更新など健全な水道施設

（̐）施設の耐震化や応急給水のॆ実など災にڧい水道

（̑）ଠཅޫൃ電のಋ入などڥにやさしい事業ӡ営

（̒）業務ҕ託のਪ進などޮ率తな事業ӡ営

（̓）ଞ市ொଜ水道事業体とのҬతな事業ӡ営

（̔）料金支払方法のଟ༷化などॆ実した市民サービス

（̕）୭もが必要な水道水をे使えるための料金水準

（̍̌ ）水道事業にしむためのイベント、報・ௌ

（̍̍ ）そのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　）

̖　　̗　　̘　　̙

̖　　̗　　̘　　̙

̖　　̗　　̘　　̙

̖　　̗　　̘　　̙

̖　　̗　　̘　　̙

̖　　̗　　̘　　̙

̖　　̗　　̘　　̙

̖　　̗　　̘　　̙

̖　　̗　　̘　　̙

̖　　̗　　̘　　̙

̖　　̗　　̘　　̙

大 小

水 道 事 業について

水道部では 、現ࡏ水道事 業の基 本ܭըとなる「 新すいすいビδϣン（ Ծশ ）」を策定しています 。

͜のܭ ըは 、生 にܽかす͜とのできない水׆ 道を将 来にΘたって࣋ ଓさͤるため 、平成̏̍年度

（２̌̍̕ 年度）から̍ ̌年間の事業ӡ営の方向性と施策を໌らかするものです。

そ͜で ࠷、 に本ޙ 市の水 道 事 業 全 ൠについて 、おたͣͶします 。

問 1 5 水 道 部からの 情 報をおಧけする方 法としてྑいとࢥうものをお答えください 。

̍ɽ水道部の報ࢽ「すいどうにΎーす」

２ɽ水道部のϗーϜϖーδ

̏ɽਧా市の報ࢽ「市報すいた」

̐ɽਧాケーϒルςϨビ

̑ɽπイολーやϑΣイスϒοクなどの̨̨̣

̒ɽ「ՆٳみすいすいくΜࡇり」など水道部のイベント

̓ɽଞஂ体がओ࠵するイベント

̔ɽ職員が地Ҭにग़向いて水道についておしする「ग़前講࠲�」

̕ɽそのଞ（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

（３つまでに○印）

問 1 7 ਧ ా市の水 道 事 業について 、どのように͡ײていますか 。

̍ɽ満足している ２ɽどちらかといえ満足している

̏ɽどちらかといえ 不満である ̐ɽ不満である

問 1 8 その ଞ 、水 道 事 業や水 道 部について͝ҙ 見・͝ر望 等がありましたら 、͝ ه 入
ください 。

以 上でアンケートは ऴྃです ࠷。 まで͝ޙ 協力いただき 、ありがとう͟͝いました 。

（１つだけに○印）

̖：大いに期している ̗：期している
̘：あまり期していない ̙：期していない



資－11資－1�

資
料
‐
2

　ਫ
ಓ
ࣄ
ۀ
ܦ
Ӧ
৹
ٞ
ձ
Ͱ
ͷ
「
ࢾ

」「

ਃ
」

資
料
‐
2

　ਫ
ಓ
ࣄ
ۀ
ܦ
Ӧ
৹
ٞ
ձ
Ͱ
ͷ
「
ࢾ

」「

ਃ
」

資料-2 ਫಓܦۀࣄӦ৹ٞձͰͷ「ࢾ」「ਃ」

　 水 道 事 業 経 営 ৹ ٞ 会 は 、市 長 の ࢾ 問 に 応͡ 、水 道 事 業 経 営 に 関 する重 要 事 項 について

調査৹ٞし 、答ਃをします 。また 、水道事業 経営について 、市長にҙ見をड़る͜とができます 。

現ࡏୈ12࣍（期2年）となっており、ֶ ࣝ経5໊ऀݧ、水道使用ऀҕ員16໊でߏ成されています。

　 新たな基 本 ܭ ը 策 定にઌ 立ち 、平成 2 9 年（ 2 0 1 7 年 ）9月5日にਧ ా 市長から水 道 事 業 経 営

৹ ٞ 会 に「 ਧ ా 市 水 道 事 業 の 新たな 基 本 ܭ ը について ࢾ「 問 がありました 。ಉ ৹ ٞ 会で は

͜れを受けて5回に及Ϳ৹ٞを進められ 、平成 3 0 年（ 2018 年 ）5月2 5日に答ਃをग़されました 。

水 道 部では͜の答ਃにԊって新たな基 本 ܭ ը「 すいすいビδϣン2 0 2 9 」を策 定しました 。

2�吹水企第�1�߸
平成2�年�݄�
ʢ201�年ʣ

吹田市水道事業経営審議会
　会長　ܙ　٧一　　༷

　吹田市水道事業経営審議会規ଇʢ平成2�年�݄�1改正�規ଇ1�߸ʣ第2に基ͮき、
下هの事߲についてو審議会の意見を求めます。

̍　吹田市水道事業の新たな基本計画について

水道事業経営の重要事߲に関するௐࠪ審議についてʢࢾʣ

ه

以上

吹田市長　後౻　ܓೋ

զがࠃにおいては、طに人口減少、節水型社会が前提となり、今後も料金収入の減少が
見ࠐまれる中、ڊ大地震のڴҖ、施設老朽化の進行、技能・技術の継承等は全ての水道事
業体が๊える共௨の課題です。
これらの課題に対応するため、本市では平成22年に「すいすいビδϣン2020」を策定し、
6本の柱からなる6�の事業を進めるとともに、平成2�年には「吹田市水道施設マスλーϓラ
ン」を策定し、水道施設ߏ࠶ஙの道ےを示したうえで、施設・管路の耐震化と更新を推進し
ているとこΖです。
また、これら施設整備に必要となる財源を確保するため、平成28年�݄には1�年Ϳりとな
る料金値上げを実施し、経営基盤強化にも取組Μできました。
しかし、この間、水道水の安定供給をڴかす༷ʑな事が発生しています。平成2�年�݄
の౦本大震ࡂ並びに平成28年�݄の۽本地震では、ଚい人໋と財࢈がࣦわれるとともに、
水道施設にもਙ大なඃが発生しました。さらにインフラの老朽化が大きな社会題となっ
た平成2�年の中ԝࣗಈं道ࢠトンωϧఱҪ൘མ下事ނや関౦地方の水源である利根
水系で発生した水࣭事ނなど、従来からೝࣝしていたリスクが更にݦஶなܗで現われてきて
おり、զʑ水道事業体の対応もٸ務となっています。
経営໘では、水需要の減少等による収益の下など水道事業を取רく状況がѱ化する中
にあって、水道事業の広域化、ίンηッγϣン方ࣜによる運営ݖの民間委託、民間資金とノ
ウハウを活用するＰ̛̞ 事業など༷ʑな経営基盤強化の手法がࠃから示されています。その
中でも、広域化に関して、全ࠃ的に統合に向けた活発なಈきがग़てきました。大阪府では大
阪広域水道企業団と市ொଜ水道事業との統合が࢝まっており、平成2�年�݄から࢛ᑍ
市、ଠࢠொ及びઍૣ阪ଜの�団体が統合事業を։࢝しました。さらに�市ொの水道事業体
が平成�1年�݄からの統合に向けてڠ議を進めています。
ް生࿑ಇলは、平成2�年�݄にこれまでの水道ビδϣンに代えて、来るべき時代に求めら
れる課題に戦するため、安全、強ਟ、持続の�つの؍点に基ͮく「新水道ビδϣン」を公ද
しました。
さらに平成26年8݄には૯務ল௨により、全ࠃの公営企業に対して、経営基盤の強化と
財政マωδメントの向上に取組むための「経営戦略」の策定が求められています。
このような状況の中、本市では「すいすいビδϣン2020」の大きな方向性は引継͗つつ、平
成�1年度から10年間を計画期間とするʢԾশʣ「新すいすいビδϣン」ʢ以下「新ビδϣン」ʣ
の策定にண手することとしました。
新ビδϣンは、すいすいビδϣン2020と同༷に本市水道事業の基本計画とҐஔけ、基
本理೦やその実現に向けた施策、事業にՃえて、施設整備についての۩体的な取組などを
明らかにするとともに、事業運営に必要となる資金やその確保策についての考え方を資・
財政計画の中で明示します。
以上のことから、本市水道事業の新たな基本計画の策定にあたり、健全な水道施設のҡ
持と持続可能な事業経営を図るため、これからの10年間で必要な施設整備と経営基盤強
化の方策について意見を求めるものです。

ʢࢾのझࢫʣ
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平成�0年�݄2�
ʢ2018年ʣ

吹田市長　後�౻ܓ���ೋ�༷

　平成2�年(201�年)�݄�け2�吹水企第�1�߸にてࢾされた「吹田市水道事業の
新たな基本計画について」別ࢴのとおりਃします。

水道事業経営の重要事߲に関するௐࠪ審議についてʢਃʣ

吹田市水道事業経営審議会
会�長　ܙ���٧�一

吹田市の水道事業は、ত和2年(1�2�年)の事業։࢝以来�0年以上にわたり、市民生活、
大ڊ設された施設・管路の更新とݐ成長期にࡁでは、高度経ࡏ業活ಈを支え続け、現࢈
地震に備える耐震化を大きな柱としながら、水道γスςϜのߏ࠶ங事業にண手している。
水道෦は、これらの施設整備をண実に進めるとともに、効率的な経営と地域に根ࠩした
事業運営を目指し、平成21年(200�年)12݄に「すいすいビδϣン2020ʙ吹田の水ඪʙ」を
策定し、平成�2年度(2020年度)を目ඪ年次として事業を推進している。
この間、平成28年(2016年)�݄には、当審議会からのਃに基ͮき、2年間で平10ۉ�と
なる水道料金の値上げを実施し、経営基盤の強化を図っている。
一方、すいすいビδϣン2020策定後の平成2�年(2011年)には౦本大震ࡂが、平成28
年(2016年)には۽本地震が発生し、インフラの耐震化・老朽化対策など、զがࠃの社会基
盤整備の重要性が改めてුきூりになった。また、平成2�年(2012年)には、関౦地方の水
源である利根水系で水道水源の安全をڴかす水࣭事ނが発生している。
ް、でも༷ʑなಈきがありࠃ 生࿑ಇলにおいては、平成2�年(201�年)に安全・強ਟ・持
続をίンηϓトとする新水道ビδϣンを公දするとともに、広域連携や民連携の推進を
柱とする水道法の改正が現ࠃࡏ会で審議されている。૯務লでは、今後10年間の資・
財政計画を明らかにする経営戦略の策定を全ࠃの公営企業に要するなど、水道事業を
取רく情は、すいすいビδϣン2020策定後も大きくม化している。
このような状況の中、当審議会は、平成2�年(201�年)�݄�に市長から「吹田市水道事
業の新たな基本計画について」ࢾをडけた。
զがࠃの人口が長期的な減少ہ໘にಥ入する中にあって、吹田市の人口は増Ճ傾向を
示しているものの、近い将来には減少に転じることは明らかであり、その際には水需要も
今以上のམࠐΈが見ࠐまれることから、更なる節水型社会への対応が必要である。
また、すいすいビδϣン2020は策定から8年が経աし、平成2�年(2012年)�݄には水源
から給水ખまでの水࣭管理のҡ持・向上を目的とする「水安全計画」を定め、平成2�年
(201�年)�݄には、֓ ね�0年後の水道施設の将来૾を示した「吹田市水道施設マスλーϓ
ラン」を策定し、طにยࢁড়水所の整備を中৺とするߏ࠶ங事業を進めている。
当審議会では、「安全で強ਟな水道水の供給を目指す施設整備」、「吹田のಛ性を活か
す事業運営」、「持続可能な水道事業の経営」の�つの視点から、�ճにわたって審議し、こ
こにਃを取りまとめたものである。
また、ࢾ審議にઌ立ͪ、ֶ ࣝ経ݧ者委һから「フューチャー・デザイン」と題して将来
世代の視点から施策を考える取組の提Ҋを、また「これからの水道事業のあるべき経営
態」と題して水道事業に૬応しい༷ʑな経営管理・分ੳ手法の提Ҋをडけ審議した݁ܗ
果も踏まえている。
新たな基本計画の策定にあたっては、本ਃに基ͮき、ライフライン事業者として安全
な水道水の供給と強ਟな水道施設のߏஙに全力で取組むとともに、広報・イベントなどを
௨じて市民との対を進め、経営໘においてはより一層の企業性を発شすることで、市民
からの更なる信པを得られることをಛにむものである。

͡Ίに
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吹田市水道෦は平成2�年(201�年)�݄に策定した「吹田市水道施設マスλーϓラン」に
基ͮき、水道γスςϜのߏ࠶ஙに向けて積極的な施設整備に取組Μでいる。
今後も水道事業が直໘する人口減少及び水需要の減少、ڊ大地震等のࣗવࡂへの備
えをはじめとするة機管理の向上のほか、水࣭管理のҡ持・向上及び環境負ՙ減の推
進を視点としながら水道ωットϫークをより充実させていく考え方に基ͮきߏ࠶ங事業を
ண実に進めることが重要である。
その中で、以下の点に留意して事業の推進を図るべきである。

１　҆શͰڧਟな水道水のڅڙをࢪ͢ࢦઃඋについて

吹田市は、「ਨ水のୌ」がສ༿ूにӵわれるなど、ݹ来より水にΏかりのある地域であ
る。ઍཬٰྕからྲྀれるྑ࣭で๛な地下水は、地震等のࡂに強い水源であることのほ
か、ཎ水系のΈにґଘすることなくෳの水源を持つことにより水源水࣭事ނ等のリス
クを分ࢄできる強Έがあるため、地下水を確保しそのড়水ॲ理のノウハウを積してき
た。
また、ত和��年(1��0年)には大阪ສതが։࠵され、本ॳのχューλウン։発が行わ
れるなどٸな発展をげてきた。それから�0年が経աし、現ࡏでは高度経ࡁ成長期
にݐ設されたଟくの水道施設が一੪に更新時期を迎えている。このことは、ܹٸな更新
資の増Ճによる財政ѱ化がݒ೦される一方で、次世代の水道γスςϜへ効率的にߏ࠶ங
できる機とଊえることもできる。
これらのような吹田市の地域ಛ性を踏まえ、必ͣしもࠃや府が示すඪ準的な水道にとら
われない「吹田らしさ」を活かした水道事業を考える必要がある。今や市民生活や࢈業活
ಈに欠かすことのできない水道水を、将来にわたり安定して供給し続けるために、健全経
営を持続することの必要性を市民に分かりやすく説明し、信པされる近な水道を目指す
とともに、水道事業の持続可能性の向上を図ることが重要である。
その中で、今後の事業の推進にあたっては、以下の点に留意されたい。

２　ਧాのಛੑを͔͢׆事業運営について

ยࢁড়水所水ॲ理施設更新事及びยࢁড়水所・ઘড়水所連བྷ管設事をண実に
進めるとともに、ઘড়水所の将来的なഇ止を見据えたೆ෦地域への安定給水確保のため
の施設整備として、ยࢁড়水所における地下水源の増強や大阪広域水道企業団からの十
分なड水のために必要なઍཬ幹ઢೆઍཬ分ذとยࢁড়水所を݁Ϳૹ水管の設を༏ઌ
的に行うこと。
また、広域連携の取組である大阪広域水道企業団のઍཬড়水内で行われる、๛中
市、ຳ໘市との共同ϙンϓ施設整備計画をなく進めるとともに、その施設整備により
統ഇ合される࿇間配水場の地利用について、水道事業として有効活用することを基本
に検討すること。これらの事業においては、将来の水需要を見据えた適正な規模で整備
を進めるとともに、新技術や民間のノウハウを積極的に活用するなど、事業අのॖ減に努
めること。

（１）ยࢁড়水ॴのॆ実を࢝ΊとしたϚελʔϓϥϯにࢪͮ͘جઃඋ

水安全計画に基ͮき、引続き高い安全性をҡ持するための取組として、水࣭検ࠪ݁果
の信པ性を保証する「水道(-1ʢ(PPE�-BCPSBUPSZ�1SBDUJDF　༏ྑݧࢼ所規ൣʣ」をҡ
持し、水道水の安全性について市民への分かりやすい情報提供に努めること。
将来的な水道使用量の減少を考慮し、留などによる水࣭ѱ化を防止するための対策
として施設規模の࠷適化について検討すること。

（４）水道水の҆શੑをकり続͚ΔたΊの水࣭管理

水道事業は水循環を前提とした事業であることから、地ٿ環境を意ࣝしながら引続き
ࣗવྲྀ下での配水方ࣜの拡大に努めるとともに、環境負ՙ減の取組として、実効性の
高い࠶生可能ΤωϧΪーのಋ入を積極的に進めること。

ઃඋࢪ͢ࢦをݮෛՙڥ（̑）

༷ʑな経営課題のほか、ڊ大地震発生時には大規模な断水の可能性があることなどの
リスクについても、৬һが地域にग़向き市民との対を௨じて情報共有するとともに、事
業の「見える化」に努め、市民に近で信པされる水道を目指すこと。
また、吹田ಛ有のྺ࢙的な水จ化の中でҭ成された「地域の水道」として、従来から実
施している「すいすいくΜࡇり」などにՃえて、৬һが地域にを運Μで水道事業につい

（１）ʮ域の水道ʯのあり方

施設・管路の整備においては、長期的な視点から計画的に更新するとともに、近い将
来、予測されているڊ大地震の発生に備え、断水を࠷খݶにとどめるよう耐震化をଅ進す
ること。管路更新の路ઢબ定にあたっては、機能性や市民生活へのӨڹを踏まえた重要
度を考慮し、併せて耐震化の必要性も要ૉとすることで効率的な事業ࣥ行を行い、基幹
管路の耐震化においては、ࡂリスクや社会的χーζを踏まえて重要給水施設管路など
耐震化効果の高い路ઢの整備を༏ઌ的に進めること。

（２）ޮ Ռ的Ͱޮ的な水道ࢪઃのߋ৽とԽ

機管理マχュΞϧ等の充実をؚめたιフトة、時給水拠点等の整備を進めるほかࡂ
໘の強化に努めるとともに、地震以֎の෩水、水࣭事ނ等にもリスクマωδメントの考え
方を取入れة機管理能力のϨベϧΞッϓを図ること。また、防ࡂ施策について、市民がそ
の安全性を理解し、安৺できるような情報提供に努めること。

ࡦࢪࡂをਤΔ্管理の͞ΒなΔػة（３）



資－1�資－1�

資
料
‐
2

　ਫ
ಓ
ࣄ
ۀ
ܦ
Ӧ
৹
ٞ
ձ
Ͱ
ͷ
「
ࢾ

」「

ਃ
」

資
料
‐
2

　ਫ
ಓ
ࣄ
ۀ
ܦ
Ӧ
৹
ٞ
ձ
Ͱ
ͷ
「
ࢾ

」「

ਃ
」

将来的な人口減少や水需要減少に伴う収入減を見据え、水道施設の規模の適正化など
を考慮し、将来にわたり安定した事業経営が可能となるように基盤強化を図ること。
また今後、経営上の重要課題を検討する際には、将来世代の視点から施策を考える

「フューチャー・デザイン」に取組むこと。

（２）将来世代を見据えた水道事業のあり方

安全な水道水の安定供給という水道事業体の責任を将来にわたって果たすことができ
るよう、技術･技能の継承を図るとともに非常時を想定した体制の確保が必要である。
一方で、公的責任を果たすことを前提にしながら、民間のノウハウを活用した業務委託
の拡大等の可能性を検討し、公民連携の推進による効率的な事業経営に努めること。

（３）直営と委託、公営企業としての責任

大阪府内の水道事業体の統合を目指す「府域一水道」に関して、市民のメリットを第一
に考えながら、今後の厳しい経営環境を考慮し、事業統合を検討すべき時期等について
想定しておくこと。
また、段階的かつ発展的な広域化の手法として、施設の共同化、業務の共同委託などに
ついて、大阪広域水道企業団及び近隣事業体との連携を積極的に進めること。

（４）府域一水道と広域連携の考え方

ての理解を深める取組を推進するほか、健全な水循環などについて考える機会を設け、
水の大切さや水道水の安全性などについて積極的にＰＲすること。

吹田市においては、水需要が減少傾向にある一方、施設・管路の老朽化が進む中、施設
整備の財源を確保するために平成28年(2016年)に水道料金が改定された。これに伴い、
用途別料金体系から口径別料金体系に移行するとともに基本料金割合の見直しなどが
行われた。
しかし、今後、施設整備がピークを迎える中にあって、将来にわたり健全な水道事業を
持続するためには、中長期的な視点に立った計画的な事業の推進と実効性の高い財源確
保を図る財政計画を柱とした経営戦略により経営基盤の強化を図ることが必要である。
　同時に、事業の効率化や水道水の需要につながる取組の検討はもとより、水道使用者
へのサービスの充実など、より一層の経営努力が求められる。
これからの事業経営にあたっては、以下の点について留意されたい。

３　持続可能な水道事業経営について

事業収入の根幹となる水道料金については、これまで当審議会が示した考え方を踏ま
えながら、そのあり方について更なる検討が必要である。
健全な水道事業を次世代に引継ぐために必要な施設整備を見据えながら、また一方で
地方公営企業としての不断の経営努力を重ねたうえで、料金水準を定期的に検証し、収支
バランスを欠く事態が予測される場合など必要に応じて、適正な水準となるよう改定する
こと。
節水型社会にあっても安定的に収入が確保できるよう、引続き基本料金割合の見直し
などが必要と考えるが、生活に欠かせない安全な水を全ての人に供給すべき水道事業に
おいては、生活者の負担に十分配慮すること。
一方、給水収益の大幅な減少につながる大量使用者の地下水利用等への転換に対して
も、更なる逓増度の緩和などの防止策の検討が必要であり、大量使用者と生活者との負
担のバランスについて考慮すること。
水道料金の改定の際には、市民の理解を得ることが重要であることから、その必要性に
ついて、市民への説明並びに情報の提供に努めること。

（１）水道料金のあり方

財政状況の検証にあたっては、確保すべき運転資金や企業債の発行などに関する財政
規律の考え方を明確にし、市民に分かりやすい財政運営を図ること。
また、長期的な視点に立った計画的な施設整備など効率的な事業運営に努めるととも
に、その財源となる企業債の発行については、将来的な人口減少を踏まえ、市民一人当た
りの企業債残高などにより現世代と将来世代との負担の公平性を考慮しながら、水道料
金と企業債のバランスのとれた財源確保を図ること。

（２）運転資金保有額などの財政規律の考え方

健全な事業運営を図るには、従来からの経営管理手法の長所を引続き活かしつつ、ベ
ンチマーク等の手法を用い、府内各市や類似団体との比較などから事業の進捗管理を行
うとともに、改善策の検討、業務水準の向上を図ること。併せて経営状況を明確にしたう
えで市民への情報発信に努めること。

（３）実践的な経営管理手法

水需要の減少につながる地下水等利用専用水道に対しては、負担金の徴収や水道水の
使用量を一定確保するための方策等について他市事例を研究し、法的根拠を明確にしな
がら必要な対策を検討すること。
大阪広域水道企業団の用水供給料金の値下げにあたっては、今後の施設・管路の更
新・耐震化等の必要性を考慮し、施設整備の財源として有効に活用すること。

（４）その他
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資料-3 「すいすいビジョン2029」管理指標

項　目

１．安全～安全で安心できる水道水の供給～

水質基準不適合率

水源確認回数

鉛製給水管率

直結給水率

小規模貯水槽水道点検率

地下水源率

基幹管路の耐震適合率

法定耐用年数超過管路率

管路の更新率

配水池点検率

応急給水施設数

経費(料金)回収率

水道事業に対する
苦情対応割合

イベント等による
情報の提供回数

市民満足度

※1  優位性「↑」は数値が高い方が望ましい場合、「↓」は数値が低い方が望ましい場合
※2  PI＝Performance　Indicator：日本水道協会が平成17年（2005年）1月に制定し、平成28年（2016年）3月に改正した水道事業ガイドラインに定められている
　    119項目の業務指標

（水質基準不適合回数/全検査回数）×100

水源の巡視等の回数

（鉛製給水管使用件数/給水件数）×100

（直結給水戸数/（直結給水戸数＋受水槽戸数））×100

（小規模貯水槽水道点検件数/小規模貯水槽水道数）×100

給水栓での水質基準値に対する不適合割合を表している

（地下水量/年間総配水量）×100

水道事業に対する苦情対応件数/（給水件数/1,000）

イベント等による情報の提供回数

（「満足している」等の回答数/アンケート回答総数）×100

％

回

％

％

％

％

％

％

％

％

％

箇所

％

件/1,000件

回

％

↓

↑

↓

↑

↑

－

－

A4 01

A 204
を援 用

A 205
を援 用

B 611
を援 用

重要給水施設管路
耐震化適合率（箇所比）

（基幹管路のうち耐震適合性のある管路延長/
　基幹管路延長）×100

（管路の耐震適合性を有する重要給水施設箇所数/
　重要給水施設箇所数）×100

淀川表流水の取水地点である淀川取水場もしくはその周辺の状況を、巡視等により調査した回数であり、
水源の健全性の確認頻度を表している

水源別総配水量に対する水源別総地下水量の割合を示すもので、水道事業体の水源特性を表す指標の一つ

基幹管路の延長に対する耐震適合性のある管路延長の割合を示すもので、B606（基幹管路の耐震管率）
を補足する指標

重要給水施設の総箇所数（69箇所）に対する耐震適合性のある管路で供給されている重要給水施設の
箇所の割合を示す指標

管路の延長に対する法定耐用年数を超えている管路の割合を示すものであり管路の老朽度、更新の
取組み状況を表す指標の一つ

管路の延長に対する更新された管路延長の割合を示すもので、信頼性確保のための管路更新の執行
度合いを表す指標の一つ

躯体コンクリートの劣化状態を点検した配水池の割合を示すものであり、健全性確保のための配水池
点検の執行度合いを表す指標の一つ

応急給水施設数を示すもので、震災時などにおける飲料水の確保のしやすさを表す指標の一つ

給水原価に対する供給単価の割合を示すもので、水道事業の経営状況の健全性を表す指標の一つ
必要な経費を回収できない状況を避けるため、下限を100%とする

有収水量1m3当たりの経常費用（受託工事費等を除く）の割合を示すもので、水道事業でどれだけの費用が
かかっているかを表す指標
施設更新の本格化に伴う減価償却費の増加等を踏まえ、令和11年度(2029年度)の値を150円/㎥と見込む

流動負債に対する流動資産の割合を示すものであり、事業の財務安全を表す指標の一つ
（流動負債：未払い金、預り金など1年以内に支払う必要があるもの。流動資産：預金・現金、土地や建物、

貯蔵品など1年以内に現金化できるもの。）

給水収益に対する企業債残高の割合を示すもので、企業債残高が規模及び経営に及ぼす影響を表す指標の一つ
２大工事等の財源確保のために一定の上昇を見込むものの将来世代の負担を考慮し350%を上限とする

職員一人当たりの内部・外部研修の受講時間を表すもので、技術継承及び技術向上への取組状況を表す
指標の一つ

配水量当たりの電力消費量の割合を示すもので、省エネルギー対策への取組度合いを表す指標の一つ

年間配水量に対する年間有収水量の割合を示すもので、水道施設を通して供給される水量が、どの程度
収益につながっているかを表す指標の一つ

給水件数に対する水道事業（サービス、料金や水質等）に関する苦情対応件数の割合を示すもので
水道サービス向上に対する取組み状況を表す指標の一つ

イベント等にて水道事業に係る情報について提供した回数を表し、市民への事業内容の公開度合いを表す

アンケート調査の回答で水道事業に「満足している」等と回答した人数の割合を示し、市民の水道
事業への満足度合いを表す指標の一つ

給水件数に対する鉛製給水管使用件数の割合を示すものであり、鉛製給水管の解消に向けた取組みの
進捗度合いを表す指標の一つ

給水戸数に対する直結給水戸数の割合を示すもので、受水槽管理の不備に伴う衛生問題などに対する
水道事業体としての取組み度合いを表す指標の一つ

小規模貯水槽水道（10ｍ3以下の貯水槽）数に対する点検を実施した件数の割合を示すもので、水道事業
としての貯水槽水道への関与度を表す指標の一つ

（法定耐用年数を超えている管路延長/管路延長）×100

（経常費用-（受託工事費等+長期前受金戻入見合いの
　減価償却費等））/有収水量

（更新された管路延長/管路延長）×100

（劣化診断等の点検を実施した配水池数/総配水池数）×100

配水池・緊急貯水槽・組立式貯水槽等の設置箇所数

（供給単価/給水原価）×100

（流動資 産 /流動負債）×10 0

（企 業債残高/ 給水収益）×10 0

（職員が 研 修を受けた時間×受講人数）/全職員数

年間電力消費量 /年間配 水量

（年間有収水量 /年間配 水量）×10 0

給水収益に対する
企業債残高の割合

配水量1ｍ3当たり
電力消費量

C 203
を援 用

C 504
を援 用

↑

↑

↑

↓

↑

↑

↑

－

B 6 0 6 -2

－

B 503

B 504

－

↑

↑

↑

C 113

給水原価 円/m 3

時間/人

kW/ｍ 3

↓

↓

↓

C 115

流動比率

研修時間（内部+外部）   

有収率 

％

％

％

0.0 

28 

6 .9 

70.1  

95. 5 

11.1  

4 8 . 5 

8 .7  

37.7  

0.91  

0.0 

21  

1 0 7. 3

― 

45 

91. 2  

14 0.9

22.4

0. 25

1 9 9. 2

1 8 7 . 1

95.9

0.0 

28 

1.4 

75.0 

97.0 

15.0 

65.0 

20.0 

4 0.0 

1 . 20 

10 0.0 

45 

10 0. 0  

0. 5 

55 

95.0 

1 5 0 . 0  

25.0 

0. 30 

20 0.0 

3 5 0.0  

96 .0 

↑ C 118

C 112

B301

B112

↓

↑

↑

－

－

２．強靭～災害に強く、安定して供給できる水道施設・体制の構築～

３．持続～将来にわたり持続可能な水道事業の経営～

４．地域～吹田らしさを活かした市民に身近な水道事業の運営～

単位 優位性 積 算 方 法 指 標 の 解 説
基準年度

平成30年度
（2018年度）

目標年度
令和11年度

（2029年度）
PⅠ

※1 ※2
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ਧ ా 市 で は 、平 成 2 1 年 ( 2 0 0 9 年 ）3 月に「 ਧ ా 市 民 の ҙ 見 の 提 ग़ に 関 する  ྫ 」を 制 定してύ ϒ

リοクコϝントख ଓを制 度化し 、ಉ 年 7月1日から実 施しています 。

ύϒリοクコϝントख ଓとは 、市の 行  ػ 関が 、重 要な 策 等 を定めようとする場 合 に 、あらか͡め

 策 等 の Ҋを 公 表して 、その Ҋについてく市 民 のみなさΜから͝ ҙ 見をื ूし 、お د ͤいただいた

͝ ҙ 見を考慮した上で ࠷ ऴ తなҙ ࢥ ܾ 定を行うख ଓ の͜とをいいます 。

「 すいすいビδϣン2 0 2 9 」策 定にあたり 、ύϒリοクコϝントを実 施しました 。

（ ̍ ） ҙ 見 ื ू 期 間

　 　   令 和 ݩ 年（ 2 0 1 9 年 ）7月24日（ 水 ）から8月2 2日（  ）まで

（ ２ ） 提 ग़ 数とҙ 見の 件 数

　 　   2 通 1 6 件

（ ̏ ） 「 すいすいビδϣン2 0 2 9 」に өさͤたޚ ҙ 見と水 道 部 の考え方

ޚ ҙ 見の
ϖーδ・項目

ޚ ҙ 見 水 道 部 の考え方

P 6

２　事業の֓要

（̍）ओな施設の
 ֓要と配水
 ۠Ҭ

ઘড়水所のࣸਅですが、現ࡏは給水ౝもఫڈされて

いますし、そもそも水道ிࣷのࣸਅを使用しています

が、গしҧ和ײがあります。ઘড়水所らしいࣸਅはແ

かったのでしΐうか。

当֘ϖーδは配水場をؚめ、

施設の場所がΘかりやすいよう

外؍のࣸਅを使用しています。

ড়水所の特を׆かすために

は施設内部のࣸਅとなる͜とか

ら、給水ౝఫޙڈのிࣷのࣸ

ਅにࠩしସえました。

P 1 6

̐ 事業の状況
体とのஂࣅྨ） 
 比ֱ）

ᶃ単७な間ҧいだとࢥいますが、２行目、ਤ2.7はਤ

2.8ではないでしΐうか。

ᶄۙྡྨஂࣅ体（̑ஂ体）の平ۉ値をもとに、ภࠩ

値で比ֱをしていてとてもりやすいとࢥいますが、ۙ

されていれよりイϝーδしやすࡌه体໊がஂࣅྨྡ

いようにࢥいます。

ᶃにつきましては、֘ 当箇所

を修正いたしました。

ᶄにつきましては、ྨ 体ஂࣅ

をۙྡに限定ͤͣ、管理指標の

比ֱで用いるྨஂࣅ体とಉ͡に

したうえで16ϖーδにࡌهしま

した。

P 19

２ すいすいビδϣン
2020における
管理指標と平
成̏̌年度ま
での進捗状況

優位性の上下のҹのҙຯの説໌が必要ではない

でしΐうか。単७に数値が高い方がྑい、低い方がྑい

というҙຯだとࢥいますが、目標値とฒてࡌهされ

ているために、զʑ市民が見たときに、目標値に対する

平成30年度の優位性とޡ解してしまいまͤΜか。

管理指標による事業の進捗

状況が、よりΘかりやすくなるよ

う優位性に関する説໌をཝ外

（19ϖーδ）にࡌهしました。

ޚ ҙ 見の
ϖーδ・項目

ޚ ҙ 見 水 道 部 の考え方

P 24

̍ 外部ڥ
（̍）給水人ޱと

　　水ध要の
　　減গ　

回のビδϣンで基本方に新たに「地Ҭ」を入れࠓ

て、市民にۙな水道事業のӡ営をڧ調し、市民への

ௌのॆ実や市民とのύートφーγοϓのਪ進・報

をᨳっている͜とをධ価します。

その流れをټむなら、̕ 行目の「અ水ࣾܕ会に;

さΘしい料金体ܥ制度を検౼する必要があります。」

を、「અ水ࣾܕ会に;さΘしい料金体ܥ制度を検౼し、

理解をٻめる力をする必要があります。」とする΄う

がྑいのではないでしΐうか。

水道事業の経営は、市民の

օ༷からいただく水道料金に

よって支えられています。そのた

め、料金体ܥ等の見直しには、

市民のօ༷のޚ理解が不Մܽ

となり、重要である͜とから、จ

ষにهいたしました。

P 3 8

２  施 策・ਪ 進す
る事業の֓要

基本方2・施策2・事業2のยࢁড়水所の場内備

ですが、「市民にしまれるড়水所としての場内備」

とはどのような͜とを考えているのでしΐうか。ੲの

ますηンλーではないですが、市民やࢠどもୡが水に

しめるܜいの場所となるよう企ըしてください。

新たなยࢁড়水所では、小ֶ

めとする市民の方に水ͮ࢝をߍ

くりの現場を見ֶしていただく

ための備を進めるとともに、

をଟく配置し、まちฒみとの

調和をਤる͜とで、市民にし

Μでいただけるۙなড়水所を

目指します。

P4 3

２  施 策・ਪ 進す
る事業の֓要

՝題のޙ࠷に、情報ൃ信をڧ化する必要性がᨳΘ

れていますが、ਪ進する事業に情報ൃ信をڧ化する事

業がᨳΘれていまͤΜので、（̏）情報ൃ信のॆ実を加

えてはどうでしΐうか。

災時の情報ൃ信について

は、基本方ᶚ「地Ҭ」のதで、

施策2「市民といっしΐに水道を

考える」の、ਪ進する事業（1）

「 ଟ༷なखஈによる報のॆ

実」で取り組Μでいく͜ とを考え

ています。56ϖーδに事ނや災

時においてもଟ༷なखஈを用

いてやかに情報ൃ信するため

の取組を進める͜とをهしま

した。

P 5̍ 、5 2

２  施 策・ਪ 進す
る事業の֓要

基本方3・施策3みΜなの地ڥٿをकる事業が、

をकる事業のਪ進となっています。水道事業を進ڥ

めるうえでڥに配慮して事業を進める͜とは当વの

͜とですが、それだけにཹまるのではなく、水॥の一

としての水道事業である͜とを考えた時に、水ڥ

をྑくしていく͜ と、कる͜とにアϓϩーνする࢟や

方をもつ必要があるのではないでしΐうか。

ै来から水源見ֶの実施や、

下水道部の協力による水道ϑΣ

アでのύネルల示など水ڥ

保全のための׆ൃܒ動に取り

組Μできており、ޙࠓもҾきଓ

き取り組Μでいく͜ とがΘかるよ

う5̍ 、5２ϖーδにهいたしま

した。
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用 　 ޠ

ʲ あ行 ʳ

解 　 説

I C 5（ アイγーςΟー ）
「 I n f o r m a t i o n  a n d  C o m m V n i c a t i o n  5e c I n o M o H Z（ 情 報 通 信 技 術 ）」の

ུ。通信技術をར用した産業やサービスなどの総শ。

ӡ స 資 金（ 残 高 ）

経営を行うために必要な資金の͜と。また、その資金の残高。「流動資 産-流

動負債- 上しているҾ当金＋企ܭ定負債にݻ 業債(流 動負債) 」により算ग़さ

れる。正ຯӡస資本とಉ͡金ֹ。

ӷ 状化 現 

Ώるい࠭の地 ൫にڧい地 震 動が加Θり 、地 ࣗ体がӷ体 状になる現  。౦

日本大 震 災をは͡め 、過ڈの大 地震では͜の現により水道 施 設がଟ大な

ඃを受けた。

4 / 4（ エスエψエス ）

「 ιーγϟルネοトϫーΩンάサービス（ 4 o ci a M  / e t X o r k i n H  4 e r W i ce ）」の

ུで 、ొ されたར 用 ऀ ಉ が࢜ ަ 流 できるW e C サイトの 会員 制 サービス

の͜と 。

アクγϣンϓラン

目標値や管 理 値を設 定し 、۩体 తに進める事 業を定めた実 行ܭ ըの͜と 。

継 ଓ తな進 捗 管 理とੳ・ධ 価を行い見直しを実 施する 。本 ܭ ըでは ܭ、

ը期間を令和2年度（2020 年度）から令和7年度（2025年度）までの6 年間

としている。

A I（ エーアイ ）
「A r ti p cia M  I nte M M i He n ce（人 工 ）」のུ。人間の࣋つޠݴやֶश力な

どをコンϐϡーλーに代行さͤる͜とが目త。

営 業 収 支 比 率

営 業 費 用に対 する営 業 収 益の割 合を表すもの 。水 道 事 業の場 合は企 業 本

来の׆ 動とは直  結びつかない受託 工事 収 益 及び受託 工事費 用をࠩしҾ

いてܭ算をする 。͜ の指 標は企 業 有の経ݻ ׆ࡁ 動にண目した指 標で 、数値

が10 0％未満の場合には健全 経営とはいえない。

アηοトϚネδϝント

水道 施 設 等をޮ率よく管 理 ӡ営するために 、த長 期తな視点に立ち資 産の

管 理を行うख法 。資 産の状 態や健 全 度をධ 価・診 断し 、更新 資の࠷ 適化

をਤったうえで財収支を見通す͜と。本市では、平成21年度（2009年度）

から実施している。

位 置エネルギー

水の位置（ 標 高 ）によってܾまるエネルギーの͜と 。͜ のエネルギーをར用

して高い位置からࣗવ 流 下により水 道 水のૹ 配 水を行う͜とで 、ϙンϓに

よるѹ ૹとそのための電 力が 不 要になるため ڥ 負ՙ 低 減やة ػ 管 理 対

策につながる。

ҹΖう継 ख ர మ 管

ত 和 3 0 年代தࠒまで使 用されていたݹい継खܗ式を有するர మ 製水 道 管

で ࠷、 新のμクλイルரమ製の水道 管と比 ֱして継खの水ີ性 、৳ॖ性 、Մ

とう性が しい 。 ৯等による࿙ 水 ඃ が ݒ ೦される΄か 、地 震 動 等の外

力に対して੬ऑである͜となどから、本市では更新の対としている。

用 　 ޠ

ʲ か行 ʳ

解 　 説

大ޱ 使 用 ऀ ओに企業など、水道水をଟくར用している使 用ऀ。

؆ қ水 道 が5,0ޱը給水人ܭ 0 0人以下である水道事業。

大 ࡕ Ҭ 水 道 企 業 ஂ
（ چ 大 ࡕ 水 道 部 ）

大ࡕ 水道部から事業継 承し、平成 2 3年（2011年）4月に事業を開࢝した。

大 ࡕ 市を除く 内 全市 ொଜがڞ ಉ 経 営するओに 水 道 水の用 水供 給（ Է ച

り）を行うための水道事業体。淀 川のみを水源としている。

基 幹 管 路

水道γスςϜをߏ成する重要な割を有する基幹తな管路。原水をড়水所に

༌ ૹする「 ಋ 水管 」、ড়水を配 水池まで༌ ૹする「 ૹ 水管 」及び 配 水池から

流ग़し配水支管にذするまでの「配水本管」でߏ成される。

4 % ( T

「 ）ଓՄな開ൃ目標࣋ 4 V T t a i n a C Me  % e We Mo Q m e n t  ( o a M T ）」とは 、20 01

年に策 定されたϛϨχアϜ開ൃ目標（ . % ( T ）の ޙ 継として 、2 0 15 年9月の

ࠃ ࿈サϛοトで࠾ された「 ࣋ ଓ Մな開ൃのための2 0 3 0アδΣンμ 」に

てࡌهされた2016 年から203 0 年までのࡍࠃ目標です ଓՄな世քを࣋。

実 現するための17のΰール・16 9のλーήοトからߏ 成され 、地 ٿ 上の୭一

人として取り残さない（MeaWe no one C eIind）͜ とをっています。

׆ 性  ॲ 理
ૉܥ物質からなるٵண の一छで、Φκンॲ理とซͤて高度ࡎ ড়水ॲ理に

ར用される。

Մൖ 式 ড়水  置
災時に飲料水を確 保するため 、ϓールの水やՏ川水等をড় 化し飲料に適

した水にする置。本市では8所有している。

管  管（市֗地に目状にுりめ͙らされた水道管）の部の͜と。

管内 ચ ড়
水道 管を新設したࡍや水がൃ 生したࡍなどに 、水道 管の内部の水をഉ水

する͜とによりચড়する͜と。

民 ࿈ ܞ
民間企 業と࿈ しܞ 、民間の࣋つϊϋ・技 術を׆用する͜とで 、行サー

ビスの向上などをਤΖうとする考え方。

企 業 債（ 残 高 ）

地方公営企 業が 、ূ ݊をൃ行する͜とによる債 務ຢはূॻ आ入れによる債

務 。建 設 、改 ྑ等 収 益を生ͣる施 設  資の財 源にॆてるためにआり入れて

いる。また、その残高。

基 幹 施 設
水道γスςϜをߏ成する重要な割を有する基幹తな施設。「ড়水所」や

「配水場」などが֘当する。

企 業 債 残 高 対 給 水
収 益 比 率

給水 収 益に対 する企 業 債 残 高の割 合を示すもので 、企 業 債 残 高が規 模 及

び 経営に及ぼす影 響を表す指標の一つ。

Φκンॲ 理

Φκンのࢎ 化力により ࡉ、 化׆やΟルスの不ە 、ҟ ष ຯの除 ڈ 等のޮ Ռ

が 期 できるॲ理 。Φκンの৮によるࢎ化と׆ 性 によるٵண࡞用をར

用した高度 ড়水ॲ理にར用されている 。本市ではઘ ড়水所のড়水ॲ理にಋ

入している。

資料-� ूޠ༺
※͜の用ूޠは、本ܭըに使用した۟ޠ等の説໌のために、水道用ࣙޠయ（日本水道協会ൃ行）等をࢀ考に、
　本市がಠࣗで࡞成したものです。

技 術  理
新技 術や新ࡐ料のಋ入の検౼ 、積算や工事等に係る基 準等のਫ਼ 査など 、水

道に関する技術の改ળに資する調査、研ڀ 及び 取りకまり等。
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用 　 ޠ

ʲ さ行 ʳ

解 　 説

公営 企 業 地方公ஂڞ体が直ࣾ会公ڞのར益を目తとして経営する企業の総শ。

コンηογϣン方 式
P'I（ P r i W a te  ' i n a n ce  I n i t i a t i We ）の1つのྨ でܕ 、水道 施 設の所有 を公ݖ

が有したまま、民間企業に当֘ڞ 施設のӡ営をҕͶる方式。

コンビχ 収 ೲ
コンビχエンスストアで水 道料金を支払う͜とができる制度 。本市では 、平

成19年（20 07年）から͜の制度をಋ入している。

ܘޱ 別 料 金
基 本 料 金を水 道ϝーλーܘޱ の 大小などで  ྨした料 金 体 ܥ 。↔用 ్ 別

料金

残 ཹ Ԙ ૉ（ ೱ 度 ）
水に 入したԘ ૉが 、消 ಟޮ Ռをもつ有 ޮ Ԙ ૉとして消ࣦ ͤͣに残 ཹして

いるԘૉの͜と。また、そのೱ度。

高 Ζ過 ػ
標 準 తな 急 Ζ過よりも高  でΖ過する方 法 。Ζ過 ໘ 積を小さくしたり 、

ଟ量のΖ過 水をಘるなどのϝリοトがある 。

高 度 ড়水 ॲ 理
通常のড়水ॲ理ではे に対応できないष 物質等の除ؾ を目తとしてڈ 、

Φκンのࢎ化と׆性 のٵண࡞用を׆用したॲ理方式。

工 事  理
した工事がܖ 適 正にཤ 行されているか 、 ಜ 、管 理する͜と 。取りకまる

͜と。

ޱ ࠲ ৼ ସ 割 Ҿ（ 制 度 ）

࠲ޱ ৼ ସにより水 道 料金の支 払をすると割Ҿを受けられる制度 。本 市では

平成 19 年（ 20 07年 ）から͜の制度をಋ入しており 、水 道料金を࠲ޱ ৼ ସで

定ྫのৼ ସ日（ 2か月に1度 ）に支 払うと 、̍ 回につき10 0 円の割Ҿを受ける

͜とができる。

高 ྸ ऀ 世ଳ
 ֻ けサービス

おॅいの方全 員が 7 0 ࡀ 以 上の 世ଳ で 、͝ ر 望される場 合 、水 道ϝーλー

検 のࡍに「 使 用 水 量・料金 等 のお らͤ 」を検 員がおをかけてお

しするサービス 。平成 2 8 年（ 2 0 1 6 年 ）4月からサービスを開 している࢝ 。

災 時 給 水 ڌ 点

災に備えて 、ড়水 所及び 配 水 場 等に応急 給水のための設備を設 置し 、飲

料水ା等を備している施設。市内におおむͶܘ 2kmに1か所で全̕か所

ある。受援の円化等のため給水λンクं用の給水栓の設置を進めている。

災 時 給 水 所

災に備えて、小ֶ 等の避ߍ 所において組 立式給水λンクの設 置やՄൖ

式 ড়水 置の配備等により 、災時給水ڌ 点よりもۙで応急給水を受け

る͜とができる施設。

生Մ࠶ エネルギー

有 限で ރ ׇの ة ݥ 性 があるੴ ༉・ੴなどの 化 ੴ೩ 料 や原ࢠ力と対比し

て、ࣗ વڥのதで܁りฦし͜ىる現から取りग़すエネルギーの総শ。۩

体తには 、ଠཅ ޫやଠཅ  、水力 、෩力 、όイΦϚス 、地  、力 、Թ 度 ࠩな

どをར用したࣗવエネルギーと 、ഇغ 物のম 却ར用・ൃ電などのリサイク

ルエネルギーを指す 。本市水道 事 業では 、ଠཅ ޫൃ電と小水力ൃ電に取り

組む༧定である。

用 　 ޠ 解 　 説

給 水 ۠Ҭ ް生࿑ಇ省の認Մを受け、ध要に応͡て給水を行う͜ととした۠Ҭ。

給 水 原価 水道水1m 3を製・供給するのにかかる費用。

給 水 量 給水۠Ҭに対して、水道使 用ऀに供給する水量。

供 給 単価 水道水̍m̏当たりの平ۉച価（平ۉ単価）。

基 本 料 金

水 道水の使 用量と関 係なく定ֹでお支払いただく料金の͜と 。水 道水を使

用されなくてもൃ生するݻ定費に見合うきもので、いつでもऄޱからྑ質な

水がग़るようにする準備のための料金。

業 務 継 ଓ ܭ ը（ B C P ）

災時等にଛを࠷小限にとどめ 、事 業の継 ଓ एしくはૣ 期 ෮چをՄと

するために 、平常時に行うき׆ 動や緊急時における事 業 継 ଓのための方

法、खஈなどを取りܾめておくܭը。

 大 ࡕ 健 ߁ ҩ ྍ  市
（ 健  ）

本 市とઁ  市の྆ 市にまたがる+ 3 ՟ 物の 地をར 用した健 ҩ・߁ ྍ のま

ち。ڃࡍࠃのෳ合ҩྍ産業ڌ点の実現に向け取り組Μでいる。

給 水 管 市所有の配水管から֤ՈఉにҾき込まれるݸ人 所有の水道管。

給 水
水道使 用ऀに対し 、給水 置を通͡て必 要とする量の飲 用に適する水を供

給する͜と。

経 営 ઓ ུ

将 来にΘたって安定తに事 業を継 ଓしていくためのத長 期 తなܭ ը 。総 務

省から令和 2 年度（ 2 0 2 0 年度 ）までの策 定を要されており 、本 市 では

「すいすいビδϣン2029」を経営ઓུに位置けるものである。

経 費 ( 料 金 ) 回 収率

給水 原価に対 する供 給単価の割 合を示すもので 、水 道 事 業の 経営状 況の

健 全 性を表す指 標 。1 0 0％を下回っている場 合 、給水にかかる費 用が 料金

収入でΘれていない͜とになる。

ܭ  設 備
ড়水施 設やૹ配 水施 設 等の 視制ޚを目తにܭଌػ 設備をޚ及び制ث

備し、ӡస管理に関する情報をѲし、өさͤる設備。

給 水 収 益
水 道 事 業における営業 収 益のͻとつで 、本市では 、水 道 料金収 入が͜れに

あたり、総収益の97%に૬当するࠜ幹収入。

減 災 災の影 響を減らす考え方や取 組。

原 水 ড়水ॲ理される前の水。淀 川表流 水や地下水など。

Ҭ 化・Ҭ ࿈ ܞ
ޮ率化をओ目తにଞ事 業体 等と࿈ して業務を行う΄かܞ 、所有する施 設の

ಉ使ڞ 用や組 ৫の౷合をਤる͜と。

給 水 人ޱ 給水۠Ҭ内にॅډし、本市の上水道により給水を受けている人ޱ。

給 水  置
配 水管からذされて֤Ո ఉ 等にҾき込まれる給水管及び 給水するための

用۩。

組 立 式 給 水λンク
災などが͜ىったࡍにඇ常用の飲料水をためるために一時తに設 置する

組立式の貯水槽。
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用 　 ޠ 解 　 説

重要 給 水 施 設
避  所となる 小 ֶ ߍ や ප Ӄ 等 、災  時 に優 ઌ త に 水を 供 給 する施 設 の

͜と 。

しΎΜͤつ

Ҫ戸を長 期 間 使 用すると 、Ҫ戸のఈに࠭がたまったり 、地下水 ࠾ 水部 (スト

Ϩーφー)が ٧まったりし 、༲水量が低下する͜とがある 。たまった࠭やスト

Ϩーφーの目٧まりを取り除くなどしてҪ戸内の除をする͜と。

γールド工 法
地தをγールドϚγンというػ ց で ۷り進 みながらトンネルをる工 法 。

そのトンネルのதに水 道 管を 設 する 。

ݾࣗ 水 ࣗら水源を確保しড়水ॲ理をするもの。本市では、淀 川の表流 水と地下水を

。水源としড়水ॲ理をしているݾࣗ

指 定 給 水  置 工 事
事 業 ऀ

水 道 事 業 ऀから給水۠Ҭ 内において給水 置 工事を適 正に施 行する͜と

ができると認められ指定を受けたऀ。

施 設  ா ಋ・ૹ・配水施設にଐする設備をҡ࣋管理するためのா。

ࣗવ 流 下 方 式 高低 （ࠩ位置エネルギー）をར用して水を流す方式。↔ϙンϓѹ ૹ方式

ড়水

Տ 川 、地下水 などから 取 水した 原 水 にؚまれ る छ ʑの 物 質 ࡉ、 などをە

取り除 き 、飲 料 水 として 水 道 法 に 定 められ た 水 質 基 準 に 適 合さͤ た 水

の͜と 。

受 援 ܭ ը
災時の外部応援を円に受入れ࠷大限 用する͜とで、ਝ׆ な応急対応

とૣ期෮چをਤるためのܭը。

小 水力ൃ 電
配 水池に入る水のѹ力をར用してൃ電をする方法 生Մエネルギーの࠶。

1つ 。

受 水 ѹ 配水池などにおいて供給を受ける水のѹ力。

取 水 場
Տ 川や ބ প・貯 水 池 などの 地 表 水や 地下水といった 水 源 から水を取り入

れ 、用 水 路 やಋ 水 管などの ಋ 水 施 設に 水を 供 給するための設 備を設 置し

た施 設 。

ড়水 施 設
Տ川などから取水した水を飲 用に適するようにॲ理を行う施設。本市ではย

。ড়水所とઘড়水所にড়水施設があるࢁ

ড়水 所 ড়水ॲ理に必要な設備がある施設。

ড়水 ॲ 理
水 道 水としての水 質をಘ るため 、原 水 水 質の 状 況 に 応͡て水をড় 化 する

͜と 。

上 水 道 施 設 等
 備 事 業

本 市の水 道 施 設  備のத長 期 ܭ ը 。ୈ 2 ࣍ 上 水 道 施 設 等  備 事 業をҾき

継͗ 、令和ݩ 年度（ 2019 年度 ）からୈ ࣍3 上 水 道 施 設 等  備事 業をਪ 進し

ている 。ড়配 水施 設改ྑ 工事 、基幹管路の耐震化工事 、経 年管 更新工事等

の実行ܭը。

小規 模 貯 水 槽 水 道
市の水道水を受水槽に受けて給水する水道で 、受水槽の有 ޮ容量が10ｍ 3

以下のもの。

ਧ ా 更 新 基 準

水道の֤施 設には会ܭॲ理 上の法定耐用年 数が定められているが、本市で

は 、施 設͝とに͜れまでの実 と重要度・優 ઌ 度に応͡た更 新 時 期の設 定

を行い 、͜ れをಠࣗの更 新基 準とし 、必 要なҡ ࣋ 補 修を加えながらܭ ը త

に更新を実施する͜とにしている。

用 　 ޠ 解 　 説

除 మ ॲ 理 水にؚまれているమ を取り除くॲ理の͜と。

新 電 力
平成 28 年（ 2016 年 ）4月からの電力の小ചࣗ༝化に伴い新 規ࢀ入した電力

会ࣾ。

水質 基 準
水 道水の供 給にあたり水質 管 理をするうえで標 準となる基 準 。水 道水の安

全 性をकるため、水道法に定められた51項目。

水質 検 査
配 水池や給水栓にあるড়水について水質 ࢼ を行い、その結Ռを水質基準ݧ

項目͝との基準にরらして適合しているかどうか定する͜と。

水質 事 ނ
水道水の原水となるՏ川などに、༉、化ֶ物質などが流れ込み、ড়水ॲ理に

影 響を与える͜と。

ਧ ా 市 ୈ 4 ࣍ 総 合 ܭ ը
本 市の市  ӡ営上の基 本 తな指 となる総 合 ܭ ը ܭ。 ը 期 間は令和 ݩ 年

度（2019年度）から令和10年度（2028年度）までの10年間。

ড় 配 水 施 設
Տ 川などから取 水した 水を飲 用に適するようにॲ 理を行うড়水 施 設と配

水 場（ 配 水 施 設 ）をซ ͤたݺশ 。本 市には２つのড়水 施 設と̑つの配 水 場

（ 配 水 施 設 ）がある 。

ॿ 成 制 度
（ 鉛 製 給 水 管 取 ସ ）

使 用 ऀ が ࣗら 鉛 製 給 水 管 の 取 ସ えを する ࡍ に 、取 ସ え 費 用 の 一 部 を

ॿ 成 する 制 度 。本 市 で は 平 成 2 2 年（ 2 0 1 0 年 ）1 0 月 に ͜ の 制 度 を ಋ

入した 。

新 水 道ビδϣン
平 成 2 5 年（ 2 0 1 3 年 ）3月に ް 生 ࿑ ಇ 省 から公 表された 新たなビδϣン 。

「 安 全 」「 ڧ ਟ 」「 ࣋ ଓ 」の̏つの؍ 点をもとに 、水 道に関する重 点తな 策

՝ 題と対ॲするための方 策などが示されたもの 。

水 源
取 水 する地 点の 水 の͜と 。水 源 の छ ྨ には 、Տ 川 表 流 水 ބ、 প 水 、μϜ

水 、地下水 、༙ 水 、෬ 流 水などがある 。本 市 では 、リスク のために淀ࢄ 川

表 流 水と地下水のෳ 数 水 源を確 保している 。

すいすいビδϣン2020
ʙਧ ాの水 標ʙ

平 成 2 2 年 度（ 2 0 1 0 年 度 ）から令 和 2 年 度（ 2 0 2 0 年 度 ）をܭ ը 期 間とし 、

「 地 Ҭの水 道として 、お٬さまとともに安৺・安 全の水 道 」を基 本 理 ೦とし

た 、施 設  備(ϋード)と事 業 経営(ιϑト)の基 本 ܭ ը 。

ਧ ా 市 水 道 施 設
Ϛスλーϓラン

平成 2 5 年（ 2 0 1 3 年 ）3月に策 定した本 市 水 道 施 設の ࠶ ߏ ங ܭ ը 。現 ଘす

る΄ぼ すての施 設 が 一度は更 新され 、新たに生まれ มΘる2 1 世 ل 

の水 道 施 設の将 来 ૾をඳいている 。

ਧ ా 市  所
エコΦϑΟスϓラン

本 市 で平成 11年（ 19 9 9 年 ）に に配ڥ 慮した事務 事 業 ׆ 動を率 ઌしてਪ

進するために策 定されたܭ ը 。その ޙ 、２回の改 定を経て 、Թ ࣨ ޮ Ռガス

ഉग़  制等の ڥ 対 策に取り組Μでいる 。
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用 　 ޠ

ʲ た行 ʳ

解 　 説

直  飲 用（ 率 ） 水道水をড়水ثなどを通さͣに直飲む͜と。またその割合。

ૹ 配 水 ػ  ૹ水、配水するػの͜と。

ૹ 水  力 どれくらいの水道水をૹる͜とができるのかを示す力。

耐 震 診 断 定される地震に対する安全 性をධ 価するための調査の͜と。

耐 震化 率 水道施設や管路が 耐震化された割合の͜と。

ૹ 水 管 ড়水所から配水池まで水道水をૹる管路。

ૹ 配 水ネοトϫーク
配 水 池や管 路が水 道 水を૬ ޓ ༥ 通できるようにܗ成されたૹ 水 管や配 水

管の管  。

耐 震化 ܭ ը
水 道 施 設の耐 震化 対 策だけではなく 、施 設や管 路が 全て耐 震化 できるま

でに必 要な応急 対 策もؚめた地 震 対 策のܭ ը 。

μン サイδンά 水道施設の規模を水ध要の減গに合Θͤて適正にॖ小する͜と。

 ೲ  理 業 務
水 道 料金を ೲしている使 用ऀにಜ ଅやೲ  ק  等を行い 、未 ೲの水 道

料金を 理する業 務の͜と 。

૬ ޓ 応 援 協定
災  ൃ 生 時 の 応 急 ׆ 動 等 について 関 係 ػ 関との 間 で క 結される協 定の

͜と 。 

地下水 ར 用 ઐ用 水 道
ࣗらҪ戸を۷り 、くみ上͛た地下水を原水とするࣗՈ 用の水道の͜と 。その

ଟくは市の水道水も供給している。

地下水

地 表໘ 下にある水をいい 、一 ൠ తに表 流 水と比て水質 、水Թ等が 安定し

たྑ 質な水 源 。大ࡕ Ҭでは 、水 道水の9 0 %以 上を淀 川にґ ଘしており 、

本市では 、総 配 水量のうち10 %の地下水をリスクࢄのためにෳ 数 水源

として確保している。

耐 震 性 貯 水 槽

地 震等の災時に応急 給水できるように飲料水を貯ཹする施 設 。平常時は

管路の一 部としてػし 、ඇ常時には緊急 ः断หの࡞ 動により飲料水を貯

ཹする。

耐 震 適 合 率

耐震 適合 性のある管路延長の割合を示すもの 。耐震管に加え 、管路の 設

された地 ൫  件などをצҊして耐 震性 が ධ 価された管 छ・継खをؚめた

もの。

地 方公営 企 業

地方公営企 業 法に基ͮき 、地方公ஂڞ体が 経営する企 業 。経 ࡁ 性をൃشす

るとともに、公ڞのࢱを増進する͜とを経営の基本原ଇとし、その経費は

経営に伴う収入をもってॆてるಠ立࠾算制を原ଇとしている。

ઍཬ 幹 ઢ

大ࡕ Ҭ 水道企業ஂが所有するઍཬড়水池からय़日地 Ҭまで、本市と๛த

市の市ڥにԊってೆに設された࠷大1ܘޱ, 350 ᶱの管路で本市の΄か

๛த市にも供給されている。本市の総配水量の̒割を担う重要管路で、現

ࡕෳઢ化のための工事が大、ࡏ Ҭ 水道企業ஂにより実施されている。

用 　 ޠ 解 　 説

水 道 事 業 経 営 ৹ ٞ 会

市長のࢾ問に応͡ 、水 道 事 業 経営に関する重要 事 項について調査 ৹ٞし 、

答ਃする外部 ҕ員の組 ৫ 。水 道 事 業 経営に関する事 項について 、市長にҙ

見をड़る͜とができる。

水 道 事 業ビδϣン

ʑの水ݸ 道 事 業 ऀが࡞成する水 道 事 業のத長 期の経営方を示した基 本

ը。本市では「すいすいビδϣン2029」を水道事業ビδϣンに位置けてܭ

いる。

水 道γスςϜ

取 水 、ಋ 水 、ড়水 、ૹ 水 、配 水 及び 給水に関Θる一 ࿈の水 道 施 設や設備な

ど 、安 全な水 道水の安定供 給のために必 要なݸʑの要ૉを 、有 ػ తに組み

合Θͤてまとめた全体の͜と。

水 道 ि 間

民に「水の大ࠃ さ」についての認ࣝと「水道」及び「水道事業」への理 解と

協力をಘるために、ຖ年6月1日から7日までの期間で開࠵される水道の報

ि間。

ストοク

資 産の͜と 。高 度 経 ࡁ 成 長 期をத৺に大 量に建 設されたインϑラ資 産に

対して「  大なストοク 」とݺれる͜とがある 。下水 道 事 業をத৺に老 朽

化した資 産の ҡ ࣋ 管 理 等を適 に行うストοクϚネδϝントが く実 ફさ

れている 。

水 道 ( - P
（ 水 道 水質 検 査

　 優 ྑ ࢼ ݧ 所 規 ൣ ）

「 ( o o d  - a C o r a t o r Z  P r a c t i c e T 」のུで 水 道 水質 検 査における優 ྑ ࢼ ݧ

所 規 ൣの͜と 。水質 検 査を適 正に実 施し検 査 結 Ռの 信 頼 性を確 保できて

いる͜となどについて 、日本 水 道 協会の৹ 査により認定を受けるもの 。

水 道いどた会 ٞ

水 道 事 業 の 現 状や՝ 題などを市民 の方ʑに一 ॹにお 考えいただく͜とを

目 త としたλンϛー ςΟンά で 、本 市 ಠ ࣗ の 取 組として 平 成 3 0 年 度

（ 2 0 1 8 年 度 ）から行っている 。平成 3 0 年 度は 24 回 開 し࠵ 、4 8 8人の市民

にࢀ加していただいた 。

水 道 法

2࣏໌ 3 年（ 18 9 0 年 ）に制定された法  。人ޱ減গに伴う水ध 要の減গ 、水

道 施設の老朽化等に対応し、基൫のڧ化をਤるために平成 30年（2018年）

12月に改正された。

すいどうにΎーす
水 道 部が年２回ൃ 行し全 戸 配 する報ࢽ 。市民と水 道 部の 点として 、

水 道 部が 実 施する事 業 の説 ໌ 、༧算の֓ 要 、イベントのお らͤ 等 、水 道

に関する情 報をࡌܝしたもの 。

水 道ϑΣア
（ すいすいくΜࡇり ）

市民に水と৮れ合うػ 会を࡞る͜とで 、水道 事 業への理 解や関৺をਂめて

いただき 、「 地 Ҭの水 道 」としてѪされしまれる水 道を目指していく͜とを

目తに開 報している࠵ ௌのイベント、 。ຖ 年 7月下०に水 道 部（ ઘ ড়水

所）にて開࠵している。

水 道 ల
水 道 ि 間 行 事 の 一 として 、本 市 水 道 事 業に関するύネル ల 示 、水 道 ૬

ஊ、アンケート調査等を行う報׆動である。

水 ར 使 用 ڐ Մ Տ川水を水道の原水としてར用するためにࠃ土ަ通省からಘるڐՄの͜と。

スケールϝリοト 規模の֦ 大によってಘられる༷ʑなར益。
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用 　 ޠ

ʲ な行 ʳ

解 　 説

ಋ 水 管 取水施設から取り入れた原水をড়水所までಋく管路。

直 結 給 水 配水管のѹ力をར用して給水する方式。

చ 増 度 1m 3当たりの水道料金が࠷高となる単価と࠷低となる単価の割合。

 市 ܭ ը 道 路

ʲ は行 ʳ

 市 ܭ ը 法に基ͮきられる道 路 。

貯 水 槽 水 道
ू 合 ॅ  や 事 務 所 ビ ル 、ප Ӄ 等 で 、受 水 槽 に 貯 めて 水を 使 用 する 給 水

ܗ 式 の水 道の͜と 。その管 理 ٛ 務 は 設 置 ऀにある 。

低 エネルギー 化
ޮ 率 よくエ ネル ギ ーをར 用 する͜となどにより 、গないエ ネル ギ ーで 事

業を行う͜と 。

配 水 支 管 配水本管から受けた水道水を給水管に配るための管路。

配 水 管
配 水 池 から ֤ Ո ఉ の 給 水 管まで 水 道 水を 配 るため の 管 路 。給 水 管を 

ذ できない 配 水 本 管と ذ できる配 水 支 管がある 。

直 ૹ 配 水
ড় 水 施 設 から配 水 池を 経 ༝ ͤ ͣに ֤ 給 水 ۠ Ҭ に 配 水 する͜と 。受 水 の

ѹ 力を配 水に有 ޮ ར 用できる 。

認   サ ϙーλー
（ の取 組 ）

認   サϙーλーとは「 認   サϙーλーΩϟラόン事 業 」における認 

 サ ϙーλーཆ 成 講 を受࠲ 講・修 ྃしたऀの͜とで 、本 市 では平 成 2 8 年

度（ 2 0 1 6 年 度 ）から 、ҕ 託 ઌ の 検 員 全 員が 認   サ ϙーλーとなる取

組を行っている 。

配 水 場

配 水池や管路の΄か֤ छ ܭ ث ྨ等を設 置した施 設 。ෑ 地内の配 水池で ૹ

水を受け 、時間ม 動する֤Ո ఉ 等での 使 用量に応͡て調して配 水する 。

本市には5か所の配 水場があり、それら全てを災時給水ڌ 点として位置

けている。

鉛 製 給 水 管

鉛 製の給水管の͜と 。施 工性のྑさなどから全 ࠃ తに給水管のࡐ 料として

く使 用され 、本 市ではত 和 5 1年（ 19 76 年 ）まで 使 用していた 。また 、鉛の

༹ग़による健 への影߁ 響が指 ఠされており 、本市ではطଘの鉛製給水管に

ついてૣ期解消に向けて໘త備などに取り組Μでいる。

ग़前 त 業
平 成 2 0 年 度（ 2 0 0 8 年 度 ）から 行 ってい る 水 道 部 の 事 業 。水 道 の ܒ ൃ

P 3 を目 త に 市 内 の 小 ֶ ߍ へ 行 き 、水 道 の 大  さや 安 全 性 等 を  えて

いる 。

トリϋϩϝλン

原 水 தにؚまれ る 物 質とড় 水 ॲ 理 の ࡍ の Ԙ ૉ 消 ಟ との 応 により 、ඍ

量 にൃ 生 するクϩϩ ϗ ルϜやϒϩ Ϟϗ ルϜ などの 総 শ 。トリϋ ϩϝλン

は人体へ の 健 ߁ 影 響 が ݒ ೦されているため 低 減 に める必 要がある 。

配 水 池

給水 ۠Ҭのध 要量に応͡て適 に配 水するために水 道 水を一 時 తに貯え

る池 。本 市 では 、7か所のড় 配 水 場に12 配 水 池 、61 , 613 m 3の容量を有して

いる 。

用 　 ޠ

ʲ ま行 ʳ

解 　 説

表 流 水 Տ川水やބপ水など地表໘にଘࡏする水。↔地下水

 設 ସえ 。い水道管を新しいものに更新する͜とݹ

ห 栓 ಋ・ૹ・配水管にଐする ห、ۭ 。ห、消Ր栓などの設備の͜とؾ

แׅ ҕ 託 ෳ数の業務をまとめてҕ託し、よりޮ率化をਤる͜と。

法 定 耐用 年 数 地方公営企業法施行規ଇに定められた水道施設等の耐用年数。

ϙンϓ（ ѹ ૹ ） ϙンϓのѹ力によりড়水をૹる方式。↔ࣗવ流下

ී及率
行  ۠Ҭ 内 人ޱに対 する給水 人ޱの割 合 。給水 ۠Ҭ 内に上 水 道がどの程

度  備されているかを表す 。

ෳ ઢ 化
基 幹 管 路 のリスク をओ目తとしてࢄ ط、 ଘ の水 道 管に加えて 新たに 水

道 管をຒ設し 、ෳ 数の管路で ૹ 配 水を行う͜と 。

όοクアοϓ
事 ނ 等 によりૹ 配 水 できなくなる͜となどを  定し 、代 ସ のル ートや ख

ஈを確 保する͜と 。

ビχール 管
ߗ 質 Ԙ 化 ビ χ ール 製 の 水 道 管 。֤ Ո ఉ の 給 水 管 など で く使 Θ れ て

い る 。

配 水 量 配水池などから配水管にૹりग़された水量。

配 水 本 管
管 をߏ 成 するओ 要 管 路で 、水 道 水を配 水 支 管へ ༌ ૹするための 管 路 。

給 水 管への  はないذ 。

ϑϡーνϟー・σβイン

「 将 来世代の視 点から施 策を考える 」͜ と 。ۙ 視 తなものの見方かられ 、

将 来世代に生きる人 間になりきって現世代の施 策を考え 、長 期 తにみて有

益となる施策を見ग़すための取 組。水道事業の࣋ଓՄ性の向上にޮՌが

期できる。

水安 全 ܭ ը

水源からऄޱまでのػة管理上のऑ点等をੳධ 価し、管理方策を໌確に

する͜とにより 、水の 安 全を確 保するための แׅ తなܭ ըの͜と 。本 市 で

は 、平成 24 年（ 2012 年 ）3月に策定し 、検౼ ҕ員会を設 置の上 、ӡ 用を進め

ている。

ෳ 数 水 源

地下水や表 流 水など༷ʑな水源の͜と ة。 管ػ 理 上 、ෳ 数の水源を確 保す

る͜とで 、ಥ ൃ తな水 源 事 や災ނ ൃ 生に伴う断水のリスクをܰ 減するޮ

Ռがある。

ϚοϐンάγスςϜ

コンϐϡーλーを用いて地 ਤ 情 報を࡞成 、管 理する技 術で 、地下ຒ 設 管や

関࿈ 施設のਤܗに加え、管路のܘޱ、管छ、ຒ設年度などのଐ性情報や、管

理ਤ໘などのா ྨをσーλベース化して一ݩ管理するγスςϜ。

ບΖ過（ 方 式 ）

原水をඍ小な目のບに通して 、ඇ常にࡉかい不७ 物までも取り除くড়水

方 式 。本市では 、現ࡏ 施 工தのยࢁড়水 所水ॲ 理 施 設 更新工事において 、

͜の方式をಋ入する。
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用 　 ޠ

ʲ Θ 行 ʳ

解 　 説

ϫークγϣοϓ
ը・施ܭ 策等の検౼のために࡞ 業やσΟスΧογϣンを行うࢀ加・体 ݧ のܕ

。態ܗ動׆

ϫークライϑόランス

用 　 ޠ

ʲ ら行 ʳ

ʲ や行 ʳ

解 　 説

有 収 水 量 料金収の対となる水量。

有 収率
総 配 水 量にめる有 収 水 量の 割 合 。ૹりग़した 水 が 、どの 程 度 料 金 収 入

に өしているかを示すもの 。

用 ్ 別 料 金
水 道の 使 用 用 ్を基 準として ྨし料 金 設 定などを行う料 金 体 ܥ ޱ↔。

ܘ 別 料金

ライϑライン
水 道 、電 ؾ 、ガスなど 市民 生 に必׆ 要なものをネοトϫーク（ ライン ）によ

り供 給する施 設 ຢはػ の͜と 。

リスクϚネδϝント
ة ػ 管 理 、リスク管 理ともいい 、経 営 ׆ 動に伴う༷ ʑなリスクを ࠷、 小費

用で 小࠷ 限にえるために管 理をする͜と 。

流 動 比 率
流 動 負 債 に 対 する流 動 資 産 の 割 合を 表すもの 。企 業 の支 払  力を 断

するために使 用される財 務 指 標 。

ྨ ࣅ ஂ 体
業 務 指 標 等 の比 ֱを行うため 、人 ޱ 規 模 、水 源 छ 別 、ࣗ ݾ 水 比 率 等 をも

とにબ 定した本 市との ྨ ࣅ 水 道 事 業 体 の͜と 。

ル ーϓ化
水 道 管  を  状 に ܗ 成 する͜と 。थ ࢬ 状 の 配 管よりもಥ ൃ త な ഁ ଛ 事

や災ނ による水 道 水の 断 水などを避 けやすくなる 。

劣化 診 断
ط ଘ の 水 道 施 設 など を補 修 ຢ は 更 新をするかという͜とを  断 するた

め 、その前 ஈ ֊として 施 設の 劣 化 状 態 を調 査しධ 価する͜と 。

水 ӡ 用
安 定 త に 給 水を行うため 、取 水 からૹ 配 水まで 水 道 施 設 全 体 のத で 水

をޮ 率 తにӡ 用する͜と 。

料 金 改 定

料金水 準の適 正化をਤる͜と 。本市の水道料金は市の ྫで定められてお

り 、その改 定には市 ٞ 会でのٞ ܾ が必 要である 。ۙ 年では 、平成 2 8 年 度

（ 2016 年度 ）、平成 2 9 年度（ 2017年度 ）の2 年間で平ۉ改 定率10. 0％の料

金値 上͛を行った。

໘ త  備
（ 鉛 製 給 水 管 取 ସ ）

市 Ҭを  割して ۠ Ҭ͝とに 事 業 を 進 め 、全 Ҭを 備 する͜と 。本 市に お

いては 鉛 製 給 水 管 の  設 ସ 工 事 の ໘ త  備 を 平 成 2 2 年 度（ 2 0 1 0 年

度 ）から行っている 。

リσϡース 、
リϢース 、リサイクル

3 e d V c e ( ൃ 生  制 ) 、3 e V T e（ ࠶ 使 用 ）、3 e c Z c M e（ ࠶ 生 ར 用 ）を指し 、͝

みなどの ഇ غ 物 の  減 に める͜とがよいとされ る 考え方 。͜ の 3 つを

合Θ ͤ て z̏ （̧ スリーアール ）zという 。

水 ध 要（ ߏ  ）

水 道 水のध 要の量 。給 水 収 益 の見 通しや水 道 施 設の規 模のܾ 定などのた

めにその量の༧ଌを行う必 要がある 。また 、చ 増 料金 制のもとでは大ޱ使

用ऀと小ޱ使 用ऀの割 合が収 益に影 響 するため 、その量の内 ༁（ ߏ  ）が

重 要で 、ۙ 年では 、અ 水や 大ޱ 使 用 ऀの地下水 ར 用 ઐ用 水 道へのస な

どにより 、水ध 要の減গと使 用量のগ量化が 進む͜とで 、給水 収 益が減গ

している 。

事と生 の調׆ 和 。やりがいやॆ 実 と健ײ で߁ ๛ かな生 を྆׆ 立さͤる

͜と 。
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